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新しい ソフ ト を イン スト ー ル する た びに 


行方 不明 CONFIG.SYS と 
AUTOEXEC.BAT を 


63 リル が 7 上 ネエ ヒア 放 門 W き 補 | 2 生 ら な た か っ た か ら て 


日 本 語 FEP か 侍 いわ けら れ な い 
AX る p ょ バリ) 
アフ リケーション ノレ フト を 使い わけ られ な い 
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DOTASUKE INDEX 


CONFIG.SYS で 使用 する ゴマ ンド と ドラ イ バ 





FCB ら 8 CCECCCCCCCCLELLECLCCCOCCCCCACCCCCCSCCCCCCCSCCCSCSCLGSCCCCLN た に 避 王 
FILE8 ECCCLCCCCCCCCCCCCCCLECCCLKLSCOUCSCCCCLSCCSESCCCSCCCSCMCCGCC に に fe4 ら | 
HIMEM.SY PPEPPPPCPECPEEETLEKKELKCLCCCLKKLCCCCCCCCCALCCCCCCCASSCAOUSCGUSCCOUGCCLM こ し づ ノ 
INSTALL LEOCCCCCLCLCCULCOCLELLLLOCCCCCCUUCCCCCLUCCCSCC 選 
KKOFUNOC.SY CCCLCCCCCCLOCCUCOCOCCCCCCOLUCCCLCCCCC い CC いしい 紀 
LASTDRHIVE PEOPLEKCCCCCCCCCLCCCOCCCCCCCCCCUCSCCCLCUCOLLLLU づ ス 4 
MOUSE.SY PPPPPPYPCPCPCUPLCCECCCLCLLCCCCCLCCCCCLCCGCCUACSCCSSSCCSESCSCLSCCCMCS 2 1 
NECOAIK ] .DHV PTYYYEYYYEYYTYYCLCKKLOCCLCCOCCCCCCCCCCCCCCLCCCC い し 必 ス イス 
NEOAIK どど ロ 昌 V ETYYTPTPYYYTYYEYEKCCCOCCCUCCELLCCLLCLLCOCLUCSCOOCCOCCCSCCCCC い に い 41 
PHINT.SY TYPYYCLLLCCCCCLELCCCCUCCLLECCCOCLCCCLCCCCCCCCCCCCCCCCCLCCCCCLCC に CC と 4 Fe 
HAMDISK.SY8 RPCLKEYLLKLLKKLSCCCCCLCCCCCCCCCUCCOCCCCLCCCCCLLCOCLY 必 ど ピ 
HSDHV.SY8 EEEPCEPYTEYCCCCCCCOCLLLKKLKLKKCCCCCLKKCDCCCCUCCCCCCCLKCLCCC に こい 2 ] 
HELL CPUCCCCCCCCLLLLCLCCCCCCCCCCOCSSCACSCCCCSSCLCCCCCCCCCSC に に に CC づ 
MAHRHTDHV.SY8 EEETEYEPPEEKLCOCLLLCCDCCLCUCCCULMCOLLCLOLCCOCOCLSCCCLOCCL い ブロ 





BATKEY CELLKEKLLCLLCLLCCCCUCCCCCUCCALCCCCOCCUCSL た CCCLMCK よ た と 41 
CN PEPPYCLCCCCCLCLLCCULCCLKCCLLSLCCSCCCSCGCSCSCCCLCSCCCCLCGCCC に に 呈 晶 
DELDRHV CCCCCCCLEECLKLELCLCCCCCCCCCCCCCCCLCCCCUCCCLACLCCCCLCC BB 
DOSKEY EPCCLCCCCLCCCCCCCLCCCUCCSLLSLLSALLSOCLSSCCCLCOCSSCCCCCCCCCCCC 叫 
ECHO ETEECEECCCCCCCCCCCCCCCCLCCCCLKECCLCCACLCCCLLLCCCCCCSCCSSSCCSSC2LSSLCCSELLGSCGLLLM 三 ] 
FOR TTACOCCUCULCLCOCCCCCCCCLCCCOCCGECLLOCCCCLLCLL 己 
GOTO EPCPCECCCCCLCCCCCLLCCCLCCDCLOOCCOCCCCCCCCCCCCCCCCLLSCCCCCSCACCCCCALUCLCL 己 
IF PCOCCLCCOCCCCCCCLECCLKCOCOCCCCCCCKLCCCCCLSCCUCCCCCCCLCCCCLLCCUCOLLLLLLLLLLLLL ロ BB 口 
LOADHIGHLH] PPPPTPPPPPPTCYETPPEPCCPLEECYKYCCCCCKCCCCCCOCUCCCLLLCCCOCCCOCSCOGCC に いり 
PATH ECOCCCCCCCCCCCCCCCCCCCLCCCCCCLCSCCCCSCCCSLLCCCLLLCCMCLCLLCCLCCLLCLC に し ロロ 
AUSE COCCOCCCOCOCCCCCCCCCCLCC2CCCCCOCCCCLLCLCKK よ KK の 
PROMPT PEPPYPPPEYCCCCCCCCCCLCLCCCCCGCCCCCCCCCLCCDCSLCCCCCCCACLSCCCLCSCCCCCCCCCCL ロ ノ 
REM に ここ に に に に COCCOCCCCCCCCLCCCCCCCCCLCCC た CC に CGC に CC に に CC た に に に に に に に 呈 ロ 
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日 本 語 FEP を 切り 替え て 使う に は 


パ IUCND に Kskkk ア 


アプ リケーション が 行人 


、 AUTOEXECBAT。 


に な 


っ た 


ァ 





パソ コン が ある 日 
突然 動か な く な っ て し まっ た こと 
あり ませ ん か "? 


新しい ソフ ト を 買っ て き て ハー ド デ ィ スク へ 
イン スト ー ル し た ら 

きのう まで 使っ て いた ハー ド デ ィ スク の な か の 
ワー プロ が 

どっ か に 消え ちゃ っ た よー 

だ れ か 知り ませ ん か 


難し い マ ニュ アル を な ん と か 読ん で 
せる か く イ アス Rm 小 4 り だ の 0 
メモ リ 不 足 で 動か な い 1 

いや ん に な っ ちゃ う 


ご うし て みん な の ハー ド デ ィ スク に は 

そん な に アプ リケーション ソフ ト が いっ ぱい 
wo @Q し いい る あの や 

わた し な ん か 

40 メガ も ある ハー ド デ ィ スク な の に 
入っ て いる の は ワー プロ 1 個 だ け 

いっ た い ど うす れ ば いい の "や 


AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SY8 を 
書き な お せ ば な お る らし いよ … 


こう 事 示 ば は いい ん で まり 


人 


パソ コン は 未完 成品 ! 
だ か ら ご どう 動い て いい か 、 指 示 書 が 必要 な ん で す 


みな さん 、 ど う で すか 。 前 ペー ジ に 紹介 し た 悩み ご と を な ん ども 経験 し て い 
ませ ん か 。 あ ん な 嫌 な こと 、 い っ ぱい 経験 積ん だ どっ て 、 な ん に も いい こと な ん 
か な いで す よ ね 。 それどころ か トラ ブル が 起き る ご と に 友人 に 電話 を か け て 、 
直し 方 を きい た り 、 頭 を 下げ て は 動く よう に 直し に き て も ら っ た り と 、 苦 労 し 
ます よね 。 

な ん で あん な に 高い 機械 な の に 、 ボ タン ひと つ で 動い て くれ な い の だ ろう 、 
な ん て 思い ませ ん な か 。 


そう な ん で す 。 フ パパ ソコ ン は 電源 を オン し た と ころ で 、 簡 単に は 動き ませ ん 。 
動く よう に な に か 設定 し て あげ な いと いけ な い の で す 。 そこ いく と 、 ワ ー プ ロ 
専用 機 は 電源 を 入れ る と すぐ に 文書 が 打ち 込め ます し 、 メ ニュ ー で 選択 する と 
表 計 算 や 住所 管理 と いく つか の ソフ ト も 扱う こと が で きま す 。 

し か し 、 パ ソコ ン と な る と まっ た く 話 が 違っ て 、 電 源 を 入れ た と ころ で な ん 
に も し て くれ ませ ん 。 な ぜ で し ょ うか 。 

それ は パソ コン が 欠陥 商品 だ か ら で す 。 い い 方 が きつ いで すね 。 で は 、 未 完 
成品 と で も いっ て お きま し ょ うか 。 それ も 永遠 の 未完 成品 。 

ワー プロ の よう に 、 完 全 に 完成 され た 形 で 出荷 され て いる の で は な い の で す 。 
だ か ら 、 簡 単に は 動か な いん で す 。 手 が か か る ん で す 。 し か し 、 手 の か け よ う 
に よっ て は 息 像 以上 に パワ ー を 発揮 し て くれ る の で す 。 


未完 成品 の パソ コン を 完成 品 に 近づけ る の は 
ユー ザー に 委ね られ て いる 


こん な 珍し い 商 品 は 、 パ ソコ ン ぐ らい な も の で す 。 

この 未完 成品 の パソ コン は 、 当 然 完成 品 の ワー プロ 専用 機 と は 違っ た 動か し 
方 に な り ま す 。 ワ ー プ ロ 専 用 機 の ソフ ト は 御存じ の よう に 永遠 に 取り 替え る こ 
は で きま せん 。 し か し パソ コン は 、 ソ フト は バー ジョ ン ア ッ プ は で きる し 、 メ 
モリ も 増設 で きま す 。 し か も CPU の チッ プ ま で 変更 可能 な の で す 。 

こん な パソ コン を 動か す に は 、 ち ゃ ん と し た 指示 書 が 必要 な の で す 。 

その 指示 書 の な か に は 、 


「 ひ と つこ れ で よろ し く お 願 いし ます ヨ ! 」 


と いう よう な 内 容 を 書い て お きま す 。 
この よう に 未完 成品 の パソ コン な の で 、 オ ー ナ ー で ある ユー ザー が どう フ パ ソ 
コン を 動か すか 、 リ ー ド し て あげ な いと いけ な いん で す 。 


パソ コン へ の 指示 


上 
(1@」 | コ 【 と 五 こ A 4 こ か パニ 4 コ e 朋 に 7< 


この 2 つの CONEFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT の ファ イル の 扱い 方 さえ お 
さえ る と 、 も う パ ソコ ン は あな た の 意 の まま に な っ て くれ る の で す 。 

作成 する の は 、 そ ん な に 難し い フ ァイル で は あり ませ ん 。 それ ぞ れ 3 行か ら 
10 行 で ゞ らい の も の で す 。 こん な 短い 指示 書 で パソ コン を 自由 に 動か せる の で 
すか ら 、 一 汗 流し て も 損 は 決し て あり ませ ん 。 

こん な 短い CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT の ファ イル を 理解 する だ け 
で 、 あ の 突然 動か な く な る わが まま パソ コン か ら 解 放さ きれ る の で す 。 し か も 、 
パソ コン が 段々 あな た に な つい て くる の で す 。 ど お し て も っ と 早く 、 こ の 
CONEFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT の 存在 に 気がつか な か っ た の か と 悔やま 
れる くら い 、 す ば らし い パ ソコ ン の 世界 が あな た を 待っ て いる の で す 。 





一 じ CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT の ご りや く 
CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT の 設定 の 方 法 を 修得 する と 、 つ ぎの 
こと が 可能 と な り ま す 。 ほ ん の 一 部 で す が 、 ご 覧 くだ さい 。 





1. パソ コン に アプ リケーション ソフ ト を イン スト ー ル し た あと 、 行 方 不 

明 に な っ て し まう 先住 アプ リケーション ソフ ト の 復旧 

メモ リ を 自分 の 環境 に 設定 し な お すこ と が 可能 

ハー ド デ ィ スク で 、 日 本 語 FEP を 数 種類 切り 替え て 利用 が 可能 
多く の アプ リケーション ソフ ト を メニ ュー で 運用 する こと が 可能 
自在 に フリ ー ソ フト ウェ ア を 組み 込む こと が 可能 

ワー プロ ソフ ト か ら 解 放さ れ て 、 エ ディ タ に よる 一 歩 進ん だ パソ コン 

利用 が 可能 

7. 好き な アプ リケーション ソフ ト を 、 パ ソコ ン の 立ち あげ と と も に 起動 
させ る こと が 可能 

8. ワー プロ ソフ ト か ら 日 本 語 FEP を 切り 離し 、 ほ か の アプ リケーション 
ソフ ト に 組み 込む こと が 可能 


お 











細か くく 学習 す る 時 間 の な い 方 の た め に 、 丸 写し する だ け で も トラ ブッ て いた 
パパ ソコ ン を 生き 返ら せる こと が で きる よう 、AUTOEXEC.BAT と CONFIG. 
SYS を 豊 語 に 用 意 し まし た 。 お お い に 参 考 に し て くだ さい 。 

な お 、 本 書 を 書く に あたっ て 、 近 藤光 彦氏 の 協力 を 得 た こと に 感謝 し て いま 
9e 


本 書 の 見 方 
















リタ ー ン キー の 入力 
スペ ー ス キー で 空き を 入力 
ETRLI キ ー を 押し な が ら 了 FERI キ ー を 押し ます 





CTRLIHIXFER 


重要 な 部 分 を 表し て いま す 





丸 写 し する 部 分 を 表し て いま す 





オタ スケ 情報 を 表し て いま す 





入力 が 必要 な 部 分 を 表し て いま す 





作業 時 間 を 表し て いま す 

















@ な お 、 プ ログ ラム 部 分 は 半角 で 入力 し て くだ さい 。 
本 書 は MS 一 DOS Ver.5.0A を ベー ス に 記述 し て あり ます が 、MS 一 DOS Ver.3.3 x で も 一 部 を 
除い て 使用 可能 で す 。 
ハー ド は 、PC 一 9801 VXRX ぞ RA、PC 一 9821 Ae 上 で 操作 確認 ずみ で す 。 





PC 一 9801 は 、 日 本 電気 株 式 会 社 の 登録 商標 で す 。 

MS 一 DOS、Windows、MS 一 WORKS は 米国 Microsoft 社 の 登録 商標 また は 商標 、 製 品名 で す 。 
一 太郎 、 花 子 、 三 四郎 、ATOK は 、 株 式 会 社 ジ シャ スト シス テム の 登録 商標 また は 商標 、 製 品名 で す 。 
Lotus 123 は ロー タス 株 式 会 社 の 登録 商標 で す 。 

WXII 十 は エー・ ア イ ・ ソ フト 株 式 会 社 の 製品 名 で す 。 

松 、 松 茸 は 株 式 会 社 管理 工学 研究 所 の 登録 商標 また は 商標 、 製 品名 で す 。 

Paradox は ボー ラン ド 株 式 会 社 の 登録 商標 また は 商標 、 製 品名 で す 。 

オー ロラ エー ス は 株 式 会 社 大 塚 商 会 の 登録 商標 また は 商標 、 製 品名 で す 。 

MIFES は メガ ソフ ト 株 式 会 社 の 製品 名 で す 。 

Ninja、Katana は 株 式 会 社 サ ムシ ング グッ ド の 登録 商標 また は 商標 、 製 品名 で す 。 

MEMORY SERVERI は アイ ・ オ ー・ デ ー タ 機器 の 登録 商標 また は 商標 、 製 品名 で す 。 
MELWARE は 株 式 会 社 メ ルコ の 登録 商標 また は 商標 、 製 品名 で す 。 

まい と 一 く は 株 式 会 社 イ ンタ ー ソ フト 登録 商標 で す 。 

VZ Editor は 株 式 会 社 ビ レッ ジ セ ンタ ー の 登録 商標 で す 。 

WTERM は フリ ー ソ フト ウェ ア で 、 著 作 権 は H.INOUE 氏 と TOMTOM 氏 が 保有 し て いま す 。 
ほか の ソフ ト 名 は 、 各 社 の 商標 また は 登録 商標 で す 。 

ソフ ト 名 は 一 部 略称 を 使用 し て いま す 。 
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CONFIG.SYSB と AUTOEXEC.BAT の 基 合 知識 Al 間 




















AUTOEXEO.BAT と CONFIG.SYS っ て な に で eee に | 
M ら どーD 叫 の 起動 の 仕組 み CC で で で で で で で で で で で エエ で で で で で で で で で で で で で で で で で で で で で で で で で で ] 画 | 
「 百 聞 は 一 見 に し か ず フ ロッ ピー ディ スク 」 の 作成 OPCCCCCCCCKLTKECLCLLLLCYTLKLL ] ] 
M ら どーD ロ ロロ 8 の デフ ォ ル ト 値 の 状態 と は COCCOCCLLCLCCCLLCLLCCLLCLLLLYLPLLLLCLLLKLL ] 避 
内 部 コマ ンド と 外部 コマ ンド の oo ] コ 
パソ コン 環境 設定 コマ ン ド の 設定 状態 COCCOPLCCTTKTK エ TK エエ エエ エエ エエ トト エト エエ エエ トト エ エト エ エト 1 2! 
メモ リ の 使用 状況 を 見 て みよ うう oo ] 

日 本 語 FE ビ ロ の 組み 込み と 取り 外し PPCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCL に に いし しい ] oe1 
基本 の 日 本 語 FEP の 組み 込み は OONFIG.SYS で …………… 1 

日 本 語 EP を 複数 切り 替え 利用 で きる ADDDRV と DELDRV …… 1 
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CPU 別 メ モリ 使い 方 iriee ら コ 
ONFIG.SY ら 8 の デフ ォ ル ト 値 POPCCCLCCEKLCCLKKCCCCLCCLCCCCCCCCCCCCLCCCOODCCLI) 21 
CONFIG.SYS の 書き 方 SE 赴 コ 

CONFIG.SY の 設定 の ポイ ン ト POCCCCCLLCETTTYTTCTYYYTEYYTYKTEYYYYCKEKEYYYYKEYYYYPI 選 
日 U ビ ビビ H ロ FILE PCCCCCCCCYYYTYYTETKKKELCCLKKKKKKKKKKLKKCKKKKCCCCCOCCLLL ログ 
DEVICE DEVICEHIGH OPCPCCCCCCCLLCLKKKLKCKKLLELLKKLLLLLCLLLLKKKTK 0 リグ 1 
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AUTOEXEOC.BAT の 書き 方 記 8 器 諾 


AUTOEXEOC.BAT の 設定 の ポイ ント で "ooo 2 ご 
バッ チ フ ァイル っ て な に で oo 2 是 








6 @ 対 9jNII ヨ NE) 
AUTOEXEC.BAT は 特別 な バッ チ フ ァイル / 主 に 使わ れる コマ ンド … ス フ 











シス テム 環境 変数 ooo ロロ 
HEM eeeeooeeeooeeeeeoeeeeeooeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeo 呈 ロ 
EDHO CCCCC エ トド エ エエ エエ テテ ナミ ミミ ナ エエ エエ エミ マミ ミエ で テテ ャ エエ エエ エエ そ で で で で エエ エド で すす で すす で で と CC に と と と に に に たと 三 ] 
PATH PCOCOCCCCCLYTY エ エエ エエ エエ エエ で エエ エエ で て で で で で で です すす エド すす て エエ に と た に に に と た し と と 巳 刀 
ご FT COCCOCCCEYYYCCTLPPLYLCLLLLYYTTYYTKYYLEYLC と に に に した と にし と に と にし し ロス 
PHOMPT グロ AU8E COCCO て エエ エエ エエ エエ エエ で エエ で で エエ で ャ ャ ャ エエ ャ エエ で で で で で で で で で で で で で と て て と ロロ ノ 
人 RLL DOCOCOCOCC て CT て て エエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ エエ で エエ エエ エエ エエ で で で で で で で で で で で で で で で で で で で で で で で で すす です で で すす で で で で すす で で で 巳 日 
|F DOCCCCCCCCCYCYYYYYYYYXYYYKKYYKYYYYKEYKSYYYKYKKKKKKKLLKKKLLKKLKKLCLCL に と と に に に BOO 
(GOTO FORH DCCCCCOCOCCCCPYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYKYCCCCCCC と に に ここ にし と と し し し に し し し し fe 
LODOADHIGHLLH] COOCCOLLLLLCTCCCPCCLYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYTYYYYKKKYY で YKP 5 
BATKEY POOLLLLLLKECLKKYYYYEYYYYYYYYEKEYYYYYYYYYYYYYYYYYEYYYYYYLKYPLC た た と に に 5 スイ 4 
ADDDHV esseeoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee 呈 品 
DELDHV ググ DOSKEY PCCCCCCCCCCCCTYYYYYYYYTPYETTTETTLYLLLLCCCCCLLLCC に CC に に BB 
gdW 度 交 実践 AUTUEXEC.BATRCONFIG.SY8 
汎用 AUTOEXEO.BAT と OONFIG.SYS の 作成 ポイ ント ……… B8 
AUTOEXEO.BAT と 起動 用 バッ チ フ ァイル の 設定 ………………… B 
OONFIG.SY8 の 設定 日 本 語 FEP の 設定 ………………… 8 
MSー ロ DS の バー ジョ ン ン フフ ァイル の 編集 ノ メ モ リ の 配分 …… フ ロ 
M ら ー ロ ロ Ver.3.3 D PCCCLCCCCYCEYYYPPPTYYTYYYYLELYYYYLELPC て に し に に し し し と し し ノロ 
M ら どー ロロ ら Ver.5. ロ 作 DCCCCCCCCLCLCCYYPYYYYYYYYYYYETTTEYPLLLLCLLLLLCCCCCCCCLLK ノイ 
WindOWSVBr.d. 1 COCOLOCOOCOCPYYLLYYYLYY い し し し こ に し し し し し し し と ノビ 
一 太郎 Ver. グー 太郎 Ver. ス OOCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCC こ しい プロ ンコ 0 ロ 
松 V er. COCCOCCKKKKKYEKKKKYKETTEEYKYEKKLEEYCCCKLLLLCLLLCLCCCC に と of 
NIBW: オ ー 販 有 下 ス ea コス 
較 宙 M ら ーWOHKGS Ver 3 ヨ .1 人 … ひ 上 …… ド ドド < トト < トト < トト < トト < 


吉 朋 玉 及 導 通 限 迷 培 用 ビ 人 A ロ ADOX for DO 4.0 JO の の li の em の …… ロス 











到 層 太一 MEMOHY SEHVEHI MELWAHREVer5 ……… 6 ン ノロ 8 
まい と ーー く Ver ら .1 _ 有 WTERM の に に に に の … ヨロ ヨン 1 00 
WXI 十 Ver フー ポー ドド ドド ドド ドド < ドド ドド < ドド ーー 1 0 ] 
ATOK (一 太郎 Ver5 付属 ), プ ATOK フ ……10 ヨ ン 105 

松 昔 Ver …… ト ーー ドー ドー 10B 
還 選 主軸 K へ TANA [NinJa 5 付属 ) …… 〇 譜 | 人 へ け emeeーーーーー ] ロフ 
KATANA スイ (オー ロラ エー ス 付 属 ) …… 必 ……ー………… 10 
WXI 二 Ver ら .5〔WORKS 付属 ) …… の iii 10g 

NEOAI か な 漢字 変換 [DO 付属 /D0S 王 付属 ) ……… 110 





ローHOM ド ライ ブ の 組み 込み CCCCCCCPCPCPPPETYTTYTLYFPLPPCPLKFL の l 隊 | 間 | 


PART 1 


CONEIG.SYS と 
AUTOEXEC.BAT の 


基礎 知 識 





8 


@ PART1 


CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT の 基礎 知識 


AUTOEXEC.BAT と 
CONFIG.SYS っ て な に ”? 








Windows は 3.6 MB づつ 
以上 メモ リ が な い 

と 起動 し ませ ん 。 
実 際 、Windows を 
快適 に 使う に は 、 

8 MB 以上 は 必要 
Er 


CONFIG.SYS の 設 つ 
定 を し っ か り 作 ら 
な いと 、 ア プリ ケ 
ーション ソフ ト が 
立ち あがら な いか 、 
場合 に よっ て は 
MS 一 DOS の シ ス 
テム すら 立ち あ が 
ら な いこ と が あり 
り ま す 





最近 の パソ コン 環境 は 、Windows の よう に ひと つの 環境 下 
で いく つも の アプ リケーション ソフ ト が 同時 に 使え る の が 普通 
に な っ て き て いま す 。 と ころ が 、MS 一 DOS 版 の アプ リ ケ ー シ 
ョ ン ソ フト は それ ぞ れ が 独立 し て いて 、 起 動 の た め の 環 境 設定 
が 違う た め 、 別 の アプ リケーション ソフ ト と 共存 で きる よう な 
方 法 が 用 意 き れ て いま せん 。 こ れ で は アプ リケーション ソフ ト 
を 切り 替え る た びに パソ コン を リセ ッ ト し な く て は いけ な く 〈 く な 
り 、 使 い に く いこ と この 上 あり ませ ん 。 

そこ で 、 フ パパ ソコ ン を リセ ッ ト す る こと な く ア プリ ケー ショ ン 
ソフ ト を 使い 分 けら れる 環境 を 設定 し て 、 快 適 に パソ コン を 使 
そる よう に し よう と いう の が 本 書 の 目的 で す 。 

その た め に 避け て 通れ な い の が 、AUTOEXEC.BAT と 
CONFIG.SYS の 設定 で す 。 

AUTOEXEC.BAT と CONEFIG.SYS の 2 つの ファ イル は 、 
アプ リケーション ソフ ト を パソ コン で 使う た め の 環 境 の 初期 設 
定 フ ァイル な の で す 。 で すか ら 、 こ の 2 つの ファ イル の 設定 の 
仕方 が 分 か れ ば 、 パ ソコ ン と の 連絡 が スム ー ズ に で き 、 快 適 に 
パパ ソコ ン を 使う こと が で きる の で す 。 

CONFIG.SYS ファ イル は 、 お も に メモ リ 環 境 設定 と デバ イ 
ス ド ラ イ バ の 組み 込み を 「 こ うい うふ うに 使う か ら よ ろ し く た 
の むせ む ネ 」 と 書い て お く フ ァイル な の で す 。AUTOEXEC.BAT 
ファ イル は 、 読 ん で 字 の ご と くく 自動 (AUTOMATICALLY) 実 
行 (EXECUTE) の ファ イル で 、「 書 いて ある と お り に 設定 内 容 
を 実行 し て ネ 」 と いう バッ チ フ ァイル な の で す 。 

MS 一 DOS は 、MS 一 DOS の シス テム が 立ち あがる と 
AUTOEXEC.BAT ファ イル を 最初 に 読み に いく よう に 設定 さき 
れ て いま す の で 、 シ ステ ム 立 ちあ げ 後 に 実行 し た いこ と を この 
ファ イル に 書い て お け ば 、 自 動 的 に 実行 し て くれ ます 。 で すか 
ら 、 バ ッ チ ファ イル の な か で も 特殊 な 位置 づけ が され て いる わ 
け で す 。 

ハー ド デ ィ スク が あま り 普 及 し て いな か っ た ころ は 、 ひ と つ 
の アプ リケーション ソフ ト は 1 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 、 ソ 
フト を 変え る と き は フロ ッ ピ ー を 入れ 替え て リセ ッ ト す る の が 


AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS っ て な に @ 9 


あたり まえ だ っ た の で 、AUTOEXEC.BAT は 個々 の アプ リ ケ 
ーション ソフ ト 専 用 の 起動 肝 バ ッ チ ファ イル に な っ て いま し た 。 
その 名 残 で ハー ド デ ィ スク に アプ リケーション ソフ ト を イン 

スト ー ル する と 、AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS を 自分 
専用 に 勝手 に 書き 替え る と いう 荒 技 が だ が まかり と お っ て いた の で 
す 。 い まだ に その よう な アプ リケーション ソフ ト が 多く 、 新 し 

い ア プリ ケー ショ ン ソ フト を 買う た びに 、 以 前 の アプ リ ケ ー シ 

ョ ン ソ フト が 立ち あげ られ な く な る の で 、 ユ ー ザ ー は 頭 を 悩ま 

すこ と に な っ て いる の で す 。 こ まっ ちゃ いま すね 。 

最近 で は 勝手 に 書き 替え る こと は 少な く な っ た の で す が 、 そ 
の か わり に ユー ザー が な ん ら か の 設定 を し な いと 、 新 し く イ ン 
スト ー ル し た アプ リケーション ソフ ト は 立ち あげ る こと も で き 
な いよ うに な っ て きま し た 。 ハ ー ド ディ スク が 普及 し た いま で 
は 、 メ ニュ ー な ど で て 処理 し な いと アプ リケーション ソフ ト の 使 
ぃ い 分 けが で き な く な っ た し まっ た の で す 。 

本 書 で は 、AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS の ファ イル 
の 記述 方 法 の ポイ ント を 人 筒 潔 に 解説 し て いま す が 、 時 間 の な い 
方 で すぐ に パソ コン を 動か し た い 方 は 、PART 4 に 実例 を 豊 
富 に 収録 し まし た の で 、 使 っ て いる アプ リケーション ソフ ト の 
AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS、 そ し て 起動 用 バッ チ フ 
ァイル を その まま 丸 写 し し て いた だ けれ ば 、 十 分 パソ コン は 手 
足 と な っ て 働い て くれ る は ず で す 。 

PART 1 で は 「 百 聞 は 一 見 に し か ず フ ロッ ピー ディ スク 」 
を 作り 、 実 際 に いく つか の コマ ンド を 入力 し 、 コ マン ド の 働き 
や MS 一 DOS が 設定 し て いる 環境 の 状態 な ど を 実際 に 確認 し 
な が ら 解 説 し て あり ます 。 長文 を 読む せよ り は る か に 早く 〈、 
AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS で 使用 する コマ ンド を 理 
解 で きる と 思い ます 。 

本 書 で は MS 一 DOS Ver.5.0 A を 中 心 に 解説 し て いま す が 、 
一 部 の 機能 を 除い て は MS 一 DOS Ver.3.3 D で 問題 な く 活 用 で 
きま す 。 な お 、 メ モリ の 高度 な 利用 を 考え たら 、MS 一 DOS 
Ver.5.0 A を 使わ れ た ほう が いい で し ょ う ね 。 


て 本 書 を 読む と この 
問題 か ら よ う や く 
解放 さる る よう に 
な り ま す 
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MSーD 〇 8 の 起動 の 仕組 み 


7 
= 
シズ テム ファ イル ~ 
と は 、MSDOS.SYS、 
IO0.SYS、 COMMAND 
COM の 3 つの フ 
アイ ルミ ニ と で 、 
FORMAT ユ ニブ S 回 
で 作る シス テム デ 
ィ ス ク に 、 こ の 3 


つの ファ イル が 転 
送 さ れ ま す 


DIR は ディ レク ト っ 
リ の 内 容 を 表示 さ 
せる コマ ンド で す 


あら か じ め 用 意 さ ュ 
れ て いる 設定 値 を 
デフ ォ ル ト 値 と い 
いま す 








MS 一 DOS が 起動 する まで の 流れ は 、 つ ぎの よう に な っ て い 
ます 。 





1. 電源 スイ ッ チ を 入れ る (も し く は リセ ッ ト を する ) 
\ 

2. シス テム の 初期 化 と メモ リ の チェ ッ ク 
U 

3. MSDOS.SYS と IO.SYS を 読み 込む 
J 

4. CONFIG.SYS ファ イル の 実行 
J 

5. COMMAND.COM を 読み 込む 
M 

6. AUTOEXEC.BAT の 実行 











画面 上 で の メモ リ チ ェ ッ ク は 、 つ ぎの よう に 表示 され て いま 
す 。 





[ MEMORY 640 KB+xxxxKB J 





この 画面 を 見 る と 、 増 設 し た メモ リ が パソ コン に 正常 に 認識 
され て いる か が 確認 で きま す 。 

ハー ド デ ィ スク が つない で ある と 、2 と 3 の 間 で 「 固 定 デ ィ 
スク 起動 メニ ュー プロ グラ ム 」 が 表示 され ます 。 た だ し 、 起 動 
可能 な 領域 が ひと つの 場合 に は 表示 され ませ ん 。 表 示さ れ た 場 
合 は 起動 する 領域 を 選ぶ こと に な り ま す 。 

MSDOS.SYS と IO.SYS は シス テム ファ イル と 呼ば れる も 
の で 、 普 通 DIR コマ ンド で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク や ハー ド デ ィ 
スク の 中 身 を 表示 させ て も 存在 が 確認 で きま せん 。 エ コロ ジー 
や TFD な どの ファ イル 管理 ツー ル を 使う と 見 る こと が で きま す 。 

CONFIG.SYS が な い 場 合 は 、 あ ら か じ め MS 一 DOS 側 で 用 
意 さ れ て いる 環境 に 設定 され 、AUTOEXEC.BAT が な い 場 合 
は DATE と TIME コマ ンド を 実行 し 、「A>」 と いう プロ ン 
プ ト を 表示 する よう に 設定 され て いま す 。 


や 
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『 百 聞 は 一 見 に し か ず 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 」 の 作成 


実際 に MS 一 DOS を 使い な が ら 基 本 設定 が どう な っ て いる 
の か 、 い くつ か の コマ ンド の 実行 の 仕方 と その 結果 を ご 覧 くだ 
さい 。 「 百 開 は 一 見 に し か ず 」 で す 。 長 い 解 説 を 読む より 見 る 
の が いち ば ん で す 。 

まず は 、「 百 聞 は 一 見 に し か ず フ ロッ ピー ディ スク 」 を 作り 
まし ょ う 。A ドラ イブ に MS 一 DOS Ver.5.0 A の 運用 ディ スク 
#1 入れ 、B ドラ イブ に は 新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 入れ て 
くだ さい 。 つ ぎの よう に キー ボー ド か ら 入 力 し 、 リ ター ン キ ー 
を 押し て くだ さい 。 





(4 : \>FORMAT_,B : 8 回 





この コマ ンド が 、 シ ステ ム デ ィ ス ク を 作成 する コマ ンド で す 。 
つぎ に 「\DOS」 と いう サブ ディ レク トリ を 、B ド ライ ブ 
に 入れ て ある いま 作っ た シス テム ディ スク 内 に 作り ます 。 サ プ ブ 
ディ レク トリ の 作成 コマ ンド は MD で す 。 つ ぎの よう に 入力 
し て くだ さい ゆ 。 





(* : \>MD_,B : \DOS 回 り 





こん ど は 、「 百 聞 は 一 見 に し か ず 」 と し て 確認 で 使う いく つ 
か の ファ イル を 、 い ま 作 っ た サブ ディ レク トリ の 「\DOS」 
中 に コピ ー し ます 。 コ ピー コマ ンド は 、COPY で す 。 





(4 : \> っ OOPY、,A : 半 MORE.COM_」B : まき DOS 回 





A ドライブ の MS 一 DOS Ver.5.0A の シス テム ディ イス ク #1 
を #2 に 替え て くだ さい 。 





て 」0.SYS 、 MSDOS . 
SYS 、 COMMAND . 
COM の 3 つの フ 
ァイル が フロ ッ ピ 
ー デ ィ ス ク に 組み 
込ま れ ま す 


-B ド ライ ブ の 「\ 
DOS」 と いう サブ 
ディ レク トリ へ 
MORE.COM と いう 





(4 : \>COPY,A : MOUSEE.COM_」.B : \DOS 回 





A ド ライ ブ の MSDOS Ver.5.0A の シス テム ディ スク #2 
を #3 に 替え て くだ さい 。 





A : \>OOPY、,A : ま MEIM.EE 双 BE、,B : ま DOS 回 
A : \>OOPY、,A : ま SEEDTT. 包 XXEE、,B : \DOS 回 





「 百 開 は 一 見 に し か ず フ ロッ ピー ディ スク 」 の 完成 で す 。 





ファ イル が コピ ー 
され ます 


コピ ー し た の は 全 
部 で 4 つの ファ イ 
と ル で す 
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MS ご ー-D0S の デフ ォ ル ト 値 


の 状態 と ! 





PATH と は サブ デー 
ィ レ クト リ 内 の コ 
マン ド を ほか の デ 
ィ レ クト リ か ら 利 
用 で きる よう に 設 
定 す る コマ ンド で す 
シス テム 環境 変数 っ 
に つい て は 54 べ 
ー ジ を 参照 し て く 
だ さい 








よ 


AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS が 設定 され て いな い 状 
部 は 、 ど の よう な も の か みて み ま し ょ う 。AUTOEXEC.BAT 
と CONEFIG.SYS の 2 つの ファ イル を 作成 し な いで 、MS 一 
DOS を 立ち あげ て みる と 、 そ れ が 確認 で きま す 。 

「 百 聞 は 一 見 に し か ず フ ロッ ピー ディ スク 」 を A ド ライ ブ 
に 入れ て 、 パ ソコ ン の リセ ッ ト ボ タン を 押し て くだ さい 。 

する と MS 一 DOS の バー ジョ ン を 表示 し た あと 、 日 付 と 時 
間 の 入力 を 要求 し て きま す 。 ここ は 日 付 と 時 間 と も リタ ー ン キ 
ー を 押す と 、 つ ぎの 表示 を し て コマ ンド 入力 待ち と な り ま す 。 


( 細 9 
これ は 自動 車 で いう ニュ ー ト ラル と 同じ 状態 な の で す 。 


で は 、MS-ーDOS の デフ ォ ル ト ( 基 本 の 設定 ) 値 の 状態 を 確認 
する た め に 、 コ マン ド を 入力 し て み ま し ょ う 。 











A>PATH 回 


パス は 定義 され て いま せん . 





ト 上 の よう に 表示 され ます 。 MS 一 DOS の デフ ォ ル ト 値 の 状態 
で は 、PATH は 設定 され て いな い の で す 。 

つぎ に 、 シ ステ ム 了 環境 を みて み ま し ょ う 。 シ ステ ム 環 境 を 確 
認 す る コマ ンド は SET で す 。 つ ぎの よう に 入力 し て くだ さい 。 





A>BE 呈 回 


PATT テ 
COMSP 世 C= テ A : 壮 OOMMAND.COOM 





上 の 2 行 が 画面 に 表示 され ます 。 確か に 、PATH は = の 後 
に な に も 表示 され な い の で 、 定 義 き れ て いな い の が 確認 で きま 
す 。 

COMSPEC は メモ リ 内 の COMMAND.COM が どの ドラ イ 
プ ブ か ら 読 み 込ま れ て いる か を 表し て いま す 。 試し に 、B ド ライ 
プ ブ に 「 百 聞 は 一 見 に し か ず フ ロッ ピー ディ スク 」 を 入れ 替え て 
リセ ッ ト し て みて くだ さい 。 





MS 一 DOS の デフ ォ ル ト 値 の 状態 と は @ 13 








[ooMepPmo=B : 半 COMMAND.COM ) に 
S) 
と 表示 され ます ね 。B ドラ イブ に 入れ た 「 百 聞 は 一 見 に し か ず (ペン 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 」 か ら 立 ちあ が っ た の で 、B ド ライ ブ の 
COMMAND.COM が 常駐 し て いる の で す 。 

NEC の MS 一 DOS は ハー ド デ ィ スク と フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク | て DOS プ V マ シン 用 
の ドラ イブ 名 が 固定 され て いな いた め 、 ハ ー ド ディ スク 1 台 十 | の PC-DOS や MS 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 2 台 の 構成 で は 、 ハ ー ド ディ スク か ら 立 ち | PS て 
あげ れ ば ハー ドア ディ スク が 「A ドラ イブ 」 で フロ ッ ピ ー デ ィ | エ ュ ィ ラ る pc 
スク が 「B ドラ イブ 」 と 「C ド ライ プ 」、 フ ロッ ピー ディ スク か ドラ イブ に 固定 さ 
ら 立 ちあ げ れ ば フロ ッ ピ ーー ディスク が 「AF ラ イブ 」 と 「B | れ て いま す 
ドラ イブ 」 で 、 ハ ー ド ディ スク は 「C ドラ イブ 」 と な っ て し ま 
いま す 。 ド ライ ブ 番 号 の 設定 も AUTOEXEC.BAT と 
CONFIG.SYS に は 重要 な こと な の で 、「 起 動 し た ドラ イブ に 
よっ て ドラ イブ 番号 が 変化 する 」 こ と は 覚え て お きま し ょ う 。 









内 部 コマ ンド と 外部 コマ ンド 


MSーDOS で 使う コマ ンド は 、 内 部 コマ ンド と 外部 コマ ンド 
に 分 けら れ ま す 。 内 部 コマ ンド は 、COMMAND.COM が 常駐 
し て いれ ば 使え る コマ ンド で 、 コ マン ド を 実行 する た め の フ ァ 
イル は 必要 と し ませ ん 。 それに 対し て 、 外 部 コマ ンド は 実行 用 
の ファ イル が COMMAND.COM と は 別に あり ます 。 

た と えば 、 フ ァイル の コピ ー を する と き に は COPY と いう 
コマ ンド を 使い ます が 、 ハ ー ド ディ スク の サブ ディ レク トリ の 
「\DOS」 の な か を 提 し て も COPY.EXE と か COPY.COM 
は あり ませ ん 。 フ ァイル が な く て も 実行 で きる コマ ンド が 内 音 
コマ ンド な の で す 。 

外部 コマ ンド と は 、DISKCOPY.EXE や FORMAT.EXE な 
どの よう に 実行 ファ イル が な く て は 、 デ ィ イス クコ ピー や フォ ー 
マッ ト が で き な い コマ ンド 和 群 の こと で す 。 
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CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT の 基礎 知識 





バ ソ コン 環境 設定 コマ ンド の 設定 状態 


実行 ファ イル と は っ 
拡張 子 が EXE と 
か COM 、 BAT と 
な っ て いる ファ イ 
ル の こと で す 


パス は 「 コ マン ドー 
検索 パス 」 と か 「 コ 
ンド サー チバ パ 
ス 」 と も いわ れ て 
いま す 


PATH は 内 部 コマ コ 
ンド な の て 実行 フ 
ァイル は 必要 あり 
ませ ん 











MS 一 DOS の 環境 設定 の な か で も 重要 な も の の ひと つ に 、 
PATH の 設定 が あり ます 。MS 一 DOS は 、 コ マン ド が 入力 さ 
れる と 、 つ ぎの 順に 実行 ファ イル を 捜し て コマ ンド を 実行 し て 
いく の で す 。 





内 部 コマ ンド か 外部 コマ ンド か 調べ る 

エ 
内 部 コマ ンド な ら 入 力 コ マン ド を 実行 する 

豆 
外部 コマ ンド な ら ま ず カ レン トディ レク トリ で コマ ンド の 
実行 ファ イル を 捜し 、 あ れ ば 入力 コマ ンド を 実行 

エ 
PATH で 設定 され て いる ディ レク トリ で ファ イル を 捜し 、 
あれ ば 入力 コマ ンド を 実行 





























ハー ド デ ィ スク の な か に いく つも の アプ リケーション ソフ ト 
を 入れ て いる 場合 、 そ れ ぞ れ は 別 の サブ ディ レク トリ の な か に 
格納 し て 管理 する の が 普通 で す 。 し か し 、 MS 一 DOS は PATH 
を 設定 し な いと カレ ント ディ レク トリ 以外 は 検索 し な いよ うに 
な っ て いま す 。 そこで 必要 な サブ ディ レク トリ に PATH を 設 
定 し て 、 入 力 し た コマ ンド を サブ ディ レク トリ へ 提 し に いく よ 
う ( し まず 。 

「 百 聞 は 一 見 に し か ず フ ロッ ピー ディ スク 」 に サブ ディ レク 
トリ の \DOS を 作っ て ある の で 、 こ こ に PATH を 設定 し 、 
パス が 通っ た 状況 を 確認 し て み ま し ょ う 。 














99 
A>PATH._,」A: 壮 :A: 壮 DOS : 回 ノ 
と 入力 し 、 つ ぎの よう に SET と 入力 し て くだ さい 。 
誰か 
A>SE 呈 回 
COMSP 世 C テ A : 壮 COMMAND.COM 
PATHーA: 半 :A: 半 ま DOS : 9 





上 の よう に 表示 され 、PATH が \DOS に 通っ た こと が 確認 
で きま す 。 こ ん ど は プロ ンプ ト の 「A>」 と いう 表示 を 変更 し 


パソ コン 環境 設定 コマ ンド の 設定 状態 @ 15 


て み ま し ょ う 。 つ ぎの よう に 入力 し て くだ さい 。 





A>PROMPT、,$P$G 回 
ム : 半 > 








プロ ンプ ト の 表示 が 変わ り ま す 。 つ ぎ に デ ィ レ クト リ を 移動 
し て み ま し ょ う 。 つ ぎの よう に 入力 し て くだ さい 。 





A: 半 >OD こ 半 DOS 回 
ム : \DO8 > 





どう で すか 。 移動 し た ディ レク トリ が 表示 され て いま すね 。 
「PROMPT_$P$SG 回 」 は 、 いま ど の デイ レク トリ に いる か 
を プロ ンプ ト に 表示 し て くれ る コマ ンド で す 。 

つぎ に ドラ イ バ の 組み 込み 例 と し て 、 マ ウス を 組み 込ん で み 
まし よう 。 

つぎ の よう に 入力 し て くだ さい 。 コ マン ド を 入力 し た あと リ り 

ター ン キ ー を 押す と 、 マ ウス が 組み 込ま れ た こと が 画面 に 表示 
され ます 。「 実 行 コ マン ド 」 の な か で も すぐ に 実行 せ ず 、 必 要 な と 
き に だ け 起 動 す る プロ グラ ム の こと を 「 常 入 ソ フト 」 と いい ます 。 
@ マ ウス プロ グラ ム の 常駐 し た 表示 画面 
ン 





Ri\DOSIOUSE と MOUSE と コマ ン 
Microsoft (R) Iouse Driver Uersion 7.92 - 
Copuright 人 Hicrosoft Corp. 1983-1999. RIll rights reserved. ド を 入力 し ます 
ビン ザジ (2 が 涼 和 し まし た 1991 
マウ ス ドラ イ バ が 駐 し まし た 


Ri\DOS> と マウ ス が 組み 込ま 
れ た こと を 知ら せ 
る メッ セー ジ で す 








LOGID]NML TINS [REEJL 補 ] 








MS 一 DOS Ver.3.3 
D の ほう は MEM. 
EXE は あり ませ ん 
の で 、 VMAP.COM 


"メモ リ の 使用 状況 を 見 て みよ う 
(VZ エディ タ に 付 


MOUSE.COM が どの よう に メモ リ に 常駐 し て いる か 確認 で 属 ) な ど を お 使い 
きる コマ ンド が あり ます 。 それは MEM で す 。 と くだ さい 
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リダイレクト と は っ 
キー ボー ド か ら の 
入力 (標準 入力 ) 
を ディ スプ レイ に 
表示 (標準 出力 ) 
と いう 流れ (標準 
入出 力 ) を 変更 す 
る 方 法 で 、 こ こ で 
は ディ スプ レイ に 
出力 し な いで ファ 
イル に 出力 し て い 
ます 











MEM は MS 一 DOS Ver.5.0 A か ら 付 属す る よう に な っ た 、 
メモ リマ ッ プ 表示 用 の ツー ル な の で す 。 この よう な ツー ル は 、 
フリ ー ソ フト ウェ ア や サー ド パ ー テ ィ ー 製 の メモ リド ライ バ な 
ど に も 付属 し て いる こと も ある の で 、 使 っ た こと の ある 人 も い 
る と 思い ます 。 た ま に は メモ リマ ッ プ を 表示 し て みる の も お も 
し ろ い も の で す 。 メ モリ マッ プ を 見 る と 、 確 か に いろ いろ な も 
の が メモ リ に 組み 込ま れ て いる の が 分 か り ま す 。 で は 、MEM 
が どの よう に 表示 する か 見 て み ま し ょ う 。 


A: ま >MEMー エグ D 回 


と 入力 する と 、 表 示 が 上 に 流れ て し まう の で 、 最 初 の 部 分 は 読 
め ま せ ん 。 その 場合 に 役に立つ コマ ンド が MORE で す 。 


A: 半 >MEMー DJMORBE 回 


上 の よう に 入力 し ます 。 「 iMORE」 を つけ る こと で 、 
画面 が 流れ て いっ て し まう の を 防ぐ こと が で きる の で す 。 表示 
内 容 を 画面 で 確認 する の で は な く 、 文 書 フ ァイル と し て 読む こ 
と も で きま す 。 画 面 表 示 を 文書 ファ イル と し て 作成 する 場合 、 
つぎ の よう に 「>」 と いう 不 等 号 記号 を 使っ て 画面 出力 を A 
ドラ イブ の 「TEST.TXT」 と いう ファ イル に 保存 する こと が 
で きる の で す 。 


A:\ ま >MEM プ D ニ > に 」A : 壮 下 EST.F 文 回 


これ は リダイレクト と いう 方 法 で 、 本 来 な ら デ ィ ス プレ イ に 
出力 され る 情報 を ファ イル と し て 保存 する コマ ンド な の で す 。 

MS 一 DOS に は 、 こ の よう に 便利 な ソフ ト が 付属 され て いま 
す 。 つきの SEDIT.EXE も な か な か 使い 勝手 の いい エディ タ な 
の で す 。 こ の SEDIT.EXE で 、 さ き ほ ど TEST.TXT と いう 
ファ イル に 落と し た MEM で 表示 させ た メモ リ の 状況 を みて 
み ま し ょ う 。 つ ぎの よう に 、 コ マン ド の あと に ファ イル 名 を 入 
カカ し て くだ さい 。 


A:\>SBEDTT、 TEST.TXT 回 J 
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圏 SEDIT で みた TEST.TXT の ファ イル 内 容 の 画面 








以 玖 デ -9 4 


玉 デー の + 


918399 
918369 
922999 
925C69 
93D289 








リ 
こん ど は 常駐 し て いた マウ ス の プロ グラ ム を 解除 し て み ま し 
ょ う 。 つ ぎの よう に 入力 する と 解除 で きま す 。 











A: 半 >MOUSEー グン R 回 
マウ ス ド ラ イ バ の メモ リ を 解放 し まし た -. 








メモ リ か ら 消 えて いる か どう か 、 
の 状態 を みて み ま し ょ う 。 


も う 一 度 MEM で メモ リ 











へ 
994369 ISDOS 99F689 入 玉 デー タ 
9139Eg 10 995559 。 汐 私 データ 
9999C9g FILES= 
999199 FCBS= 
ge5199 
9991C9 LGSTDRIUE= 
918F49 COYND 991269 アロ グラ 4 
g1a1F9 COTfND g99199 時 
918399 IE 999959 
918369 SCP 992989 アロ の "34 
1C3F9 IET 917649 ア ゆ ^ 
33R49 ISDOS 96C589 ー 空き 一 


MOUSE の 文字 が な く な っ て いま す 。 こ れ を 「 常 駐 を は ず 
す 」 と か 「 解 放す る 」 と いい ます 。 

MOUSE に 限ら ず 、 コ マン ドラ イン や バッ チ フ ァイル の な 
か か ら 組 み 込め る ドラ イ バ は 、 コ マン ド の あと に 「 ン R」 を つ 
け て も う 1 回 実行 する と 、 メ モリ か ら 解 放す る こと が で きま す 。 
また 、 コ マン ド の 後ろ に 「 プ ? タ 」 を つけ て 実行 する と 、 パ パラ メ 
ー タ の 入力 方 法 な ど コ マン ド の 使い 方 を 表示 し て くれ ます 。 最 
近 の アプ リケーション ソフ ト は 、 扱 いや すく な り ま し た ね 。 








6 


と Mouse と いう 文字 
が 画面 に 表示 され 
代 KA ま の 。 有三 れれ が 
MOUSE が メモ リ 
に 常駐 し た 表示 で 
す 


マイ クロ ソフ ト の 
マウ ス に 付属 し て 
いる マウ ス ド ラ イ 
ノバ (は 
MOUSE_,OFF 回 
で 常駐 を 解除 で き 
ます 


エフ リー ソフ トウ ェ 
ア に は 「 プ 」 で は 
な く 「-」 を 使う 
も の も あり ます が 、 
基本 的 に は 同じ こ 
と で す 
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日 本 語 ヒロ の 組み 込み と 取り 外し 


実用 的 に アプ リケーション ソフ ト を 使う た め に は 、 日 本 語 
FEP の 組み 込み は 必須 で す 。 初 期 の ころ は 日 本 語 を 入力 する 
シス テム は ワー プロ ソフ ト の 一 部 だ っ た の で 、 切 り 放 し て 使う 
こと な ど で き ませ ん で し た 。 それ が 日 本 語 FEP と し て 独立 し 
て アプ リケーション ソフ ト と 離れ て 使え を る よう に な っ て か ら は 、 
CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT と 密接 な 関係 を も つよ う 
な っ て きま し た 。 

アプ リケーション ソフ ト ご と に 異な る 日 本 語 FEP を 使う と 
アァ プリ ケー ショ ン | いう 状況 か ら は だ いぶ 変わ っ て きま し た が 、 そ れ で も 日 本 語 
フフ ト に よっ て は 、 | FEP の 使い 分 けが 必要 な こと も あり ます 。 こ の 辺 は 、MS 一 
MY DOS Ver.3.3 B か ら 用 意 き され た ADDDRV と DELDRV を 使う 
の もの を 人 2 | こと に よっ て か を なり 便 利 に 使い こなせ る よう に な っ て きま し た 。 
と 、 い くっ か の 機 | ここ で は 、 日 本 語 FEP の 組み 込み と 取り 外し 方 に つい て 解説 し ます 。 
能 が 制限 され る こ 

















9 時 本 の 日 本 語 上 ヒロ の 
組み 込み は CONFIG.SYS で 
最も 標準 的 な 日 本 語 FEP の 組み 込み 方 は CONFIG.SYS で 
の 組み 込み で す 。 ア プリ ケー ショ ン ソ フト の 使い 分 け な ど あま 
り し な い の で し た ら 、 ひ と つの 日 本 語 FEP を 組み 込ん で お け 
ば 十分 パソ コン を 利用 で きま す 。 
- 太 郎 Ver.5 の CONEIG.SYS の 例 を ご 覧 くだ さい 。 
前 [ Trig8=50 コ 和 
6 BUEEERS=20J 
DEVTOE =A : ATOK 8 ま 包 MS 386.8Y8 コ 
DEVTOE = A : 半 ATOK 8 半 ATOK 8 A.SYS_,UOE = 
A : ATOK 8\ATOK 8.UOE 」 
DEVTOE ニム A : ま ATOK 8\ATOK 8 B.SY8 
DEVTOE ニニ A : ATOK 8 ま ATOK 8 EE 双 .SY8 コ 
Lotus 1-2-3 で に の 
ATOK8 を 使う 方 ほか の アプ リケーション ソフ ト も 使い た い 、 と いう 人 は 日 本 
法 は 88 ペー ジ を 語 FEP の 使い 分 け を 考え な けれ ば いけ ませ ん 。 た と えば 表 計 


参照 し て くだ さい 』| 算 ソ フト の Lotus 1-2-3 は ATOK 8 に は 対応 し て いな い の で 、 
ト 上 の CONEIG.SYS の ま まで は 、Lotus 1-2-3 を 起動 し て も 日 








日 本 語 FEP の 組み 込み と 取り 外し @ 19 


本 語 FEP を 使う こと が で きま せん 。 も ちろ ん 、ATOK8 を 使 
う 方 法 は 用 意 き れ て いま す が 、 ス マー ト に 日 本 語 FEP を 切り 
替え て 利用 し た い 方 は 、ADDDRV と DELDRV を 使っ た 日 本 
語 FEP の 使い 分 け 法 が あり ます 。 








本 語 上 ヒロ を 複数 切り 替え 利用 
で きる ADDDRV と DELDRV, 


ADDDRV は 、 本 来 は CONFIG.SYS で 組み 込む せ ベ べき デバ イ | TELPRY 生 5、66 
ス ド ラ イ バ を 、 あ と か ら 組 み 込 むせ コマ ンド な の で す 。 は っ きり | 。。 ュ テー 
いっ て 日 本 語 FEP だ け の た め に ある よう な コマ ンド で す 。 MS 
ーDOS Ver.5.0 A で は 、 メ イン メモ リ を 広く 使え る よう な 環境 
が 整っ て きた の で 、 必 要 な デバ イス ドラ イ バ は は じ め か ら 組 み 
込ん で お け ま す の で 、 ド ライ バ を 付け た り 外し た りす る の は 、 
ほとん ど 日 本 語 FEP だ け で す 。 

ADDDRV は デバ イス 定義 ファ イル を 指定 する こと に よっ て 、 
デバ イス ドラ イ バ を 組み 込む こと が で きま す 。 

デバ イス 定義 ファ イル は 、「DEVICE=」 か 「DEVICEHIGH 
ー」 の 書式 だ け で 書か れ た ファ イル で す 。 つ き ぎの WXI 二 の 
デバ イス 定義 ファ イル を ご 覧 くだ さい 。 デ バイ スズ 定 義 ファ イル 
を 作っ た ら 、 識 別 し や すい よう に 拡張 子 は 「DEV」 な ど に す 
る と いい で すね 。ATOK 8 の 定義 ファ イル な ら ATOK 8.DEV 
の よう に で す 。 フ ァイル を 分 か りや すく 識別 する た め に も 拡 天 
子 は お お い に 活 用 する と いい で すね 。 


て ADDDRV と 


田 WXII 二 の デバ イス 定義 ファ イル 「WX 2.DEV」 









DEVTO ニ A : 壮 WX 2 ま WXK.SYS こ の A 1 コ AU 
DEVTOE ニーA : 半 WX 2\ ま WX 2.SYS、, の TN エ = A : 壮 WX ロロ 
2\WX 2 SYS.TNT_, プ A 1 ユ コ 





上 の 内 容 を 実行 する に は 、 下 の よう に 実行 する と 日 本 語 FEP 
の WXII 十 は メモ リ に 組み 込ま れ ま す 。 





A : せ >DOS 半 ADDDRV、,A : 半 WX 2 半 WX 2.DEEV 回 灯 








また 、 日 本 語 FEP の WXII 十 を 取り 外す に は 、DELDRV 
を つぎ の よう に 実行 し ます 。 


( 4: \>DOS ま DELDRV 回 細 
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メモ リ の 呼び 方 と 種類 


実際 に は 640KB づつ 
十 384 KB デ 1024 
KB(I MB) な の で す 
が 、384 KB の ROM 
エリ ア は 表示 され 
ませ ん 


ROM 領 域 に は ハ っ 
ー ド ディ スク や サ 
ウン ド ボ ー ド の 
BIOS な ど が 割り 
あて られ て いま す 








ここ で 、 科 単に 98 の メモ リ 構 成 と メモ リ 管 理 規格 に つい て 
ふれ て お きま し ょ う 。 多く の 人 が メモ リ に つい て 混乱 する 原因 
は 、 メ モリ の 呼び 方 が あま り に も 多い た めで す 。 同じ 部 分 の こ 
と を いろ いろ な 名 称 で 表現 し て いる の で 、 分 か り に くく な っ て 
いる の で す 。 簡単 に 名 称 を まとめ て お きま し た 。 

まず は 、 起 動 時 の メモ リ チ ェ ッ ク を みて くだ さい 。 

「640 KB」 と 増設 し た 「X※ メ ※XKB」 の メモ リ は 、 別 々 に 
扱わ れ て いる の で す 。 これ が メモ リ の 区 分 け で す 。 

実際 に ユー ザー が 使え る メモ リ は 、 こ の 「640 KB」 と 増設 
し た 「※ メ メメ XKB」2 種類 だ け な の で す 。 こ の 2 つの 「640 KB」 
と 「※※※X※%XKB」 を 、 い ろ い ろ な 名称 で 呼ん で いる だ け な の 
で す 。 

は じ め の 640 KB の 部 分 を コン ベン ショ ナル メモ リ と 呼び ま 
す が 、 通 常 は メイ ン メ モリ と 呼ば れ て いま す (本 書 で は メイ ン 
メモ リ で 統一 )。 

「 十 」 の 後ろ に 表示 され る 1MB を 超え ん た 「X メ XXKB」 
の 部 分 の メモ リ は 、 プ ロ テ ク トメ モリ と 呼び ます が 、 通 常 は 拡 
張 メ モリ と 呼ば れ て いま す (本 書 で は 拡張 メモ リ に 統一 )。 

あと の メモ リ は 、 こ の 2 つの 「640 KB」 と 「※ メ XXKB」 
避 (640 KB~-1MB の 間 の 384 KB) に あり 、 ユ ー ザ ー が 使え な 
い 「ROM 領域 」 と し て 存在 し て いま す 。 

以上 の 3 つの 「640 KB」「 メ メメ XKB」「ROM 領域 」 以 外 に 
は 、 メ モリ 領域 は あり ませ ん 。 あ と は 、 い くつ か の メモ リ 管 理 
規格 が 、 そ れ ぞ れ の 領域 の 全部 や 一 部 に いろ いろ な 名 称 を つけ 
て 呼ん を で いる だ け で す 。 





[640 kB+xxxxKB 








メイ ン メ モリ ニテ コン ベン ショ ナル メモ リ テ 640 KB 
拡張 メモ リー テニ プロ テク トメ モリ ニテ 1|IMB 以上 の メモ リ 








これ が 、 基 本 的 な 部 分 の 呼び 方 で す 。 
つぎ に 上 の 3 つの 部 分 の 、 対 応 メ モリ の 呼び 方 、 管 理 規格 別 
の 名 称 を 一 覧 表 に まとめ まし た 。 


メモ リ の 呼び 方 と 種類 @ 21 


画 メ モリ の 名 称 











別 の 呼び 方 XMS 規格 






























メイ シズ メモ リコ ヨシ ペペ シシ ョ 
640 KB ナル メモ リ 
ROM 領域 


384 KB 


拡張 メモ リ 
1 MB 以上 の 
26cE 








HMA (一部分) 
EMB (残り ) 














XMS 規格 で は HMA 十 EMB== 拡 張 メ モリ に な り ま す 


この よう に 、 同 じ 部 分 を いろ いろ な 名 称 で 呼ん を で いる の で 、 
分 か り に くく な っ て いる だ け な の で す 。 それ ぞ れ の 規格 用 の メ 
モリ ドラ イ バ を 設定 すれ ば 、 呼 び 方 を 意 す る こと な く 使 えま 
す 。 


"メモ リ 管 理 の 規格 


現在 MS 一 DOS で 使わ れ て いる メモ リ 管 理 規格 は 、 つ ぎの 4 
つ で す 。 





EMS hh Expanded Memory Specification 
NMS 720022TAc422200200325 eXtended Memory Specification 
CMCDAYT22.4004。 Virtual Control Program Interface 
RMICD Scootast so2000 ル 8526 Dos Protected Mode Interface 








MS 一 DOS で は 、 ひ と つの メモ リ 管 理 規格 に ひと つの メモ リ 
ドラ イ バ が 用 意 き れ て いま す 。 





HIMEM.SYS テ XMS 
EMM 386.EXE ・EMM.SYS 三 EMS 
DPMI.EXE 三 DPMI 





この 4 つの メモ リド ライ バ で す 。 











記 


て UMA と は 
Upper 
Memory 
Area 
の 略 で す 


と MS 一 DOS は VCPI 
に は 正式 に は 対応 
し て いま せん 
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EMS は Lotus、Inte、 つ 
Microsoft の 3 社 
に よっ て 提唱 され 

た 規格 で す 
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正式 に XMS 対 応 つ 
の メモ リド ライ バ 
が サポ ー ト され る 
ま で XMS HMA 
と 考え られ て いた 
時 期 が あり まし た 














まず で きた の は EEM 規格 な の だ 


アプ リケーション ソフ ト が 大 型 化し て くる と 、 メ イン メモ リ 
だ け で は メモ リ が 足り な く な っ て きま し た 。 そこで 、 な ん と か 
も っ と 多く の メモ リ を 使え な いか と 考え られ て で きた の が 
EMS 規格 で す 。 

EMS 規格 方 式 は 、ROM 領域 の 一 部 を 窓口 (ペー ジフ レー 
ム ) と し て 使っ て 、 強 引 に ほか の メモ リ 領 域 に アデ クセ ス す る 方 
式 で す 。CPU に 8086、V 30 を 使っ て いる 拡張 メモ リ が な い パ 
ソコ ン で も 使う こと が で きる と いう メリ ッ ト が あり ます 。 

EMS の 方 式 に は 、 ハ ー ド ウェ ア EMS と ソフ トウ ェ ア EMS 
の 2 種類 が あり ます 。 ハ ー ド ウェ ア EMS は 、 メ モリ ボー ド に 
EMS 専用 の LSI が 搭載 し て あり 、 こ の LSI を 使っ て EMS を 
運用 する 方 法 で 、 機 種 を 選ば な くけ っ こう 速度 も 速い の で 重宝 
され て いま す 。CPU が 8086 ン V 3080286 の 機種 は 、 ハード 
ウェ ア EMS を 使っ て いま す 。 この と き の 名 残 で 、 増 設 RAM 
ボー ド を EMS ボー ド と いっ た りす る わけ で す 。 

ソフ トウ ェ ア EMS は 、 い ま 一 般 に 使わ れ て いる メモ リド ラ 
イ バ を 使っ て 拡張 メモ リ を EMS メモ リ と し て 使う 方 法 で す 。 
拡張 メモ リ を 有効 に 使 を る の で す が 、80286 で は 速度 が か な り 
遅い の で 、80386 以上 の 機種 で 使わ れ て いま す 。 








現在 の 主流 は XM 規格 な の だ 


80286 か ら 使 える よう に な っ た 拡張 メモ リ で す が 、XMMS 規 
格 が で て くる まで は 、 十 分 に 使わ れ て いる 状況 で は あり ませ ん 
で し た 。 や っ と MS 一 DOS Ver.5 に な っ て XMS 規格 の ドラ イ 
バ が 付属 し た の で 、 拡 張 メ モリ も 本 格 的 に 利用 で きる よう に な 
り ま し た 。 し か し 、XIMS 規格 が で た た め 、 ま た 新た な メモ リ 
の 名 称 が 増え て し まい まし た 。 困っ ちゃ いま すね 。 











HMA トト エス エエ ミス メ ミネ ミネ ミエ ミミ ミネ ミミ メメ ミミ ミミ メメ ネネ ミミ ミネ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ 】 High Memory Area 
UMB POCCCELECELLKEEEEYKESEYEKEYEREEEYEYSY】 Upper Memory Block 
EMB ミミ ナミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミコ Extended Memory Block 











それ が 上 の 3 つ で す 。 前 ペー ジ の 表 と 比べ て くだ さい 。 
UMB は 、ROM 領域 部 分 の 使っ て いな いす き 間 を 使 お うと 
いう 利用 方 法 で す 。 


メモ リ の 呼び 方 と 種類 @ 23 


HMA は 、1MB を 超え た と ころ の 64KB を 利用 し ます 。 
EMB は 拡張 メモ リ と ほとん ど 同 じ で す 。 茂 密 に いう と 拡張 メ 
モリ か ら HMA の 64 KB を 除い た 部 分 と いう こと に な り ま す 。 

これ ら の メモ リ を メモ リド ライ バ や 、 デ バイ ス ド ラ イ バ を 使 
っ て 使い こなす の が 、CONEIG.SYS 設定 の 肝心 な と ころ な の 
で す 。 こ こ で ふれ た メモ リ の 名 称 だ け は 、 頭 の 隅 に で も 覚え て 
お いて くだ さい 。 


CPU 別 メ モリ の 使い 方 




















E 
E 
CPU 別に メモ リ の 使い 方 を みれ ば 、 上 の 表 の よう に な り ま 
す 。286 の UMB が へ に し て ある の は 、MS 一 DOS で は サポ ー 





ト し て いな い の で す が 、「 メ モリ ー サ ー バ ーI」 な どの サー ド 
パパ ペー ティ 製 の メモ リド ライ バ を 利用 すれ ば 使う こと が で きる か 
ら で す 。286 マシ ン で 、CPU アク セラ レー タ を 使っ て 486 マ 
シン に し て ある 場合 は 386・486 マシ ン と 同様 に 、 メ モリ を 使 
うこ と ど が で きま す 。 





+ HMA や UMB を 利 


用 する 場合 、 実 際 
に 利用 で きる 
RAM が ある わけ 
で は な い の で 、 拡 
張 メ モリ の 一 部 を 
割り 付け て 使用 し 
ます 。 そ の 分 使え 
る 拡張 メモ リ は 減 
少し ます 





記 ロ 


と 286 の パソ コン は 、 


CPU アク セラ レー 
タ を 使っ て 486 の 
の を が 当世 務 。 
HMA や UMB を 使 
っ た ほう が 、 効率 
的 に メモ リ を 利用 
で きま す 
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CONFIG.SY8S の デフ ォ ル ト 値 





な に も 設定 し て い っ 
な いと 、 こ の 値 に 
な っ て いま す 
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MS 一 DOS Ver.3.3 
D と MSー- DOS 
Ver.5.0A と も に 同 

じ デ フフ ォ ル ト 値 
で ず 





一 CONFIG.SYS の デフ ォ ル ト 値 





FTL 思 8= テ 8 
BUEEEBRS=2O 
FCBS= テ 4 
LASTDRTVE = 選 : 
BREBAK= ニ OHFE 














CONFIG.SYS が ファ イル と し て ルー トディ レク トリ に な い 
場合 は 、MS 一 DOS は 基本 の 環境 を 上 記 の よう に 設定 し ます 。 
この な か で 変更 し て お か な いと まず そう な の は 、FILES の 数 
くら いで 、 あ と は デフ ォ ル ト の まま 使っ て も 大 丈夫 な 数 値 で す 。 

現在 で は 、CONFIG.SYS の 主たる 目的 は デバ イス ドラ イ バ 
の 組み 込み 、 そ れ も メ モリ ドラ イ バ の 設定 が 第 一 で す 。 
CONFIG.SYS の 設定 の 内 容 は 、 次 ペー ジ か ら の PART 2 を ご 
覧 くだ さい 。 





PART 2 
CONEIG.SYS の 書き 方 


26 @ PART2_ CONFIG.SYS の 書き 方 





CONFIG.SY8 の 設定 の ポイ ント 





29 ペー ジ を 、 
DEVICE に つい て 
は 30 ペー ジ を 参 
照 し て くだ さい 


定 が な い 場 合 に 自 
動 的 に 設定 され る 
値 で す 


6 





FILES に つい て は っ 


デフ ォ ル ト 値 は 指 っ 





CONFIG.SYS の 基本 的 な 書式 は つぎ の よう に な っ て いま す 。 





| コマ ンド = 定義 | 





具体 な 例 を みて くだ さい 。 


FILES 三 30 J 


DEVICE= テ HIMEM.SYS 』J 





せ 意味 は つぎ の よう に な っ て いま す 


オニ ジン で きる アァ アイル の 数 30 に じじ て くだ さい な 


組み 込む デバ イス ドラ イ バ = テ HIMEM.SYS だ か ら よ ろ し く 





な に が 書か れ て いる か 意味 不明 だ っ た と 思い ます が 、 こ ん な 
こと を パソ コン に 連絡 し て いた の で す 。 

CONFIG.SYS で は 、 これ 以 外 の 指定 の 方 法 は あり ませ ん の 
で 、「= テ 」 を 使わ な いも の が 書い て あれ ば それ は 間違っ て いる 
こと に な り ま す 。 ま た 、「 テ 」 の 前 後に スペ ー ス を 入れ て = の 
位置 を そろ えた り し て いる 例 も 見 か け ま す が 、 こ れ は や ら な い 
ほう が いい で し ょ う 。 

現在 「 三 」 の 左 に 使用 で きる コマ ンド は 、 つ ぎの 11 の コマ 



































ンド で す 。 
田 シ ステ ム 設 定 用 コマ ンド 
コマ ンド デフ ォ ル ト 値 | 標準 設定 値 | 重要 度 
シス テム | BUFFERS 20 20 | 60% 
状態 設定 用 |FlLES | 8 30 | i00% | 
コマ ンド | SHELL 256 B 1024 B 80% 
DOS | LOWANOUMB _| HIGH、UMB 100% 
LASTDRIVE 3 和 本 3026 | 
BREAK OFF OFF 207% 
| FCBS 4 4 1096 
シス テム | DEVICE 三 5 10026 | 
拡張 用 DEVICEHIGH | ー 90% 
コマ ンド IINSTALL [ = ー 10% 























SHELL の 設定 値 は 環境 変数 エリ ア の 大 き さ で す 
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シス テム 拡張 用 コマ ンド で 組み 込め る デバ イス ドラ イ バ は 、 
つぎ の ファ イル で す 。 
田 キ ャ ラク タ 型 デパ イス ドラ イ バ 





HIMEM.SYS EMM 386.EXE EMM.SYS 
SMARTDRV.SYS MOUSE.SYS KKCFUNC.SYS 
PRINT.SYS RSDRV.SYS SETVER.EXE 
NECAIK I.DRV NECAIK 2.DRV 

FONT.SYS GRAPH.SYS 





田 プ ロッ ク 型 デバ イス ドラ イ バ 





RAMDISK.SYS 











以上 の ファ イル は 、MS 一 DOS に 付属 し て いる も の だ け で す 
が 、 フ リー ソフ トウ ェ ア や アプ リケーション ソフ ト 、MO や CD 
ーROM な どの ハー ド 機 器 に 付属 し て いる デバ イス ドラ イ バ な 
ども 組み 込め ます 。 

キャ ラク タ 型 と ブロ ッ ク 型 の 違い は 、 扱 う デ ー タ の 種類 に よ 
り ま す 。 


プ ブロッ ク 型 の デパ イス ドラ イ バ は 


ADDDRV で 組み 込む こと が で き な い 





この PART 2 で は 、 は じ め に コマ ンド に つい て 解説 し 、 そ 
の あと で 組み 込め る デバ イス ドラ イ バ に つい て 解説 し ます 。 た 
だ し 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 順 で は な く 、 フ ァイル に 記述 する 順 、 重 
要 な 順に 解説 し て あり ます 。 つ まり 、 後 ろ へ いく ほど 重要 度 が 
低く 、 通 常 は 使わ な いか 指定 し な く て も よい も の に な り ま す 。 

また 、 パ ラメ ー タ や スイ ッ チ に つい て も 具体 例 を 中 心 に 記述 
し まし た 。 あ まり 利用 し な いか 不要 と 思わ れる パラ メー タ や ス 
イッ チ に つい て は 解説 を 省略 し て あり ます 。 フ パソコン を 快適 に 
使う に は 、 こ こ で 解説 し て ある コマ ンド だ け で 十分 可能 で す 。 

「 ク イッ クチ ェ ッ ク 」 は コマ ンド の 重要 な 機能 、「 ボ ポイ ント 」 
は コマ ンド を 使用 する と き の 注 意 点 を 抜粋 し て あり ます 。 より 
詳し く は 「 機 能 」 に 記述 し まし た 。 ま た 「 通 常 の 設定 」 の と こ 
ろ に 書い て ある よう に 設定 すれ ば 、 通 常 の パソ コン 利用 で は 問 
題 な く 運 用 で きる で し ょ う 。 





と キャ ラク タ 型 デパ 
イス ドラ イ バ パ と は ば 、 
文字 (キャ ラク 
タ ) 単位 で デー タ 
を 扱う ドラ イ バ で 
す 


と ブロ ッ ク 型 デバ イ 
ス ド ラ イ バ と は 、 
プロ ッ ク ( ハ ー ド 
ディ スク の セク タ 
な どの ひと か た ま 
り ) 単位 で デー タ 
を 扱う ドラ イ バ で 
す 


と て これだけ は 覚え て 
お きま し ょ う 
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ロリ 上 FE ヒ H ら 内 部 コマ ンド 





(⑳Z 


BUFFERS 三 20,8 
の よう に 指定 する 
と 2 炊 的 な ディ ス 
クキ ャ ッシュ と し 
て も 使え ます が 、 


ディ スク キャ ッ シ 
ュ は SMARTDRV 
な どの ディ スク キ 
ャ ッシュ ドラ イ バ 
て で 設定 し た ほう が 
いい の で す 








普通 は 使い ませ ん 。 





に 


圏 クイ ッ ク チ ェ ッ ク 





BUFFERS を 大 きく 設定 する と 、 デ ィ ス ク 装 置 へ の アク セ 
ス が 高速 化 で きる 





圏 デ フォ ルト 





20 





圏 ボ イン ト 





バッ ファ ひと つ で 2KB の メイ ン メ モリ を 使う の で 、 あ ま 
り 多 く は 設定 し な い 。 デフ ォ ル ト の 20 が 基準 値 





田 通 常 の 設定 





BUREEERS= テ 20J 











較 機 能 …(① 〇 ロ ※ ヒ ー こ ヨー ヨ ス ヨ ビ ピトー ボボ ーー ドー ドド ドド ーー ペー ディ スク バッ ファ の 設定 

ディ スク バッ ファ と は 、 フ ロッ ピー ディ スク や ハー ド デ ィ ス 
ク と デー タ の や り 取 り を する と き に 、 デ ー タ を 一 時 的 に た め 込 
むために 使う 作業 領域 の こと を いい ます 。 ディスク バッ ファ を 
大 きく と れ ば アク セス が 高速 に な り ま す が 、 バ パ バッファ ひと つ に 
つい て 約 2KB メ モリ を 使う た め 、 大 きく すれ ば それ だ け 使 え 
る メイ ン メ モリ を 減ら すこ と に な り ま す 。 

普通 は 20 で 十分 で す 。 MS 一 DOS Ver.5.0 A や Windows を 
イン スト ー ル する と き に 作ら れる CONFIG.SYS で も 、 特 に 指 
定 は し な い の で 20 が 標準 と 覚え て くだ さい 。 た だ し 、MS 一 
DOS Ver.3.3 D を 使っ て いる 場合 、 一 部 の アプ リケーション ソ 
フト で は メモ リ 不 足 に な る こと も ある で 、10 ぐら い に 減 らし 
て 利用 し て くだ さい 。 
圏 デ ィ ス ク バ ッ フ ァ の 機能 

















メイ ン メ モリ | 一 [ディ スク バッ ファ | 一 [フラ ロッ ピー| 
一 時 的 に バッ ファ に た め 込 む まとめ て 書き 込む 























メガ ジ メ 生 り | で | で スク バッ ツァ | て | ラロ ッ ピ ー| 








まとめ て 読み 込む 一 時 的 に た め 込 む 














FILES @ 29 





FILE 


内 部 コマ ンド 





圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 





多数 の ファ イル に 同時 に アク セス する た め に 設定 





圏 デ フォ ルト 
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圏 ボ ポイ ント 





て 8^255 の 間 で 設 
定 で きま す 





デフ ォ ル ト の 8 で は 少な い の で 、30 以上 を 設定 





画 通 常 の 設定 





FTLES= テ 20 











画 機 能 で omron ァイル の 最大 数 の 設定 
FILES は ちょ っ と 理解 し に くい コマ ンド で す 。 ワ ー プ ロン ソ 
フト を 使っ て いる と き な ど 、 同 時 に 編集 し て いる 文書 ファ イル 
は ひと つか 2 つ な の に 、 な ん で 30 も 指定 し な く て は いけ な い 
の で し ょ うか 。 
ワー プロ ソフ ト を 使っ て 文書 を 編集 し て いる と き は 、 メ モリ 
ト で メイ ン の プロ グラ ム が 働い て いる わけ で す 。 ここ で 文書 フ 


オー ジン で きる ラフ 





ァイル オー プン で FILES を ひと つ 使 用 。 編 集 し て いる 最 中 に 、 


漢字 を 変換 し て いる と き は 辞書 ファ イル に アク セス する わけ で 


す 。 す る と そこ で も FILES の 数 が ひと つ 増 える の で す 。 ま た 、 


印刷 を し よう と する と 印刷 用 の ファ イル を オー プン し ます 。 こ 
こ で も FILES は ひと つ 増 えま す 。 こ の よう に それ ぞ れ の プロ 


グラ ム や 辞書 な ど を ひと つの ファ イル と し て 考え ます 。 す る と 、 


ワー プロ ソフ ト が 動い て いる と き 、 実 際 に は メイ ン の プロ グラ 
ム 十 日 本 語 FEP 本 体 十 辞 書 十 文 書 ファ イル 印刷 用 の プロ グ 
ラム 十 大 きい 文書 用 の 作業 領域 填 ttc と いく つも の ファ イル を 
同時 に 開い て いる 状態 に な っ て いま す 。 

この よう な 理由 で ファ イル の 最大 数 は 想像 し て いる より も 多 


く 設 定 す る 必要 が ある の で す 。 普通 は 20 程度 で いい の で す が 、 


Windows で は 30 以上 を 指定 し な く て は いけ ませ ん 。TFILES 
は デフ ォ ル ト が 8 で 8~255 の 間 で 設定 で きま す 。 





AT 
Na 
ーー w 


と MS 一 DOS Ver.5.0 
A は イン スト ー ル 
す る と FILES は 
30 に 設定 し ます 


一 太郎 forWindows 
と を イン スト ー ル す 

る と FILES は 80 

に 設定 され ます 
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DEVI ビ E 


外部 コマ ンド 








デバ イス ドラ イ バ ユ 


の ドラ イプ と ディ 
レク トリ の 指定 は 
必ず 入れ る よう に 
し ます 。 指定 が な 
いと ルー トディ レ 
クト リ に な い 場 合 
は 組み 込ん で くれ 
ませ ん 。 

AUTOEXEC.BAT で 
PATH が 設定 し て 


あっ て も 、CONFIG. 
SYS は AUTOEXEC. 


BAT より 前 に 読み 
込ま れる た め 
PATH 設定 の 効果 
は CONFIG.SYS に 
は あり ませ ん 


圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 





各種 の デバ イス ドラ イ バ を メモ リ に 組み 込み 、MS 一 DOS 
の 機能 を 拡張 する 





圏 ボ ポイ ント 





デバ イス ドラ イ バ を メイ ン メ モリ に 組み 込む の で 、 あ まり 
多く の デバ イス ドラ イ バ を 組み 込む と アプ リケーション ソ 
フト が メイ ン メ モリ 不足 で 起動 し な いこ と が ある 





田 通 常 の 設定 





DEVTOE = A : DOS 半 古 TMEBM.SYS 」 


四 | ディ レク トリ 指定 
ドラ イブ 指定 























デバ イス ドラ イ バ の 組み 込み 

メモ リ 管 理 用 の ドラ イ バ (HIMEM.SYS、EMM 386.EXE な 
ど )、 日 本 語 FEP(ATOK、VJE、 松 茸 な ど )、 周 辺 機 器用 の デバ 
イス ドラ イ バ (PRINT.SYS、RSDRV.SYS、MOUSE.SYS な 
ど ) を メモ リ に 組み 込み ます 。 

「DEVICE=」 で 指定 され た デバ イス ドラ イ バ は 、 メ イン メ 
モリ に 組み 込ま れる の で 、MS--DOS Ver.3.3 D を 使っ て いる 
場合 は な る べく 組み 込む せ ド ライ バ を 減ら し 、 メ イン メモ リ の 確 
保 に つと め た ほう が いい で し ょ う 。MS 一 DOS Ver.5.0 A を 使 
っ て いる 場合 も 、HIMEM.SYS 以 外 は な る べく 次 ペー ジ の 
DEVICEHIGH で UMB に 組み 込む せよ うに し ます 。 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 起動 用 の CONEFIG.SYS を 設定 する と 
き は 、 デ バイ ス ド ラ イ バ は ルー トディ レク トリ に お いて 、 ド ラ 
イブ と ディ レク トリ の 指定 は し ませ ん 。 こ うし て お く と 、A 
ドラ イブ か ら で も B ド ライ ブ か ら で も 、 ア プリ ケー ショ ン ソ 
フト を 立ち あげ る こと が で きま す 。 





DEVICEHIGH 
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外部 コマ ンド 





圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 





デバ イス ドラ イ バ を UMB に 組み 込み 、 デ バイ ス ド ラ イ バ 
が メイ ン メ モリ を 圧迫 し な いよ うに し て MSDOS の 機能 
を 拡張 する 





圏 ボ イン ト 





この コマ ンド を 使う た め に は 、UMB が 使え る よう に 設定 
され て いる 必要 が ある 。 ま た UMB に は 組み 込め な い デ バ 
イス ドラ イ バ が ある (下記 参照 )。UMB に 空き が な い 場 合 
は メイ ン メ モリ に 組み 込む 





圏 通常 の 設定 





DBVTO 選 EHTGH ニム : DO8B\MOUSE.SYSJ 














デバ イス ドラ イ バ を UMB へ 組み 込み 
MS-DOS Ver.5.0 A か ら 追 加 さ れ た 機能 で 、 デ バイ ス ド ラ 
イ バ を UMB へ 組み 込ん で メイ ン メ モリ の 消費 を 極力 減ら す 


た め の コ マン ド で す 。 こ の コマ ンド を 使う た め に は 、UMB が 


利用 で きる よう に 確保 さき れ て いな けれ ば いけ ませ ん 。 その た め 


に は 以下 の 記述 が 必須 な の で 、3 行 ワ ン セ ッ ト で 利用 し て 《 だ 


さい 。 





DEVTOE =A : ま DOS 半 HTMEM.SYS 」 
DEVTOE =A : DOS 半 包 MM 386. 包 駐 包 、,」 プ ビ = テ 128。」 
UMB 








DOS テ HTGH,UMB 





EMM 386.EXE の ノ P テ 128 の 128 は 、 確 保 す る EMS の ペ 


ー ジ 数 の 指定 で す 。 で すか ら 場 合 に よっ て は 数 値 は 変わ り ま す 。| 


EMS を 使わ な いで UMB を 使う 場合 は 、 つ ぎの よう に 設定 
し ます 。 








DEVTOE =A : \DOS\ 包 MM 386.EX 世 この NOEBMS コ 











て HIMEM.SYS と 
EMM 386.EXE は 
DEVICEHIGH で 
UMB に 組み 込む 
こと は で きま せん 





NOEMS を 指定 
する と UMB は 自 
動 的 に 設定 され る 
の で UMB は 記 








述 し ませ ん 
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D 〇 0 ら 


内 部 コマ ンド 








(SYZ 


MELWARE や ユ 
MEMORY SERVER 

II を 使う と きも こ 

の コマ ンド は 有効 

な の で 指定 する よ 
う 伝 し まし ょ う 





較 ク イッ クチ ェ ッ ク 





HMA 領域 に MS 一 DOS を 組み 込み 、 メ イン メモ リ の 空き を 
大 きく する 。UMB を 使う た め に は 設定 が 必須 





圏 デ フォ ルト 





LOW、NOUMB 





圏 ボ イン ト 





設定 を し な いと MS 一 DOS は メイ ン メ モリ に 組み 込ま れ 、 
DEVICEHIGH を 使っ て も デバ イス ドラ イ バ が メイ ン メ モリ 
に 組み 込ま れる の で 、 使 える メイ ン メ モリ が 減る 





画 通 常 の 設定 





DOS=HTGH,UMB J 














| 居 箕 朱 席 HMA に DOS の 一 部 を ロー ド す る .。 UMB を 有効 に する 

これ も MS-ーDOS Ver.5.0 A か ら 追 加 さ れ た 機能 で 、HMA 
領域 へ MS 一 DOS の 一 部 を ロー ド す る た め 、 メ イン メモ リ の 
空き が 大 きく な り ま す 。MS 一 DOS Ver.5.0 A を 利用 する な ら 
必ず 指定 し まし ょ う 。 

HMA の 大 部 分 を DOS が 使う た め 、 一 部 の 日 本 語 FEP な 
ど HMA に も 対応 し て いる も の が 、HMA を 使う こと が で き 
な く な っ て し まい ます 。 し か し 、HMA に 対応 し て いる 日 本 語 
FEP な ら 当 然 EMS を 使う こと も で きる は ず な の で 、 日 本 語 
FEP な ど は EMS を 利用 し て HMA は DOS に あけ 渡し ます 。 
デフ ォ ル ト は 、「DOS=LOW,NOUMB」 な の で 、 指 定 し な 
いと DOS は LOW( つ まり メイ ン メ モリ ) に ロー ド さ れ 、UMB 
は 利用 で き な く な り ま す 。 

UMB は 80386 以上 の 機種 で な いと 利用 で きま せん 。 し か も 、 
CPU が 80386 以上 で も 拡張 メモ リ が 増設 され て いな いと 利用 
で きま せん 。 





SHELL @ 33 





ら HELL 


内 部 コマ ンド 





圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 





環境 変数 領域 を 拡大 する た め に 利用 する 





圏 デ フォ ルト 





256 バイ ト 








圏 ボ イン ト 





ハー ド デ ィ スク 環境 で は PATH も 長く な る し 、SET コマ ン 
ド で 環境 変数 を いろ いろ 設定 し た り も する の で 、 環 境 変数 
領域 を 大 きく と っ て お く 。 1024 バイ ト を 設定 すれ ば 十分 








田 通 常 の 設定 





古 思 エ L エ ーA : 半 OOMMAND.COMLJA : \ー」 プ Pー グ 到 6 
1024 』 
に こ 

















コマ ンド フロ セッ サ の 環境 の 設定 


通常 、 シ ステ ム で 使う コマ ンド プロ セッ サ を 指定 し ます 。 

SHELL で 指定 され た コマ ンド プロ セッ サ は 、 シ ステ ム 環 境 
変数 の COMSPEC に 登録 され ます 。 

AUTOEXEC.BAT フ ァイル で 、「SET_, COMSPEC= テ A : 
COMMAND.COM」 で 指定 する こと も で きま す が 、SHELL 
を 使う と 最後 に ある 「 ノ E: 1024」 で 通常 は 256 バイ ト の 環境 
変数 領域 の サイ ズ を 大 きく と る こと が で きま す 。 

大 容量 の ハー ド デ ィ スク を 使っ て いる と 、PATH が や た ら 
と 長く な っ た り い ろ い ろ な 変数 を 「SET」 で 設定 し た りす る 
た め 、256 バイ ト で は 環境 変数 領域 が 足り な く な っ た り し ます 。 
その と き に は ノ E : で 大 きく と り ま す 。160~32768 まで 指定 で 
きま す 。 フ ロッ ピー ディ スク の 場合 は 256 バイ ト 確 保 む すれ ば 通 
常 の 使用 に は 十分 で す 。 つ ぎの よう に 書い て お きま す 。 





[BRHmrr = \COMMAND.COM\。」 プ セコ 














す 」60 て 32768 まで 
指定 で きま す 


中 


エフ ロッ ピー ディ ス 
ク の と き は 、 
DEVICE の と き と 
同じ よう に ドラ イ 
プ や ディ レク トリ 
の 指定 は し ませ ん 


これ で 立ち あげ た 
ド ライ ブ プ の 
を と COMMANND . COM 
が コマ ンド プロ セ 
ッ サ と し て 指定 さ 
れ ま す 





34 @ PART2_ CONFIG.SY8 の 書き 方 





LASTDRHIVE 


内 部 コマ ンド 








仮想 ドラ イブ を 使 
う 場合 は 、 
LASTDRIVE で 大 

き な 数 を 指定 し て 
お か な いと 、 あ と 
か ら 追 加 し て ドラ 
イブ 数 を 増やす こ 
と は で きま せん 


Q で な く て も いい づ 3 
の で す が 、 慎 習 と 

し て この よう に 指 
定 し ます 








圏 クイ ッ ク チ ェ ッ ク 





通常 は 設定 し な い 





圏 デ フォ ルト 





E 











圏 ボ イン ト 





デフ ォ ル ト は E な の で 5 台 ま で し か 設定 され て いな い が 、 
実際 に つなが れ て いる ドラ イブ 数 が 優先 され る 。 ド ライ ブ 
数 の チェ ッ ク は シス テム 立ち あげ の と き に お こ な う 





通 常 の 設定 (CD 一 ROM ドラ イブ を 利用 する 場合 ) 





LASTDRTVE=QdJ 











圏 機能 …… パ 一 ーーーーー… 使用 で きる ドラ イブ の 最大 数 を 設 5 
アク セス で きる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク や ハー ド デ ィ スク な どの 

ドラ イブ の 最大 数 を 指定 し ます 。 デ フォ ルト は E で す が 、5 台 
以上 の ドラ イブ が つなが っ て いる 場合 は 、 実 際 の 数 が 優先 され 
る の で 、 特 に 指定 する 必要 は な い コ マン ド で す 。 

例 に あげ た Q ド ライ ブ の 指定 は 、CD 一 ROM ドラ イブ を 使 
うと き に 通常 指定 する ドラ イブ 名 で す 。 PART 4 で CD 一 ROM 
ドラ イブ の 指定 の 仕方 に つい て は 解説 し て あり ます が 、 
CONFIG.SYS で つぎ の よう に 指定 し ます 。 





通常 は 





DEVTOEHTGH = A : DOS 竣 NECOD.SYS、,D : OD 
0 
TASTDRTVEE=QJ 





AUTOEXEC.BAT で は 、 つ ぎの よう に 指定 し ます 。 








A : 琴 DOS 半 MSODEBX.ERXX 包 この D : OD 101 ン TL :Qa 








LASTDRIVE=Q と グ ZL:Q で CD 一 ROM ド ライ ブ は Q ド 
ライ ブ と し て 認識 され る こと に な り ま す 。 


BREAK @ 35 





HE ヒ AK 内 部 コマ ンド 


圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 











圏 デ フォ ルト CDPPPPFT で エド で すす で で で すす です です ミミ で サテ で で ドド ミ で ドド で です で で で で で で で で すす で 








田 ボ イン ト 





ON に 設定 する と マシ ン の 処理 スピ ー ド が 低下 する 








画 通 常 の 設定 





BREAK=ON J 


較 機 能 sotecozezaaspssasesescssess 
STOP| キ ー も し く は |ICTRLHICI キ ー で 作業 中 断 を 可能 に し 
ます 。 STOP| キ ー の 制御 も デフ ォ ル ト は BREAK=OFF に 設 
定 さ れ て いる の で 、 コ ン ソ ー ル 入出 力 時 と プリ ンタ 出力 時 以外 
で は 有効 に 働き ませ ん 。 



























































FCB ら 内 部 コマ ンド 



































い 
| に 設定 する と 150 バイ ト ほ ど メ モリ が 節約 で きる ) 
較 通 常 の 設定 
FCBS=1 コ と 設定 値 は | へ 255 
ー で 0 を 設定 する こ 
園 機能 ………ー ド ーーー 同時 に オー フン で きる FCB の 数 を 設定 





と は で きま せん 
FCB (ファ イル コン トロ ー ル ブロ ッ ク ) を 使っ て ファ イル 


アク セス を お こ な う アプ リケーション ソフ ト の た め に 、 同 時 に 
オー プン で きる FCB の 数 を 設定 し ます 。 
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INSTALL 


内 部 コマ ンド 








常駐 ソフ ト は TSR づ 
ソフ ト と も いい ま 


LOADHIGH(LH) コ っ 
マジ ンド は 63: 人 ペー 
ジ を 参照 し て くだ 
さい 








圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 





通常 は 設定 し な い 





較 ボ イント 





AUTOEXEC.BAT で 組み 込む 常駐 ソフ ト を CONFIG.SYS で 組 
み 込 め る よう に する 。 メ イン メモ リ に し か 組み 込め な い 





一 通常 の 設定 





INSTATLT」=A : DO8\8HAR 世 . 世 駐 B コ 














メモ リ 常 駐 ソ フト の ロー ド 
通常 は AUTOEXEC.BAT で 実行 する メモ リ 常 駐 ソ フト を 、 
CONFIG.SYS 内 で 実行 し て メイ ン メ モリ に 組み 込み ます 。 


バッ チ フ ァイル で メニ ュー を 組ん だ 場合 、 リ セッ ト し な いで 
メニ ュー の バッ チ フ ァイル を 実行 する と 、 同 じ プ ログ ラム を 何 
度 も メモ リ に 組み 込ん で し まう こと に な る の で 、 そ の よう な 無 
駄 を 避け る こと が で きま す 。 こ う 書 く と 便利 な よう で す が 、 常 
駐 ソ フト は な る べく UMB に ロー ド し た い の で 、 バ ッ チ ファ 
イル の な か て で 必要 な と きだ け 組 み 込 ん で 、 い ら な く な っ た ら 常 
駐 を 解除 する よう に 設定 し た ほう が いい で し ょ 2 う 。 
LOADHIGH(LH) コ マン ド を 使え ば UMB に ロー ド で きま す 
が 、INSTALL コマ ンド で は メイ ン メ モリ に し か ロー ド で き 
ませ ん 。 

この コマ ンド も あま り 使 わな い ほ うがい い コ マン ド で す 。 





HIMEM.SY ら 


圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 








拡張 メモ リ が 利用 で きる よう に な る の で 、 メ イン メモ リ 不 
足 か ら 解放 され る 





圏 ボ ポイ ント 





デバ イス ドラ イ バ と し て は いち ば ん 先 に 設定 する 





画 通 常 の 設定 











DBVTOE ニム A : DOS 半 HTMETM.SYS コ 





EEE2SHEesGsis XMS メモ リ を 利用 で きる よう に 

80286 以上 の CPU を 搭載 し た 機種 で 、1 MB 以上 の 拡張 メ 
モリ を XMS と し て 利用 で きる よう に し ます 。 

HIMEM.SYS を 設定 する こと に よっ て 、1 MB 以上 の 拡張 
メモ リ (HMA 領域 ( 約 64KB) と それ 以上 の EMB 領域 ) が 使 
そる よう に な り 、HIMEM.SYS は この 拡張 メモ リ を 管理 し ま 
す 。 拡張 メモ リ を 利用 する プロ グラ ム は 、 すべ て HIMEM.SYS 
を 通じ て 拡張 メモ リ を 使う こと に な り ま す 。 そ の た め 、HIMEM. 
SYS は CONEFIG.SYS の な か で 、 い ちば ん は じ め に デバ イス 
ドラ イ バ と し て 登録 する 必要 が あり ます 。 








BUEEERS= テ 20』 
FTLES= テ 30』J 
DEBVTOE ニテ A : \DOS ぎ HTMEBIM.SYS J 











この よう に 、 デ バイ ス ド ラ イ バ と し て は 真っ 先 に 設定 し ます 。 

CONFIG.SYS の DEVICE、DEVICEHIGH、INSTALL で 
組み 込む せ ド ライ バ は 、 記 述 し て ある 順に 組み 込ま れ ま す の て 注 
意 が 必要 で す 。 それ 以外 の FILES、BUFFERS、DOS な どの 
コマ ンド は 、 記 述 の 順番 は 関係 あり ませ ん 。 

HIMEM.SYS は 、HMAMIN と NUMHANDLES と いう 
スイ ッ チ を 持っ て いま す が 、 通 常 は 指定 する 必要 は あり ませ ん 。 





HIMEM.SYS @ 37 


プリザ スズ ドラ イル 





い 


め 


と いま の NEC の 
HIMEM.SYS は 、 





MS 一 DOS Ver.5.0 
A. 版 
! 





Windows 3.1 版 





\ 





最新 の MATE・ 
FELLOW 版 











と 、 MS 一 DOS と 
し て 市 販 さ れ て い 
る も の より か な り 
改訂 され て いる の 


で 、 な る べく 最新 
版 を 使う よう に し 
ます 。 最新 版 は 
XMS 3.0 対応 に な 
っ て いま す 
HMAMIN は 
MELWARE や 


MEMORY SERVER 
II で も 設定 で きる 
よう に な っ て いま 
ず の 人 、 ミ れ 吉 デジ 
ォ ル ト の 0 の まま 
で 大 丈夫 で す 
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EMM 86.EX ヒ 


デバ イズ ドラ イ バ パ 





ーDOS ア プリ ケ 
ーション ソフ ト を 
使う 場合 、 日 本 語 
FEP 用 な ど に 
EMS が 必要 な の 


EMS を 設定 し て 
お か な いと 、 日 本 
語 FEP が メイ ン 
メモ リ に ロー ド さ 
れ て し まい メモ リ 
不足 に な る 可能 性 
が あり ます 。 
容量 は 日 本 語 FEP 
に 必要 な 最小 限 の 
量 に 設定 し ます 。 
WXII 十 や ATOK 8 
で は 、 ブ P=32 つ 
まり 5I2KB 確 保 
すず すれ ば いい で し ょ 
う 








Windows 上 で MS づつ 


圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 





EMS メモ リ が 使え る よう に な る 。 日 本 語 FEP を EMS へ 組 
み 込 め る の で 、 メ イン メモ リ が 広く 使え る 





圏 ボ イン ト 





表 計 算 ソ フト で は 、 大 き な ワ ー ク シー ト が 扱え る よう に な 
る 。 UMB を 利用 する た め に は UMB スイ ッ チ の 設定 が 必要 











田 通 常 の 設定 





D 選 VTO = A : 壮 DOS 壮 包 MM 386. 選 文 包 、, プロ = 128、, 
UMB 」 





で 必ず 設定 し ます 。 











仮想 8086 用 拡張 メモ リマ ネー シ 

CPU が 80386 以上 の 機種 用 の 、 仮 想 EMS ドラ イ バ で す 。 
この ドラ イ バ を 組み 込む せこ と に よっ て 、EMS と UMB が 使え 
る よう に な り ま す 。 た だ し 、HIMEM.SYS と いっ し ょ に 組み 
込ま な く て は 使え ませ ん 。HIMEM.SYS は 必ず EMM 386. 
EXE より 前 に 組み 込む の が 原則 で す 。 

グ P= は 確保 する EMS の 大 き さ を 、 ペー ジ 単 位 (1 P= ニ 16 KB) 
で 指定 する スイ ッ チ で す 。 上 の よう に 128 を 指定 する と 、 2 MB 
(128X16 KB=2048 KB) 確 保 さ きれ ます 。 ン ノン M= テ 2048 の よう に 
メモ リサ イズ て で 指定 する スイ ッ チ も あり ます が 、 通 常 は プ P= 
を 使い ます 。 

この 容量 は 、 増 設 メ モリ の 量 な どの メモ リ 環 境 で 左右 され ま 
す の で 、 最 適 値 は あり ませ ん 。 

RAMDISK.SYS と SMARTDRV.SYS に は ン E ス イッ チ 
(ラム ディ スク ・ デ ィ イス クキ ャ ッシュ を EMS メモ リ 上 に 確保 
する ) が あり ます 。 それに より 、 拡 張 メ モリ の すべ て を EMS 
に 設定 し て し まう 方 法 も ある の で す が 、 普 通 は それ ぞ れ 拡張 メ 
モリ 上 に 確保 しほ ます の で 、 あ まり 使わ な い ほ うがい いで し ょ う 。 
UMB は UMB を 利用 する た め に 必須 の スイ ッ チ な の で 、 必 
ずつ け ま す 。 


ルー ュ 
ャ の 設定 





EMM.SYS @ 39 





FEMM.SY ら デバ イス ドラ イ バ 


圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 








8086V 30 グ 80286 マン シン で 、EMS メモ リ が 使え る よう に 
な る 











圏 ボ ポイ ント 
6 
この メモ リド ライ バ で は UMB が 使え な い の で 、 で きれ ば 


サー ド パ バ パーティー 製 の メモ リド ライ バ を 使う よう に する 





田 通 常 の 設定 








DEEVTOEE =A : \DOS 並 包 MM.SYS_, プ P= テ 128 」 











CPU が 8086 や V 30、80286 の 機種 用 の EMS メモ リド ライ 
バ で す 。EMM 386.EXE と 違い 、UMB は 使え ませ ん 。80386 
以上 の CPU で も 使え ます が 、 通 常 は 80286 まで で 、80386 以 
ト 上 は EMM 386.EXE を 使い ます 。 

プ P= は EMM 386.EXE と 同じ で 、 ペ ー ジ 単位 (1 P=16 KB) 
で EMS を 確保 する た め の ス イッ チ で す 。 それ 以外 は 指定 し な 
く て も いい で し ょ う 。8086 や V 30 の パソ コン で この メモ リド 
ライ バ を 使う と き は 、 メ モリ は すべ て EMS に な り ま す 。80286 
の 場合 は 、 増 設 さ れん た メモ リ 量 と ほか に 使う 9 ドライバ に よっ て 
変わ り ま す 。 

し か し 、80286 マ シン を 使う な ら メ モリ ドラ イ バ は 
MELWARE や MEMORY SERVERI を 使う こと を お すす め 
し ます 。 こ れ ら の メモ リド ライ バ は 、286 マシ ン で も UMB を 
利用 で きる よう に な っ て いま す 。 ま た 、MS 一 DOS Ver.3.3 D 
で は DEVICEHIGH が 使え ませ ん が 、 そ れ ぞ れ の メモ リド ラ | て MELWARE に は 
イ バ に は デバ イス ドラ イ バ を UMB へ 組み 込む た め の 専 用 プ | UMBLOAD.SYS 
ログ ラム が 付属 し て いる の で 、 こ れ を 使う こと に よっ て メイ ン | 7 司 い 

MEMORY SERVER 
メモ リ の 空き を 大 きく する こと が で きま す 。 これら の 使い 勝手 


II に は LUMB.COM 
は EMM.SYS と は 雲泥の差 が あり ます 。 が 付属 し て いま す 
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ら GMARHTDHV.SY8 テバ イス ドラ ィ バ 








ディ スズ ク キャ ッ シ ブ 


ュ の 容量 は 、1I28 
8I92 が 指定 で 
きま す 


s 


先 の 数 字 で ディ ス 
クキ ャ ッシュ の 容 
量 を 指定 し 、 後 ろ 
の 数 字 で 最小 の キ 
ャ ッシュ サイ ズ を 
指定 し ます 。 

SMARTDRV.SYS に 
は 、 メ モリ が 足り 
な く な っ て くる と 
ディ スク キャ ッ シ 
ュ 用 に 確保 し た メ 
モリ を 解放 する 機 
能 が ある の で 、 ど 
こま て 解放 する か 
を 設定 し ます 


圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 





ディ スク キャ ッシュ を 設定 する と 、 デ ィ ス クア クセ ス が 高 
速 化 で きる 





圏 デ フォ ルト 





256 KB 





圏 ポ イント 





ディ スク 装置 か ら 一 度 読み 込ん だ デー タ は 、 設 定 し た メモ 
リ 量 まで は ディ スク キャ ッシュ に 保持 され て いる の で 、 二 
度 め に 読み 込む と き は ディ スク 装置 で は な く 、 メ モリ か ら 
読み 込む の で アク セス が 速く な る 





一 通常 の 設定 





DEVTO 世 HTGH テニ A : 半 DOS\ ま SMARTDRV . SYS 。, 
2048_,256 」 














ディ スク キャ ッシュ の 設 完 
ディ スク アク セス を 高速 化す る た め の 、 デ ィ ス クキ ャ ッシュ 

機能 を 設定 し ます 。 キ ャ ッシュ は 拡張 メモ リ に 確保 さ ミ きれ ます が 、 

グ E スイ ッ チ を つけ る と EMS メモ リ に 確保 され ます 。 
WindowsVer.3.1 を イン スト ー ル する と 、 デ ィ ス クキ ャ ッ シ 

ュ 用 の ドラ イ バ は Windows 付属 の SMARTDRV.EXE に 変 

更 さ れ 、 二 重 に 設定 され ます 。 

田 CONFIG.SYS の 記述 





DEVTOE = A : WTINDOWS 半 SMARTDRV.EXE。、 
DOUB 世 BUEEER コ 





田 AUTOEXEC.BAT の 記述 





A :\WTNDOWS ぎ \SMARTDRV. 世 文選 コ 














上 は 一 部 の ハー ド デ ィ スク に 誤動作 が 起こ る の を 防ぐ 設定 。 


RSDRV.SYS @ 41 





MOUSE.SY ら デバ イス ドラ イ バ 


較 ク イッ クチ ェ ッ ク 








この デバ イス ドラ イ バ を 組み 込ん で も 、 ア プリ ケー ショ ン 
ソフ ト が マウ ス に 対応 し て いな けれ ば 使え な い 











田 ボ ポイ ント 
ウス に (は (マウ スネ ボク タク タ ( に つなが (< バ スウ ルス だ NIRS 玉 と マウ ス の ドラ イ バ 
232C コ ネ ク タ に つなぐ シリ アル マウ ス が ある 。 普通 は バ は MOUSE.SYS と 


MOUSE.COM が 付 


スマ ウス を 使う 。 こ の デバ イス ドラ イ バ も バス マウ ス 用 
属し て いて 、 場 合 














田 通 常 の 設定 に よっ て 使い 分 け 
る 必要 が あり ます 
DEBVTOE=A : 半 DOS\ ま MOUSE.SYS コ N 








マウ ス ド ラ イ バ の 組み 込み 

バス マウ ス が 使え る よう に な り ま す 。 ンプ I: と いう 割り 込み 
ベク タ を 設定 する スイ ッ チ が あり ます が 、 人 通常 は 指定 し な いで 、 
デフ ォ ル ト の 15H に 設定 し ます 。 


RHSDHV.SY ら デバ イス ドラ イ バ 


圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 


< め 

















普通 は 設定 し な い 














田 ボ イン ト 
RS 一 232C を 使う アプ リケーション ソフ ト は 、 専 用 の デバ OM 
イス ドラ イ バ が 付属 し て いる の で 設定 する 必要 は 少な い 遇 衣 
男 通 常 の 設定 





DEBVTO 選 HTGH ニーA : DOS 半 RSDRV.SY8 』」 














RS 一 232C 用 ドラ イ バ の 組み 込み 
パパ ソコ ン 通 信 な ど で RS 一 232C を 利用 する た め に 設定 。 通 
信用 の ソフ ト は 専用 の ドラ イ バ を 内 蔵 し て いる の で 設定 不用 。 
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RHAMDISK.SY ら 8 


デバ イス ドラ イ バ 





1.5 MB 以上 を 
RAM デ ィ ス ク に 
設定 する と 、 フ ロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク | 
枚 を 丸ごと RAM 
ディ スク 内 に 入れ 
られ る の で 、 フ ロ 
ッッ ピー ディス ク を 
操作 する 場合 、 便 
利 で す 








に 


圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 





拡張 メモ リ を 高速 な ディ スク 装置 と し て 使え る の で 、RAM 
ディ スク を 利用 し て 作業 を 高速 化す る こと が で きる 





圏 ボ イン ト 





XMS メモ リ に 設定 する と 高速 に 動作 する 





田 通 常 の 設定 











D 到 VTO 選 本 TGH ニム A : \DOSB 壮 RAMDTS 到 .SYS_,1024 コ 











RAM ディ スク の 設定 

メモ リ の 一 部 を RAM ディ スク で 使え る よう に 設定 し ます 。 
確保 容量 は KB 単位 で 指定 し ます が 、128 の 倍数 に な る よう に 
指定 し ます 。 論理 モク タ 長 と ディ レク トリ 数 も 指定 で きま す が 、 
デフ ォ ル ト の まま で OK で す 。 

グ M で メイ ン メ モリ に 、 ノ EE で EMS メ モリ に RAM ディ 
スク を 設定 で きま す が 、 こ れる も 通常 は 使い ませ ん 。 

RAM ディ スク は アク セス が 高速 で 、 し か も ディ スク と 同じ 
感覚 で 扱え る た め た い へ ん 便利 で す 。 メ モリ に 余裕 が あれ ば ぜ 
ひび 設定 し た いも の で す 。 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 実行 時 で も 、 
作業 ディ レク トリ を RAM ディ スク に 設定 する こと に よっ て 
作業 が 高速 化 で きま す 。 デ ー タ ベー スソ フト で RAM ディ ス 
ク を 作業 領域 に 指定 し て お く と 、 ソ ー ト や 検索 が 高速 に な り ま 
す 。 

一 太郎 Ver.5 で は 作業 領域 に ソフ トウ ェ ア EMS が 指定 で き 
な い の で 、2 MB ほど の RAM ディ スク を 作業 領域 に 設定 する 
と 動作 速度 が 向上 し ます 。 


PRINT.SYS @ 43 
EE で DK も も で ATES や HKWVRUSORNEOWGWCSBDTSKOEYCOYDEYYSSSP 和 PETYEPITT で LT 


KKCFUNC.SY ら デバ イス ドラ イ バ 









































圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 
MS 一 DOS Ver.5.0A で 日 本 語 FEP を 使う と き に は 必ず 設定 する 
画 ボ イント 
日 本 語 FEFP より 前 に 設定 する の 
何 種類 か の FEP 
圏 通 常 の 設定 を 切り 替え て 利用 
し て いる 場合 は 必 
DEVTOEHTGH ニ =A : DOS 半 KKOPUNO.SY8 須 で す 
還 機 能 omororeooomorenredon DOSSHELL で の 日 本 語 FEP の 管理 
MS-DOS Ver.5.0 A 対応 の 日 本 語 FEP を 組み 込む 前 に 組 | に つ 
み 込 み ま す 。MS 一 DOS Ver.5.0 A で 追加 され た 日 本 語 FEP 還 
切り 替え 機能 の 管理 を し ます 。MS 一 DOS Ver.5.0 A を 使う 場 
合 は 、 無 条件 で 組み 込ん で お いた ほう が 安全 で す 。 





PRHINT.SGY ら 8 デバ イス ドラ イ バ 


一 クイ ッ ク チ ェ ッ ク 








この デバ イス ドラ イ バ を 組み 込む と 、MS 一 DOS の コマ ン 
ドラ イン か ら 印 刷 が 可能 








圏 ポ イン ト 





印刷 機能 を 持っ た アプ リケーション ソフ ト は それ ぞ れ 専用 | | と Ms-pos を イン 
の プリ ンタ ドラ イ バ が 付属 し て いる の で 、 組 み 込 む 必要 は 人 
な い が 、 簡 易 印刷 機能 の つい た エディ タ な ど で は PRINT. ET 


9 ます が 、 必 要 の な 
SYS が 組み 込ま れ て いな いと 印刷 で き な い も の も ある い 場合 は 外す よう 


男 通 常 の 設定 1 半 の 


い 








DEVTOCEBHTGH ニム A : 半 DOS\PRTNT.SY8 」 W 


(SZ 














フリ ンタ ドラ イ バ の 組み 込み 
PC 一 PR 201 系 の プリ ンタ ドラ イ バ が 組み 込ま れ ま す 。 
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NECAIK 1.DHV NECAIK DRV 





Gr 


この 順番 を 変え て っ 
は いけ ませ ん 





デバ イス ドラ イ バ 


圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 





MS 一 DOS Ver.5.0 A に 付属 し て いる 日 本 語 FEP が 使え る よ 
うに な る の で 、 コ マン ドラ イン で も 漢字 が 使え る 





圏 ボ イン ト 





EMS メモ リ が 設定 し て あれ ば 、 自 動 的 に EMS に 組み 込ま 
れる 











通 常 の 設定 





D 世 VTO 世 HTGH ニーム A : 壮 DOS 並 反 衣 OCTUNO.SY8 

D 世 VTO 世 =A : \DOS 普 NEOCATK 1.DRV」 

DEVTO 到 =A : 壮 DOS 至 NEOATK 2.DRV。,A : NEOAT. 
SYS8』 




















「Al か な 漢字 変換 」 の 組み 込み 

MS--DOS Ver.5.0A 付属 の NEC 製 の 日 本 語 FEP「AI か 
な 漢字 変換 」 が 組み 込ま れ ま す 。 ド ライ バ は KKCFUNC… 
NECAIK 1 っ NECAIK 2 の 順番 で 組み 込ま な く て は いけ ませ 
ん 。 

この ドラ イ バ が ある の で 、 と りあ ぇ え ず MS 一 DOS Ver.5.0 A 
を 買っ て くれ ば 日 本 語 入 力 が で きま す 。 

MS 一 DOS Ver.5.0 A つ Windows と 続け て ハー ド デ ィ スク に 
イン スト ー ル し た と き や 、 ハ ー ド ディ スク に イン スト ー ル 済み 
の 98 を 買っ て きた と き 、Windows の イン スト ー ル 中 に 名 前 
な ど を 漢字 で 入力 する と き 使 う の が これ で す 。 

以前 の MS 一 DOS に 付属 し て いた も の より は 格段 に 進歩 し 
て いる みた いで す が 、 使 っ て いる と いう 人 に 会 っ た こと は ほ と 
ん ど あ り ま せん 。 

キー アサ イン も 変更 で きる よう に な っ て いる し 、EMS が あ 
れ ば 自動 的 に EMS に ロー ド さ れ ま す 。 








WM 
AUTOEXEC.BAT の 書き 方 
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AUTOEXEC.BAT の 
設定 の ポイ ント 


テキ スト ファ イル っ 
は 、 文 字 だ け で 構 

成 さ れ た ファ イル 

の こと で すず 





この 3 つの 拡張 子 っ 
が つい た ファ イル 
を 実行 ファ イル と 
いい ます 














バッ チ フ ァイル っ て な に や 


バッ チ フ ァイル と は 、 複 数 の 実行 コマ ンド を 1 行 に ひと つ ず 


つ 書 き 連 ね 、BAT と いう 拡張 子 を つけ た テキ スト ファ イル の 
こと で すず 。 


MSーDOS で は 、 こ の バッ チ フ ァイル が あれ ば 、 書 いて ある 
コマ ンド を 連続 実行 し て くれ ます 。 こ れ を 「 バ ッ チ 処理 」 と い 
いま す 。 

注意 し な く て は いけ な い の は 、 バ ッ チ ファ イル を 作っ た と き 
の ファ イル 名 の 付け 方 で す 。 

バッ チ フ ァイル は 外部 コマ ンド と 同じ よう に 、 プ ロン プ ト か 
ら 実 行 す る と き に 、BAT の 拡張 子 を つけ な く て も 実行 し て く 
れ ま す 。FORMAT と 入力 すれ ば フォ ー マ ッ ト 用 の プロ グラ 
ム が 実行 され ます が 、 実 際 に は FORMAT.EXE が 実行 され て 
いる の と 同じ で す 。 

そこ で 、 た と そば FORMAT の パラ メー タ を 指定 し た つぎ 
の 内 容 の バッ チ フ ァイル を 作っ た と し ます 。 





『 EORMAT_jB : ニ 8 コ 」 





この バッ チ フ ァイル を 実行 する と 、 す で に B ド ライ ブ で シ 
ステ ム デ ィ ス ク が 作れ る よう に な り ま す が 、 フ ァイル 名 を コマ 
ンド 名 と 同じ FORMAT.BAT に し て は いけ な い の で す 。 MS 
ーDOS で は 外部 コマ ンド を 実行 する と き は 、 拡 張子 を つぎ の 
順 で 検索 する よう に な っ て いま す 。 





JOOM  、- つ 。 下 鐘 回 ン 。 思 信 下 








も ちろ ん 同じ ファ イル 名 を つけ て も BAT ファ イル を 実行 き 
せる テク ニッ ク は あり ます が 、 な に も わざ わざ 予約 語 を ファ イ 
ル 名 に 使う 必要 も な いわ け で す 。 で すか ら 、 


バッ チ フ ァイル 名 は コマ ンド と 同じ ファ イル 名 に は し な い 





と 覚え て お いて くだ さい 。 


AUTOEXEC.BAT の 設定 の ポイ ント @ 47 







AUTOEXEC.BAT は 
特別 な バッ チ フ ァイル 


AUTOEXEC.BAT も 拡張 子 が BAT な の で バ テコ ル 
で す 。PART 1 で みた 起動 の 順番 の よう に 、MS-ーDOS は バ 
ッ チ ファ イル で も AUTOEXEC.BAT だ け は 、 シ ステ ム が 超 
動 す る と 自動 実行 する よう に な っ て いま す 。 

AUTOEXEC.BAT は 、CONFIG.SYS で は 設定 で き な い シ 
ステ ム 環 境 の 設定 や 常駐 ソフ ト の 組み 込み 、ADDDRV を 使っ 
た 日 本 語 FEP の 組み 込み な ど を お こ な っ て 、 ア プリ ケー ショ 
ン ソ フト が 使え る 環境 を 整え ます 。 

アプ リケーション ソフ ト を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で 運用 し て い 
た ころ は 、 環 境 を 整え て か ら 個 々 の アプ リケーション ソフ ト を 
自動 立ち あげ て いた の で す が 、 ハ ー ド ディ スク の 利用 が 主流 に 
な っ た いま で は 、 主 に AUTOEXEC.BAT は メニ ュー シス テ 
ム を 立ち あげ る た め 、 フ ァイル その も の を メニ ュー バッ チ フ ァ 
イル に し て 利用 し て いま す 。 

本 書 で 扱っ て いる コマ ンド は 、AUTOEXEC.BAT で の 使い 
方 を 中 心 に 解説 し ます が 、 そ の ほか の バッ チ フ ァイル で も 利用 
で きる よう 配慮 し まし た 。 

バッ チ フ ァイル の な か に は 、 外 部 コマ ンド や 内 部 コマ ンド 、 

そし て アプ リケーション ソフ ト の ファ イル 名 な ど 、 実 行 で きる 
コマ ンド な ら な ん で も 書く こと が で きま す 。 ほ か の パ バッチ ファ 
イル 名 も 、 も ちろ ん 実行 可能 な コマ ンド な の で 書く こと が で き 
ます 。 
た だ し 、 バ ッ チ ファ イル か ら バ ッ チ ファ イル を 呼び 出す と 、 元 
の バッ チ フ ァイル に は 戻れ な く な り ま す 。MS 一 DOS Ver.5.x 
で は CALL コマ ンド が 追加 され た の で 、 こ の 問題 は 解消 され 
まし た 。 しかし MS-ーDOS Ver.3.x で は な に か し ら の 工夫 を し 
な いと いけ ませ ん 。 バ ッ チ ファ イル で メニ ュー を 作る と き に は 
必要 な こと な の で 、 後 ほど ふれ さる こと に し ます 。 





多 主 に 使わ れる コマ ンド 

AUTOEXEC.BAT は 主 に 環境 設定 の た め に 利用 する の で 、 
環境 設定 を 中 心 に し て 解説 し ます 。 大き 〈《 分 ける と 、 内 部 コマ 
ンド 群 、 外 部 コマ ンド 和 群 、 シ ステ ム 環 境 変 数 群 の 3 つの グル ー 
プ に 分 けら れ ま す 。 








2 


Rm 


エ シス テム 環境 変数 
は 49 ページ を 参 
照 し て くだ さい 


と CALL は 58 ベ ページ 
を 参照 し て くだ さ 


い 
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内 部 コマ ンド と 外 っ 
部 コマ ンド に つい 
て は 13 ペー ジ を 
参照 し て くだ さい 


(⑤ ツ 2 











田内 部 コマ ンド 





REBM ECHO PATH ST PROMPT PAUS 世 
CALTL. TE GOTO EOR LOADHTIGH 








圏外 部 コマ ンド 





| BATKEY ADDDRV DELiDRV DOSK 選 Y ] 





圏 シ ステ ム 環 境 変数 





COMSPEEC _ PATH PROMPT TEBMP 
DOSDTR  DTRCMD 





主 に 使う コマ ンド や シス テム 環境 変数 は 、 こ の よう な と ころ 
で す 。PATH と PROMPT が 内 部 コマ ンド と 環境 変数 の 両方 
に あり ます 。 こ れ は 、 バ パッ チ フ ァイル を 見 た と き 、 け っ こう 頭 
を 悩ま す 部 分 な の で 先 に ふれ て お きま し ょ う 。 

コマ ンド で いろ いろ パソ コン 環境 を 設定 し て いっ て も 、 最 終 
的 に 設定 結果 が 反映 され る の は 「 シ ステ ム 環 境 変 数 」 の 部 分 な 
の で す 。 こ こ を どう 変更 する か が 重要 で 、 そ の た め に いく つか 
の 方 法 が ある と いう こと な の で す 。 

PROMPT を 例 に あげ れ ば 、「A>」 を 「A : \>」 に 変更 
する た め の 「$P$G」 を 実行 する 場合 、 





PROMPT、$P$SG コ PCL た ここ ウフ ー に し スコ に つこ に て て し て て KC に に FC ① 
ET JPROMPT=$P$SG コー moe ② 








の 2 つの 方 法 が あり ます 。 

① は PROMPT コマ ンド を 使っ て 、 環 境 変数 の PROMPT 
を 変更 し て いま す 。② は SET コマ ンド を 使っ て 、 環 境 変数 の 
PROMPT を 変更 し て いる わけ で 、 結 果 は どちら も 同じ で す 。 

PART2 で も 解説 し た と お り 、COMSPEC の 設定 も 3 つ あ 
り ま す 。SHELL で 指定 する 方 法 と SET を 使う 方 法 、 そ れ に 
な に も 指定 し な いで も PART 1 で みた よう に 立ち あげ た ドラ 
イプ ブ の COMMAND.COM が 登録 きれ る 、3 つの 方 法 で す 。 こ 
れ も る 結果 は 同じ で 、 方 法 の 違い に すぎ ませ ん 。 


この よう に 、 環 境 変数 を 設定 する に は いく つか の 方 法 が ある 、 
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と いう こと だ け を 覚え て くだ さい 。 

PART 2 の CONEIG.SYS と 同じ よう に 、PART 3 の コマ ン 
ド も AUTOEXEC.BAT ファ イル に 書く 順に 記述 し て あり ま 
す 。 そ の た め シ ステ ム 環 境 変 数 は 独立 し た PART で 解説 する 
の で は な く 、SET コマ ンド の 部 分 に 組み 込ん で 解説 し ます 。 





シス テム 環境 変数 


環境 変数 と は COMMAND.COM が 確保 する 「 環 境 エ リア 」 
に 置け る 変数 で す 。 バ ッ チ ファ イル や アプ リケーション ソフ ト ーー 

は この 変数 を 参照 する こと が で きる の で 、 あ ら か じ め 環 境 変数 中 
を 登録 し て お く か 、 も し く は バッ チ フ ァイル の な か で 登録 する 
こと に よっ て 、 情 報 の や り 取 りや アプ リケーション ソフ ト の 制 
御 が で きま す 。 

シス テム 環境 変数 は 、 あ ら か じ め シ ステ ム に よっ て 予約 され 
た 環境 変数 で 、MS 一 DOS の シス テム が 特定 目的 の た め に 参照 
し まず す 。 

それ 以外 は 、 ユ ー ザ ー も し く は アプ リケーション ソフ ト が 登 
録 し て 利用 で きる 「 ユ ー ザ ー 環 境 変 数 」 で す 。 ユ ー ザ ー 環 境 変 
数 名 は 自由 (と いっ て も MS 一 DOS の 制限 内 で す が ) に つけ 
られ ます 。TOKYO で も いい し 、OSAKA で も NAGOYA で 
も いい わけ で す 。 

フリ ー ソ フト ウェ ア の ファ イル 管理 ソフ ト な ど で 、 外 部 の エ | て 一 太郎 5 で は 『JW 
ディ タ や ペー ジャ ー を 呼び 出す た め に 、EDITOR や PAGER 1 ウン 
な どの 環境 変数 を 設定 し ます 。 ア プリ ケー ショ ン ソ フト で 、 ユ 2 ーー 
ー ザ ー 環 境 変数 の 設定 が 指示 され て いる 場合 は 必ず 設定 し ます 。 

アプ リケーション ソフ ト の イン スト ー ル 時 に 「AUTOEXEC. 
BAT の 自動 書き 替え 」 を 選択 し な いで 自分 で 書き 直し や 追加 
を する 場合 、 サ ンプ ルフ ァイル の な か の 、 7 ト 


の 部 分 は 必ず 書き 加え る よう に し ます 。 環境 変数 は 起動 時 以外 
に も 参照 する 場合 が ある の で 、 書 き 加 えな いで いる と 、 と き に 
は ハン グ ア ッ プ の 原因 に も な り ま す 。 
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HEM 


内 部 コマ ンド 








Pa 』 次 使う 三 と 
も で きま す 。 通常 
は IiF 文 や GOTO 
文 の ジャ ンプ 先 の 
ラベ ペル と し で 
「: 」 を 使用 し ま 


に 





DATE は 前 に REM 
が ある の て で 実行 さ 
れ ま せん 。 この よ 
うに 、 削 除 を し な 
く て も コマ ンド の 
実行 を 止め られ る 
の で 、 も と の ファ 
イル に 加え た 変更 
を 残す こと が で き 
ます 





REM の 代わ り に づつ 





圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 





バッ チ フ ァイル の な か に コメ ント を 入れ られ る の で 、 分 か 
りや すい バッ チ フ ァイル を 書く こと が で きる 





圏 ボ イン ト 





実行 コマ ンド の 前 に REM を つけ る と 、 コ マン ド の 実行 を 
止め られ る 。 MS 一 DOS Ver.5 で は , CONFIG.SYS で も REM 
を 使う こと が で きる 





田 通 常 の 設定 





REBM。 環境 変数 を SBT し ます ココ 
| ここ に コメ ント を 書き ます 

















REM が 行頭 に つい て いる 行 は 、 注 釈 行 と 判断 され ます 。 
ECHO が ON な ら 画 面 に 表示 され 、OFF な ら 表 示さ れ ま せん 。 


バッ チ フ ァイル を 見 や すく 、 も し く は 理解 し や すく する た め に 
使い ます 。 以下 は 一 太郎 の AUTOEXEC.BAT で す が 、REM 
で 注 秋 を 入れ て み ま し た 。 

ー 





REBM. 環境 変数 を 設定 し ます コ 

ST JJW 2 る 2P= テ A: ぎ TARO5:A: 壮 JW る Zi 
PATH_ LA:\ ま JUST 5: コ 
PROMPT_,$ も PBG コ 

BCHO_ OFE コ 

REBM. | 日付 と 時 間 を 入力 し ます 』 

太刀 ML JDATE コ 

TTME コ 

CHO_ ON 』 

RBM、 一 太郎 を 起動 し ます 』 


J 文 W J 
に ジ 


アプ リケーション ソフ ト の 環境 を 変更 し た いと き 、 バ ッ チ フ 
テ ァイル を 作っ た 当 人 が いな く て も 理解 の 手助け に な り ま すね 。 
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ECHO 


内 部 コマ ンド 





圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 








バッ チ フ ァイル を 実行 し た 場合 、 画 面 表示 を 止め る こと が 
で きる の で バッ チ フ ァイル の 処理 を 速く する こと が 可能 





圏 ボ イン ト 





画面 表示 を すれ ば 、 そ れ だ け パ ソコ ン が 処理 する 作業 が 増 
える の で 、 全 体 の 実行 速度 は 低下 する 。 不 必要 な 画面 表示 
は し な いよ が に ずる 























田 通 常 の 設定 
BCHOLOEE ii (① 
BCHOJJON コー ② 
RGHGO 況 4 スク を 火 れ くく だ さい 。 に バール 622 ③ 
画 機 能 …………… 画面 家 示 の 制御 と メッ セー ジ の 表示 が 可能 





この コマ ンド は 、 デ フォ ルト が ON な の で 、 初 め て 使う と 
き は OFF か ら 使う こと に な り ま す 。 
① の よう に 指定 する と 、 コ マン ド 実 行 行 の 表示 を 停止 で きま す 。 
② の よう に 指定 する と 、 コ マン ド 実 行 行 の 表示 が で きま す 。 


表示 を 抑止 で きる の は コマ ンド 実行 行 だ け な の で 、 コ マン ド 
が 実行 され た 場合 の メッ セー ジ は 表示 され ます 。 
ADDDRV で 日 本 語 FEP を 組み 込ん だ 場合 、 た と えば 


ECHO ON の 状態 だ と 、「ADDDRV ATOK 8.DEV」 な 
どの 実行 行 が 画面 に 表示 され て か ら 、 日 本 語 FEP が メモ リ 
内 に 組み 込ま れ た と いう メッ セー ジ が 表示 され ます 。 ま た 
ECHO OFF の 状態 で は 、「ADDDRV ATOK 8.DEV」 
が 表示 され な いで 日 本 語 FEP が メモ リ 内 に 組み 込ま れ た メ 
ッ セ ー ジ だ け を 表示 され ます 。 

③ は メッ セー ジ の 表示 に 使い ます 。ECHO ON の 状 態 で 実行 
する と 「ECHO ディ スク を 入れ て くだ さい 。」 と ECHO コ 
マン ド ま て で 表示 され て し まい ます 。 そこ で メッ セー ジ を 表示 


す 。 





と て ECHO を コマ ンド 
ライ ン か ら 実 行 す 
る と 、 現 在 の 
ECHO が OFF か 
ON か の 状態 を 表 
示し ます 


MS 一 DOS Ver.5 で 
は 、 
@ECHO_」OFF J 

と 設定 する こと で 
ECHO OFF 
自身 の 表示 を 止め 
る こと が で きま す 
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PATH 


内 部 コマ ンド 





X ) 


ーー 


コマ ンド ライ ン か っ 


ら 「PATH 回 」 と 
だ け 実 行 す る と 、 
設定 され て いる パ 
ス を 表示 し ます 。 
「PATH : 回 」 と 
写 ミ ヨロ シン を つけ 
て 実行 する と 、 設 
定 さ れ た PATH を 
削除 で きま す 。 

な お 、PATH は 
「」 で くぎ り 、 
半角 文字 で 最高 
122 文字 まで 設定 
で きま お 。 

123 文字 か ら は 無 
視 さ れ ま す 。 
PATH は SET コマ 
ンド で も 設定 で き 
ます 








田 ク イッ クチ ェ ッ ク 








PATH を 設定 し て お く と 、 ド ライ ブ 名 や サブ ディ レク トリ 
名 を 指定 し な いで コマ ンド を 入力 し て も 、 ほ か の サブ ディ 
レク トリ に ある コマ ンド を 実行 させ る こと が で きる 





圏 ボ イン ト 





PATH が 設定 され て いな いと 、 コ マン ド 名 だ け を 入力 する 
と 外部 コマ ンド は カレ ント ディ レク トリ に ある も の し か 実 
行 さ れ な い 











通 常 の 設定 








PATH L.A : 壮 :A: 壮 DOS : A : ます JUST 5 : コ 











外部 コマ ンド が 入力 され た と き に 、COMMAND.COM が 入 
カコ マン ド を 捜し に いく ディ レク トリ を 指定 し ます 。 

COMMAND.COM は 、 ま ず 内 部 コマ ンド か どう か を 調べ て 
か ら 、 つ ぎ に カ レン トディ レク トリ を 提 し ます 。PATH が 設 
定 さ れ て いな いと これ 以上 は 捜し ませ ん 。PATH が 設定 され 
て いれ ば 、 コ マン ドサ ー チ パス と し て 順に 捜し ます 。 

図 を ご 覧 くだ さい 。 実線 は 、PATH が 設定 し て ある 状態 で 、 
点線 は 、 設 定 さ れ て いな い 状 態 を 表し ます 。 





| QArH 未 設定 (②PATH_A:\:A:\DOS:A:WFEP:A:\TO0L: 
A: \ーー ル ー ト ディ レク トリ (カレ ント ) 。A: \ーー ル ー ト ディ レク トリ (カレ ント ) 

[ ーー DOS\ DOS\ 

| GETBAT GETBMT 

トーーFEP\ FEPY 

FEP.BAT FEPBAT 

上 TO0L* T00L\ 

ECCOM ECCOM 











① の 状態 で は 、 ル ー ト ディ レク トリ か ら GET.BAT や FEP. 
BAT を 実行 し て も 、 カ レン トディ レク トリ し か 捜 さ な い の 
で 、「 コ マン ド ま た は ファ イル 名 が 違い ます .」 の メッ セー ジ 
が 表示 され ます 。 

② の よう に PATH を 設定 し て お け ば 、COMMAND.COM は 
サブ ディ レク トリ の DOS、FEP、TOOL へ コマ ンド を 捜し 
に いき コマ ンド は 実行 され ます 。 
ここ で 注意 し な く て は いけ な い の が 、 ル ー ト ディ レク トリ で 
は な く カ レン トディ レク トリ ー コ マン ドサ ー チ パス の 順に コ 
マン ド を 揚 す と いう こと で す 。 普通 は カレ ント ディ レク トリ 
は ルー トディ レク トリ に な っ て いる 場合 が 多い の で 、 ル ー ト 
ディ レク トリ に 置い て ある コマ ンド は すぐ 実行 で きま す 。 し レ 
か し 、 ハ ー ド ディ スク 中 心 の 現状 で は 、 必 ず し も ルー トディ 
レク トリ に いる と は 限り ませ ん 。 








PATH A:\DOS:A:\FEP:A:\TO0L : ④PATH A:\:A:\FEP:A:\T00L: 
A: \ ーー ルー トディ レク トリ A : \ーー ル ー ト ディ レク トリ (カレ ント ) 
DOS\ DOS\ 
6ETBAT GETBAT 
FEP\ (カレ ント ) FEP\ 
FEP BAT GETBAT 
TO0L\ TO0L\ 
ECOM GETCOM 








③ の よう に カレ ント ディ レク トリ が FEP だ っ た 場合 、PATH 
に 「A : \ j」 と ルー トディ レク トリ も 指定 し て お か な いと 
ルー トディ レク トリ に ある コマ ンド は 実行 で きま せん 。 これ 
は PATH を 設定 する と き 忘 れ や すい の で 注意 し ょ う 。 

④ の よう に 同じ ファ イル 名 の バッ チ フ ァイル が 別々 の ディ レク 
トリ に ある 場合 、PATH で 指定 され た 順に 捜す の で 、 ル ー 
トディ レク トリ か ら GET.BAT を 実行 する と サブ ディ レク 
トリ の DOS は PATH 指定 され て いな い の で 飛ば し 、 サ プ ブ 
ディ レク トリ の FEP に ある GET が 実行 さま れ ま す 。TOOL 
に ある GET を 実行 し た いと き は 、 


| A : \>A: 半 TOOL 半 GE 回 


と フル パス で 指定 し ます 。 
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と カレ ント ディ レク 
トリ が ルー トディ 
レク トリ に な い 場 
合 と 、 同 じ 名 前 の 
バッ チ フ ァイル を 
起動 する 場合 の パ 
ス の 流れ 
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の ET 


内 部 コマ ンド 





3 9 


語 


シス テム 環境 変数 っ 
設定 する 例 で す 





例え ば の 表示 で す + 
の で 、 右 の 画面 表 
示 に な ら な く て も 
問題 あり ませ ん 





圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 





コマ ンド 検索 パス や 環境 変数 を 設定 する こと で 、MS 一 DOS 
が 使い や すく な る 





圏 ボ イン ト 





シス テム 環境 変数 に 限ら ず 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト で 
SET コマ ンド を 使っ て 環境 変数 を 設定 する よう に 指示 が あ 
る 場合 は 、 必 ず バ ッ チ ファ イル に 設定 する 。 ア プリ ケー シ 
ョ ン ソ フト が 起動 し な か っ た り 、 途 中 で 止ま っ た りす る 原 
因 に な る こと が ある の で 注意 





田 通 常 の 設定 





SET、,PROMPT=$P$G コ 

SE 呈 、,PATH ニ A : 半 :A: ま DOS : コ 

SE 呈 、,OOMSP 包 C=A : COMMAND.OOM コ 
ST、 TEMP = : 半 コ 

SE 呈 、,JDOSDTR =A : \DO8 











SET DTIROMD テ ンプ W ノ プ E コ 








定 ' と 表示 





SET コマ ンド は 、 環 境 変数 の 登録 と 肖 (で ンジ 
ド で す 。 環境 変 数 を 削除 する 場合 、 た と えば TEMP を 削除 す 
る な ら 、 つ ぎの よう に 入力 する と 削除 され ます 。 








[ ^ : \>PATH、 TE 包 MP= 回 ] 





SET と だ け 入 力 す れ ば 、 現 在 設定 され て いる 環境 変数 を 表 
示し ます 。 








A :\>SET 回 


COMSP 世 C テ A : 半 COMMAND.OOM 
PROMPT= テ $P$G 

PATH ニ ニーA: 半 :A: 半 DOS : 
TEMP=E : 





DOSDTR =A : \DOS 
DTIROMD= テ グ W ノ セ 








シス テム 環境 変数 


SET で 設定 する シス テム 環境 変数 は 、 つ ぎの と お り で す 。 


(①DCOMSPEC 
MS--DOS が 、COMMAND.COM を 再 ロ ー ド する と き に 参 
了 す る 環境 変数 で す 。 こ こ に 指定 され て いる COMMAND. 
COM が ロー ド さ れ ま す 。PART 2 で 解説 し た SHELL コマ 
ンド で も 登録 で きま す 。 ノ E スイ ッ チ で 環境 変数 領域 が 拡大 
で きる の で 、 通 常 は SHELL で 設定 し た ほう が いい で すね 。 
(〈②PROMPT 
デフ ォ ル ト で 「A>」 に な っ て いる プロ ンプ ト の 表示 を 変更 
する た め の 環 境 変数 で す 。 
$P を 指定 し て お く と 、 カ レン トディ レク トリ の フル パス を 
表示 し て くれ る の で 、 い ま ど の ディ レク トリ に いる の か が す 
ぐに 分 か り 便 利 で す 。 $P 以外 に も 、 以 下 の 表 の よう に いろ 
いろ と 用 意 さ きれ て いま す の で 、 文 字 列 を 指定 する こと も で き 
ます 。 組 み 合わ せる と お も し ろ い プロ ンプ ト を 作る こと が で 
きま す 。 


圏 PROMPT で 使え る 指定 























カレ ント ディ レク トリ の ドラ イブ 名 | A 
$P カレ ント ディ レク トリ の フル パス 名 | A : 到 DOS 
$V MS-DO8 の バージョン MS-DO0S パ ー ジ ョ ン 5.00 
$D 現在 の 日 付 1994 一 06 一 15( 水 ) 
$ 呈 現在 の 時 刻 13 : 33 : 20.10 
$G 「> 」 を 表示 > 
$L 「 く 」 を 表示 ジー 
$ 王 「 | 」 を 表示 | 
$$ 「$」 を 表示 $ 
$Q 「=」 を 表示 員 
人 改行 
$H バッ クス ペー ス を 出力 
$E エス ケー プ コ ー ド (^【[) を 出力 
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と $P を 設定 する と 、 
プロ ンプ ト を 表示 
する た びに カレ ン 
トド ライ ブ と カレ 
ント ディ レク トリ 
を 確認 し ます 。 
ハー ド デ ィ スク で 
は 問題 あり ませ ん 
が 、 フ ロッ ピー デ 
ィ ス ク が カレ ント 
ドラ イブ の と き デ 
ィ ス ク が 入っ て い 
な いと エラ ー が 表 
示さ れ ま す 
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テン ポラ リフ ァ イ み 
ル は 一 時 作業 ファ 
イル の こと で す 。 
アプ リケーション 
ソフ ト が 正常 に 動 
作 し て いれ ば 、 使 
用 後に 自動 的 に 削 
除 さ れ ま す 


DIR は ディ レク ト づつ 
リ の 情報 を 表示 す 

る た め の コ マン ド 
で す 











以上 の ほか に 、 エ スケ ー プ シー ケン ス を 使っ て 色 を 変え た り 、 
表示 場所 を 変え た た りす る こと も 可能 で す 。 
基本 的 な PROMPT 文 は 、 つ き ぎの 内 容 が 最適 で す 。 





6 PROMPT= テ BPSG 昌 








③PATH 
環境 変数 の PATH に 登録 きれ て いる ディ イレ クト リ が コマ ン 
ドサ ー チ パス に な り ま す 。PATHT コマ ンド で も 、SET コマ 
ンド で も 設定 する こと が で きま す 。 

(《④TEMP(TMP) 
MS 一 DOS は 、 パ イプ 処理 を する と き の 中 間 フ ァイル を ここ 
で 設定 され た ディ レク トリ に 作り ます 。DOS シェ ル も この 
ディ レク トリ に テン ポラ リフ ァイル を 作成 し ます 。 ア プリ ケ 
ーション ソフ ト で も この 変数 を 参照 し て 作業 ディ レク トリ に 
使う も の が ある の で 、 で きれ ば RAM ディ スク を 指定 し て 
お きた いも の で す 。 処理 速度 が 向上 し ます 。 
TEMP は TMP で も か まい ませ ん が 、MS 一 DOS Ver.5.x 
を イン スト ー ル する と TEMP で 設定 され る の で 、TEMP 
に し て お いた ほう が いい で し ょ う 。 

⑤DOSDIR 
DOS シェ ル を 実行 する た め の フ ァイル が ある ディ レク トリ 
を 設定 し ます 。 通常 は 「A : \DOS」 で す 。 
DOS シェ ル を 使わ な い の な ら 設 定 する 必要 は あり ませ ん 。 

⑥DIRCMD 
厳密 に いう と シス テム 環境 変数 と は いそ ませ ん が 、DIR コ 
マン ド を 実行 する と き の ス イッ チ を 、 あ ら か じ め 設 定 する 環 
境 変数 で す 。「DIRCMD テ ン W ン P」 と 設定 し て お く と 、DIR 
と 入力 する だ け で 、 実 際 に は 「DIR_ ノン Wー ン P」 が 実行 さ 
れ ま す 。 
設定 し た スイ ッ チ を 使い た く な けれ ば 「DIR_ ンーW 回 」 と 
マイ ナス を つけ て 実行 し ます 。 そ うす れ ば 「DIR_, ン P」 だ 
けが 実行 さき まれ ます 。 
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PRHOMPT 


内 部 コマ ンド 





圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 





コマ ンド ライ ン の 「A>」 の 表示 を 変更 で きる 。 「$P$G」 
と 設定 する と 、 カ レン トディ レク トリ が フル パス で 表示 さ 
れる の で 、 サ プ ブ ディレク トリ に 移動 し た と き に 便利 





圏 ボ イン ト 





SET コマ ンド で 設定 する こと も で きる 





画 通 常 の 設定 
四 





PROMPT、 PS$G コ 














シス テム 環境 変数 の PROMPT を 設定 し ます 。 


+ 標準 の プロ ンプ ト 
に 戻す と き は 
PROMPT 回 
と 入力 し ます 。 
詳し く は シス テム 
環境 変数 の 部 分 を 
参照 し て くだ さい 


C+ 











ピロ AUSE 


内 部 コマ ンド 





圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 





バッ チ フ ァイル の 実行 を 途中 で 止め 、 画 面 表示 を 確認 で き 
る 





田 ボ イン ト 





バッ チ フ ァイル が うま く 働 か な いと き や 、 途 中 で エラ ー メ 
ッ セ ー ジ が 表示 され る と き 、 何 カ所 か に PAUSE を 入れ 、 
動作 確認 に 利用 する 





圏 通常 の 設定 





PAUSE コ 
PAUSE_JG ドラ イブ に ディ スク を 入れ て くだ さい 。 














バッ チ 処 理 の 一 時 停止 
この コマ ンド が 書い て ある と 、 バ ッ チ 処理 は 一 時 中 断 さ れ ま 
す 。 デ ィ ス ク の 入れ 替え など を し て ほし いと き に 設定 し ます 。 


6 


ECHO が OFF だ と 
メッ セー ジ が 表示 
され ませ ん の で 、 
ECHO OFF 
が 設定 し て あっ た 
ら 、PAUSE の 前 
に 

と ECHO ON 
を 指定 し ます 。 
また 、 一 時 停止 を 
利用 し て バッ チ フ 
ァイル の デバ ッ グ 
も で きま す 
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ーー NSCACW220 No OTR SSRWEEAS デ NDC まま ESEe5EEA 


CALL 


内 部 コマ ンド 


本) 衝 NEHPY て ENYENEeSTEUECaYSTTTYYT| 





s 


MS 一 DOS Ver.3.x さ 
で も 、 そ れ ぞ れ の 
バッ チ フ ァイル を 
細か く 分 け て お け 
ば 、 MS 一 DOS 
Ver.5.x と 同じ よ 
うに 使え ます 








圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 





バッ チ フ ァイル を 多重 化し て 使え る の で 、 ア プリ ケー ショ 
ン ソ フト を 使い 分 ける メニ ュー で の 利用 が 最適 





圏 ボ イン ト 





バッ チ フ ァイル を サブ ルー チン の よう に 使え る 





圏 通常 の 設定 








CALTL、 中 ARO 5.BAT コ 











た の アム 





ッ チ ファ イル を 呼び 出す 

この コマ ンド を 使う と 、 ほ か の バッ チ フ ァイル を 呼び 出し て 
か ら 元 の バッ チ フ ァイル に 戻る こと が で きま す 。 

MS 一 DOS Ver.3.x まで は 、 バ ッ チ ファ イル か ら バ ッ チ ファ 
イル を 呼び 出す と 元 の バッ チ フ ァイル に は 戻れ ませ ん で し た 。 

呼び 出し た バッ チ フ ァイル の 最後 に 元 の バッ チ フ ァイル 名 を 
書い て お け ば 戻る こと は で きま す が 、 元 の バッ チ フ ァイル は ま 
た は じ め か ら 実 行き され て し まい ます 。 

し か し 、CALL を 使っ て ほか の バッ チ フ ァイル を 呼び 出す 
と 、 呼 び 出 きれ た バッ チ フ ァイル が 終了 すれ ば 、 元 の バッ チ フ 
ァイル の CALL の つき の 行 が 実行 され ます 。 こ の コマ ンド を 
利用 すれ ば 、 簡 単 な メ ニュ ー フ ァイル な ら す で 作成 で きま すね 
以下 に 、 い まま で の 場合 と CALL を 使っ た 場合 の 簡単 な メニ 
ュー バッ チ フ ァイル の 例 を あげ ます 。 


o 


ーー 
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p つ 上 
ト 半 > ミ 幸 つ セ 
h く ボ て や 
PS ト じ ら る ら ふ ぶ 
> CR ミセ N つ 中 区 
6 全 蛋 , ロ 
U 癒 トマ AS やら 選 ヒ 
S ミ に ト 区 の 汰 
QuT 傾 中 コ ュ 
エエ っ エエ 
ここ 剛 較 。 胃 
上 | | 語 | 
人 7 人 1 ! ! 思 - ュー 
EE 1 還 還 | | 計 邊 SI 
EE | に 
| 所 1 | 1 目 回 較 。 胃 
| に 人 | | IS ]5| | 目 ] W 
1 ee 1 Eee で M 9| | | 
! ! 1 ! 田 回 | 1 ! i 曲 園 
1 1 i 回 叶 電 守 1 較 1 i 投 当 (59 li 
[国男 直 O - 還 1 同 B| | 前 日 
| + | 四 に 問い 肌 時 EN | ーー 
| | さ ュ 3 語 二 8 謙 旧 二 本 証 | | 1 考 生 チー ト | 農園 
| | 』』」 」 抽 請 凍 肖 国 還 還 昌 利 | | dd | 回 較 
| ロロ ロロ 加 O 2 回 ロ 放 | は 本 位 - EE | 
1 O O O ピーー 3 と と ニニ 信 1 | の の の 1 5 ed 
5 | EE わこ 
! 山 放 ーーー ニー ニー 1 ! Q ロ 〇 O 蛋 「 民 計 
1 いら ) 1 | ! 1 Il 2 拉 に ne 
Il M NM | ! | I0Nl 由 | | 
* ll a | ロロ 避 > 
ロ 1 1 回 四 ! 
1 ユ 回 回 回 ke! ! | 豆 ! | s 二 - 机 に 選 ユ ら 抽 5 
! 〇 に 当 二 蛋 1 1 ! 回 回 回 〇 恒 特選 
| に 回 田 回 マ ) 過 」 9 ED 計 帳 回 四 品目 1 
っ | で !B 全員 邊 所 台 洗 | 時 
| 臼 和 超 〇 西 相 中 以 日 | 生生 - 9 加 : 所 寺 に - 科 
2 | 押 ! 病 是 田 四 名 以 1 
| 古 曰 中 田 曰 名 中 1 | | ロ 曲 昌 同 回 四 中 9 0 
| 記 。 目 回 田 相 中 り 目 ュ | 隔 上 計 名 回 田 回 ロロ 〇 ロロ 〇 | 
に | ゴト 購 三 S: 導 思 3 1 1 っ 所 っ 月 号 コ 
全量 トド 9 | | 目 R 記 る 哲 目 朋 8S8Bda88oBgl 
1 ロ 〇 | 1 2 中 風下 ー 1 
本 丁目 邊 上 自 Bdaq O | 男 = お ミミ ミネ ご ニコ ! 


60 @ PART3 AUTOEXEC.BAT の 書き 方 





IF 


内 部 コマ ンド 





3 ) 


ト 


IF で は 「=」 は づつ 
実際 に は 「 ミ 」 と 
し て 機能 し ます 。 
「=」 と 同じ に 機 
能 さ せる た め に は 
「==」 と 指定 し 
ます 








較 ク イッ クチ ェ ッ ク 





バッ チ フ ァイル の な か で 条件 分 岐 が で きる の で 、 バ パッチ フ 
ァイル の 自動 実行 を 条件 判断 を させ な が ら 実 行 で きる 





ボイン ト 





条件 判断 を いく つか 続け る と き は 、 後 ろ に 書く コマ ンド は 
GOTO に し 、 ジ ャ ンプ し た 先 で コマ ンド を 実行 させ る よう 
設定 する 。 そ うし な いと 条件 判断 が 真 で コマ ンド を 実行 し 
た あと で 、 つ ぎの 行 が 実行 され て し まう 


禁 




















田 通 常 の 設定 
TE 」"%BDTTOR%" ミ ="V" OD 議 VH トバ ーー ドド eeeeeeeeeeeem ① 
TFP、 NOT"%EDTTOR%"= ニ ="V"、OD 半 MT dee ② 
TP_ EXTST_,ATOK 8.DTO_ OOPY、,ATOK 8.DTO、T 半 : コ ……… ⑨③ 
TFP_JNOT、 EXTST、,ATOK 8.DTO、,OOPY、,ATOK 7.DTO_F 計 : 』④ 
TE BRRORT,BVRT 2 GOTO、 昌 NTD de ⑤ 
TE NOT、 ERRORTLEVEL、 2 GOTO。 ERND 』 COOLULULUTLTKTTTTTTYYTI ⑥ 

較 機 能 …( ド ホ ベ ぶ 上 ぬ ー… ポ ーーー 指定 条件 で の バッ チ 処 理 の 分 岐 
IF 文 は 、 設 定 さ れ た 条件 を 判断 し て それ が 真 な ら そ の 後に 

書か れ て いる コマ ンド を 実行 し ます 。NOT が つい て いる 場合 


は その 逆 で 条件 が 偽 の と き コ マン ド を 実行 し ます 。 

① は 環境 変数 の EDITOR を 参照 し て 、 そ れ が VZ な ら デ ィ レ 
クト リ を VZ に 移動 し ます 。% で 囲ん で 環境 変数 を 参照 する 
こと が で きま す 。 

② は 環境 変数 の EDITOR が VZ で な けれ ば ディ レク トリ を 
MIF に 移動 し ます 。 
ここ で は テテ の 諾 右 の 文字 列 が 等 し いか 等 し く な いか を 判断 
し て いま す 。 

③ は カレ ント ディ レク トリ に ATOK 8.DIC が あれ ば 、 そ れ を 
ドラ イブ EF に コピ ー し ます 。 

〈④ は カレ ント ディ レク トリ に ATOK 8.DIC が な けれ ば ATOK 
7.DIC を ドラ イブ FEF に コピ ー し ます 。 


> ペペ で 押 陸 9 ーーー ーー ドド EE ee で ーー 





ここ で は EXIST の 後ろ に 書か れん た ファ イル 名 の ファ イル が 

存在 する か どう か を 調べ ます 。 
⑤ は ERRORLEVEL を 参照 し て 、 そ の 値 が 2 以上 な ら END 

へ 分 岐 し ます 。 
⑥ は 2 以上 で な いと き に END に 分 岐 し ます 。 

ここ で は ERRORLEVEL と いう シス テム 変数 の 値 を 参照 し 
て いま す 。ERRORLEVEL に は 、 直 前 に 実行 さき れ た コマ ンド 
が 正常 に 終了 し た か 異常 に 終了 し た か な どの 実行 結果 が 格納 さ 
れ ま す 。 正 常に 終了 し て いる 場合 は 「0」 が 格納 され 、 異 常に 
終了 し た 場合 は 「1」 以 上 の 値 が 格納 され ます 。 

し か し 、 普 通 バ ッ チ ファ イル で は BATKEY コマ ンド な ど 
を 利用 し て ERRORLEVEL に 0~9 の 値 を 格納 させ て 分 岐 処 
理 に 使い ます 。 こ の と ほ き 注意 が 必要 な の は 、⑤ の よう に 書く と 
指定 の 数 値 以 上 か どう か で 判断 し て し まい ます 。 で すか ら 、 つ 
ぎの よう な 分 岐 処理 を 作る と 、 常 に 1 行 め が 実 行 さ れ ま す 。 


: BUNKTJ 
BATKEY_,.O_ 1 か る を 入力 し て くだ さい 』 


TE ERRORTLEVE エ ニモ 1_ GOTO_ MENU コ 
TE、 BRRORLEVEL ニ 2 GOTOL TARO コ 
GOTO_BUNKTJ 


これ を 避け る に は 「 ニ テテ 」 を 使え ば いい わけ で す が 、 基 本 的 
に この 分 岐 処理 を 使う と き は 、 大 きい 数 字 か ら 比 較 し ます 。 つ 
ぎの 例 が 通常 作成 する パタ ー ン で す 。 





: BUNKTJ 
BAT 包 Y、 0 1 か る を 入力 し て くだ さい 』 
TEF。 BRRORTLEEVE エ ニー2、 GOTO TARO コ 


TEF、 BRRORTLEVE エ エニ テー1、 GOTO_JMENUJ 
GOTO_」JBUNKTJ 














IF @ 61 


と BATKEY に つい て 
は 64 ペー ジ を 参 
照 し て くだ さい 
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GUTO 


内 部 コマ ンド 





(SYZ 


「: 」 の 後 の 半 衣 
8 文字 以降 は 無視 っ 
され ます 








圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 





バッ チ フ ァイル 内 で ジャ ンプ 処理 が で きる 





圏 ボ イン ト 





IF と 組み 合わ せ て 分 岐 処理 に 使う 





一 通常 の 設定 





GOTO_」MENU 」 














指定 され た ラベ ル 行 へ ジャ ンプ する 

GOTO の 後ろ に 書か し れ た ラベ ル 名 の 行 へ ジャ ンプ し ます 。 
ラベ ル は 半角 で 8 文字 まで で 指定 し ます 。 実 際 の ラベ ル 行 に は 
頭 に 「 : 」 が つき ます 。 ラ ベル 行 も REM 文 と 同じ く 実 行 行 で 
は な い の で 、 後 ろ に コメ ント を 書い て も か まい ませ ん 。 





FDRH 


内 部 コマ ンド 








Rm 


変数 は バッ チ フ ァ 
イル 内 な ら 、%% 
+ キ アル ファ ベッ ト っ 
か 数 字 | 文字 。 
ea シン ドラ イシ が か 
ら 実 行 す る と き は 、 
26 は ひと つづ つ です 。 
Eo PR コマ 
ンド か ら FOR コ 
マン ド を 実行 する 
こと は で きま せん 








較 ク イッ クチ ェ ッ ク 





コマ ンド を 繰り 返し て 実行 させ られ る 





圏 ボ イン ト 








FOR 文 の な か に FOR 文 を 書く こと は で き な い 





田 通 常 の 設定 





FOR_.9696 表 、,TN、,(A : 芝 ,B : 壮 ,C : 半 )JDO_」CHKDSK、 696K コ 











指定 し た 項目 に 従っ て コマ ンド を 反復 実行 する 
9%%K は 変数 で 、 そ こ に カッ コ 内 の パラ メー タ が 順次 代入 
され 、DO の 後ろ に 書か れ た コマ ンド が 実行 され ます 。 こ の 例 





で は 、A ドラ イブ ーB ドラ イブ ーC ドラ イブ の 順に 、 
プ ブ に チェ ッ ク デ ィ ス ク を 実行 し ます 。 


各 ド ライ 


LOADHIGH(LH) @ 63 





LOADHIGHLLHJ 内 部 コマ ンド 


圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 


























常駐 プロ グラ ム を UMB 領域 に 組み 込め る の で 、 メ イン メ と CONFIG.SYS の 
モリ の 消費 量 を 抑え られ る DEVICEHIGH と 同 
じ 働 き を し ます 
園 ボ ポイ ント 
い 
UMB に 空き が な いと き は 、 指 定 さ れ た 常駐 プロ グラ ム は 1) 
3 ぐ ) 
メイ ン メ モリ に 組み 込ま れる / 
田 通 常 の 設定 
芽 H、JDOS 区 思 Y コ 
較 機 能 RCCCCCCCYYTCYYCLYLLLLKKYY) 常駐 プロ グラ ム を UMB へ 組み 込む 






な か っ た 場合 は メイ ン メ モリ に 組み 込み ます が 、 メ ッ セ ー ジ 等 
は 表示 され ませ ん 。 そこで MEMEXE な ど を 使っ て 、UMB 
に ちゃ ん と ロー ド さ れ て いる か 確認 し な く て は いけ ませ ん 。 
CONEFIG.SYS の DEVICEHIGH と 扱い は 同じ で す 。 
LOADHIGH と フル ネー ム で 書か な く て も LH で 動き ます 。 
UMB を 利用 し ます の で 、CPU は 386 以上 で UMB 利用 の 
た め の 3 点 セ ッ ト が CONFIG.SYS に 記述 され て いる 必要 が あ 
り ま す 。 
@UMB 確保 の 3 点 セ ッ ト 





DEVTOE =A : 半 DOS 半 HTMEBM.SYS コ 

DEBVTOE = A : \DOS 壮 包 MM 386. 包 又 包 、, プ ピー 128。」 
UMB J 

DO8=HTGH,UMB コ 
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BATKEY 


外部 コマ ンド 





お も に 使う の は パ っ 
ラメ ー タ : 0 で 。 ご 
れ を 使う と 簡単 な 
メニ ュー 用 の 分 岐 
が 作れ ます 





いと き は 、 大 きい 
数 字 の 9 から 順に 
ジャ ンプ 先 を 
「BUNKI」 に し ま 
得 誠 

使え な い 数 字 が 入 
カカ され る と 、 キ ー 
入力 状態 に 戻り ま 
す 





圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 





IF と 組み 合わ せ て 、 バ ッ チ 処理 中 に キー 入力 で 分 岐 先 を 
選ぶ こと に 利用 で きる 





圏 ボ イン ト 





メッ セー ジ だ け を 表示 する た め に は ECHO は OFF に 設定 














分 岐 す る 先 が 少 な っ 








田 通 常 の 設定 
BATKEY、.O。 数字 を 入力 し て くだ さい コー …i…t… ① 
BATKEEY。、 1 YY か N を 入力 し て くだ さい ココ ………… ② 
BATK 思 Y、 2 」 な に か キー を 押し て くだ さい d』 ……… ③ 
較 機 能 電電: 009 が 人 7 なあ バッ チチ 処理 中 の キー 入力 処理 





指定 され た メッ セー ジ を 表示 し 、 キ ー 入 力 待ち の 状態 に な り 
ます 。 キ ー が 入力 され る と 、 設 定 に し た が い ERRORLEVEL 
に 数 値 を 格納 し ます 。 
① パ パラ メー タ が 0 の と き は 0-~-9 の 数 字 を 受け つけ 、 入 力 し た 

数 字 が その まま ERRORLEVEL に 格納 し ます 。 

@② パ ラメ ー タ が 1 の と き Y か N を 受け つけ 、Y な ら ば 1、N 

な ら ば 255 を ERRORLEVEL に 格納 し ます 。 
⑨③ パ パラ メー タ が 2 の と き は すべ て の キー を 受け つけ 、 押 し た キ 

ー の ASCII コー ド が 10 進数 で ERRORLEVEL に 格納 し ます 。 





へ 
: BUNKTdJ 


BATKEY_.O_ 数 字 を 選ん で くだ さい 。 」 
TEF、 ERRORTLEVETL 9_JGOTO_」9 コ 
TE ERRORTLEVEL 8 GOTO_8 コ 
TE、 ERRORLEVEL_L 7_ GOTOL ウ コ 
TFP、 ERRORTLEVETL 6_JGOTO_」6 
TE、 ERRORTLEVEL 5_JGOTO_5 コ 
TEF。 ERRORTLEVEL 4 GOTO 4 コ 
TE ERRORLEVEL_ SGOTO こ る コ 
TE、 ERRORTLEVEL 2 GOTO る コ 
TEF、 ERRORTLEVETL 1_ GOTO 1 コ 
TEF、 ERRORTLEVEL_ OLJGOTO_O コ 











ADDDRV @ 65 











ADDDHV 外部 コマ ンド 
圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 
い 
CONFIG.SYS で 指定 し な く て も デバ イス ドラ イ バ を メモ リ N 


に 組み 込む こと が で きる の で 、 
ど に 利用 で きる 


日 本 語 FEP の 切り 替え な 





圏 ボ イン ト 





ADDDRV は 二 度 続 け て 実行 する こと は で き な い 。 一度 
DELDRV で 取り 外し て か ら 再 ぴ び 組み込む 

CONFIG.SYS で 組み 込ん だ ドラ イ バ に つい て は 、ADDDRV、 
DELDRV で 操作 する こと は で き な い 








田 通 常 の 設定 





A :\DOS\ADDDRV_JATOK 8.DEV J 











デバ イス ドラ イ バ の 組み 込み 


MS-DOS が 起動 し て か ら 、 定 義 フ ァイル に 指定 され た デバ 
イス ドラ イ バ を メモ リ に 組み 込み ます 。 ADDDRV で 組み 込ん 
だ デバ イス ドラ イ バ は DELDRV で 取り 外し ます 。 

ADDDRV 用 の 定義 ファ イル は 、「DEVICE= テ …」 な か 
「DEVICEHIGH= テ …」 だ けが 記述 され た ファ イル で す 。 つ ま 
り 、 組 み 込 みた い デ バイ ス ド ラ イ バ を 列挙 し た も の で す 。 

ATOK8 を 例 に あげ れ ば 、CONEFEIG.SYS の な か な から 
DEVICE= テ の 部 分 を 抜き 出す だ け で 、 定 義 フ ァイル は 作れ ます 。 
FN 





( TS = テ 30』J 

BUEE'ERS=20』J 

DEVTOE ニ = ニ A :\ATOK 8\ ま MS 386.SYS8 J 
DEVTOE ニ A : ま ATOK 8 ま ATOK 8 AJSYSBUOE ニ A : き ATOK 8 
\ATOK 8.UOE 』 

DEVTOE ニニ A : \ATOK 8\ATO 人 KK 8 BSY8 J 

DEVTOE ニ A : ま ATOK 8 至 ATO 人 K 8 選 文 .SY8 J 


@ デ バイ ス 定義 ファ イル ーー ドド oo に に mm ATOK 8.DEV 


DEEVTOE =A : ATOK 8\ATOK 8 AJSYS プ UOE=A : ATOK 8 
ば ATOK 8.UOE 』 

DEVTO 世 ニーA : 半 ATOK 8\ATOK 8 B.SY8 』 
DEVTOCE ニ A : ATOK 8\ATOK 8 世 又 .SY8 

















て ADDDRV は 二 度 続 


と し ます 。 





4 


け て 実行 する こと 
は で きま せん 。 一 
度 DELDRV で 取り 
外し て か ら 再 び ぴ 組 
み 込 み ま す 





下 の 3 行 だ け を 取 
り 出 し て 、ATOK 
8.DEV と ファ イル 
名 を つけ て セー プ 


EMS 386.SYS は メ 
モリ ドラ イ バ パ な の 
て 不用 で す 。 

ATOK 8 EX.SYS は 
DOS シェ ル を 使 
わな い の で あれ ば 
設定 する 必要 は あ 
り ま せん 
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DELUDRHV 


外部 コマ ンド 





CONFIG.SYS で 組 っ 
み 込 ん だ デバ イス 
ドラ イ バ を 取り 外 
すこ と は で きま せ 





圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 





ADDDRV で 組み 込ん だ デバ イス ドラ イ バ を 取り 外す 





圏 ボ ポイ ント 





ADDDRV は 二 度 続け て 実行 で き な い の で 、 新 た な ドラ イ バ 
を 組み 込む と き は 必ず DELDRV を 実行 する 

















較 通 常 の 設定 … 上 … の ーー ドド ーー DELIDRVY』 
画 機 能 ………… ADDDRV で 組み 込ん だ デバ イス ドラ イ バ の 取り 外し 





ADDDRV で 組み 込ん を だ デバ イス ドラ イ バ を 取り 外し ます 。 





DOSKEY 


外部 コマ ンド 





い 
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UMB が 利用 で き づ 
る と き は LH で 
UMB ヘ へ ロー ド し 
ます 


DOSKEY の 主 な 機 っ 
能 で す 








圏 ク イッ クチ ェ ッ ク 





メモ リ に 常駐 させ る と 、 コ マン ドラ イン の キー 入力 が 楽に な る 




















田 ボ イン ト 

A: 壮 >DOSKEE マ レーン R 回 …………… で 常駐 を 解除 で きる 
圏 通常 の 設定 上 人 いし oo 1DOSKEY コ | 
画 機 能 ……ーーーーーーーーーーーー コマ ンド ライ ン 入 力 時 の 支援 





実行 する と メモ リ に 常駐 し て 、 以 降 の コマ ンド ライ ン 入 力 に 

便利 な ユー ティ リティ と し て 働き ます 。 

① ヒ スト リー 機能 : 以前 に 実行 し た コマ ンド を 呼び 出す 。 

② コ マン ドラ イン の 編集 機能 : コマ ンド ライ ン 上 で カー ソル キ 
ー が 自由 に 使え を る よう に な り ま す 。 

③ マ ル チ ス テー トメ ント 機能 : 複数 の コマ ンド を 連続 し て 実行 
が 可能 。 コ マン ド の 区 切り は ICTRLHIT| を 押し ます 。 

④ コ マン ド の マク ロ 機 能 : スイ ッ チ を つけ た コマ ンド を 別 の 名 
前 で 登録 で きま す 。 




















PART 4 


実 束 
AUTOEXEC.DBAT 衣 


CONEIG.SYS 
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@ PART4 実践 CONFIG.SYS&AUTOEXEC.BAT 


汎用 AUTOEXEOC.BAT と 
CONFIG.SY ら 8 の 作成 ポイ ント 


オタ スケ メモ ( 後 つ 
ろ 見 返し ) に 、 
PART4 で 作成 す 
る ファ イル を 利用 
し た メニ ュー を 紹 
介し て あり ます 。 
その メニ ュー を 使 
うだ 。 丸和 下 ツ トド す 
る こと な くい くつ 
も の アプ リ ケ ー シ 
ョ ン ソ フト を 使い 
分 けら れ ま す 









PART4 は 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 別 の AUTOEXEC. 
BAT と CONEIG.SYS の 作り 方 で す 。 

本 書 は 、 ひ と つの 環境 で アプ リケーション ソフ ト を 切り 替え 
時 うに する の が 目的 で す 。 で すか ら 、 ま ず は じ め に 

ーDOS Ver.3.3 D と MS 一 DOS Ver.5.0 A を 使っ た 共通 環 
Wi AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS を 作り ます 。 これ 
を 「 汎 用 型 」 と 呼び ます 。 その 環境 を 使っ て 、 ア プリ ケー ショ 
ン ソ フト を 切り 替え て 使え る よう に 設定 を 解説 し て あり ます 。 
PART 4 で 紹介 し て いる AUTOEXEC.BAT と CONEIG.SYS 
を 利用 する と 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト を どん どん 切り 替え て 
運用 で きる よう に な り ま す 。 

それ ぞ れ の アプ リケーション ソフ ト の ペー ジ で は 、 イ ンス ト 
ー ル 時 に 作ら れる AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS を べ 
ー ス に し て より 快適 な 設定 を 作成 し ます 。 最近 の アプ リ ケ ー シ 
ヨ ソフ ト は 、 イ ンス トー ル 時 に AUTOEXEC.BAT と 
CONFIG.SYS の 書き 替え を 選べ る も の が 多く な り ま し た 。 選 
べ る 場合 は 「 書 き 替 えな い 」 を 選ん で イン スト ー ル し ます 。 

書き 替え な い 場 合 、AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS の 
サン プル ファ イル が ある 場合 と な い 場 合 が あり ます 。 

サン プル ファ イル が 作成 され る 場合 は 、 そ の サン プル ファ イ 
ル と サン プル ファ イル が 格納 され る ディ レク トリ を 、 人 作成 され 
な い 場 合 は 、 フ ロッ ピー ディ スク 内 に ある ファ イル も し く は マ 
ニュ アル に ある 参考 ファ イル を 載せ て あり ます 。 

な お 本 書 で は 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト の イン スト ー ル 先 は 
A ド ライ ブ の ハー ド デ ィ スク と し て いま す が 、 ハ ー ド ディ ス 
ク の 設定 が 違う 場合 は 、 そ れ ぞ れ の 環境 に あせ て 「A : \」 の 
部 分 の ドラ イブ 名 を 書き 替え て ご 利用 くだ さい 。 ま た サブ ディ 
レク トリ 名 の 変更 も 環境 に あわ せ て 変更 され て OK で す 。 


AUTOEXEOC.BAT と 
起動 用 バッ チ フ ァイル の 設定 


つぎ に 、 参 考 フ ァイル か ら 実 用 的 な ファ イ ル を 作り ます 。 
AUTOEXEC.BAT は シス テム 環境 設定 用 だ け に 使い 、 ア プリ 








汎用 AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS の 作成 ポイ ント @ 69 


ケー ショ ン ソ フト の 起動 用 ファ アイ ル と し て は 使い ませ ん 。 それ 
ぞ れ の アプ リケーション ソフ ト の 起動 用 バッ チ フ ァイル は 別に 
作り ます 。 起 動 用 の バッ チ フ ァイル は 、 そ れ ぞ れ の アプ リ ケ ー シ 
ョ ン ソ フト が 入っ て いる サブ ディ レク トリ に 入れ て くだ さい 。 

PATH を 設定 すれ ば 、 ル ー ト ディ レク トリ か ら バ ッ チ ファ イ 
ル 名 を 入力 する こと で 各 ア プリ ケー ショ ン ソ フト を 起動 で きま す 。 






PCONFIG.SY8 の 設定 


な る べく 汎用 型 で すま せる よう に な っ て いま す が 、 ジ ャ スト 
ウィ ンド ウ 環 境 の 「 一 太郎 Ver.5」 と 「 三 四郎 」、「PARADOX」 
は MSーDOS に 付属 し て いる メモ リド ライ バ で は 満足 に 動か 
すこ と が で きま せん の で 、 別 の 環境 を 設定 し て あり ます 。 これ 
ら の アプ リケーション ソフ ト を 使う 場合 は 、 一 太郎 Ver.5 の 設 
定 を 「 汎 用 型 」 と し て 使っ て くだ さい 。 ま た 、WindowsVer.3.1 
も MS 一 DOS の メモ リド ライ バ は 使っ て いま す が 、 独 自 の 環 
境 で 動作 し ます の で 、 ほ か の アプ リケーション ソフ ト と 共通 の 
環境 で 使い 分 ける と き は 、 同 様 に 一 太郎 Ver.5 の 設定 を 共通 環 
境 と し て 使っ て くだ さい 。 








日 本 語 FEP の 設定 


ひと つの 環境 で アプ リケーション ソフ ト を 使い 分 ける 場合 に 
は 、 日 本 語 FEP は 、ADDDRV と DELDRV を 使っ て 「 組 み 
込み 」「 取 り 外 し 」 が で きる よう に 設定 し た ほう が 便利 で す 。 ア 
プリ ケー ショ ン ソ フト に よっ て は 対応 し て な い 日 本 語 FEP が 
あり ます し 、 マ ウス ドラ イ バ を 組み 込ん で 使う こと も あり ます 。 
また 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト に トラ ブル が 起こ っ た と き は 、 
日 本 語 FEP な どの 常駐 プロ グラ ム を 取り 外し 、 動 作 確認 を す 
る 必要 が ある の で 、 簡 単に 取り 外し が で きる よう に し て お いた 
ほう が 都合 が いい の で す 。 

いま は ひと つの 日 本 語 FEP し か 使っ て いな く て も 、 複 数 を 
使い 分 けた く な る こと も あり ます の で 、ADDDRV と 
DELDRV に よっ て 日 本 語 FEP を 組み 込む せよ うに する こと を 
お すす めし ます 。ADDDRV で 組み 込む た め 、 日 本 語 FEP の 
設定 か ら デ バイ ス 和 定義 ファ イル を 作り ます 。 

日 本 語 FEP を ひと つ し か 使わ な い 場 合 は 、CONFIG.SYS 








て PATH つい て は 52 
ペー ジ を 参照 し て 
くだ さい 


+78 ペ ー ジ を 参照 
し て くだ さい 
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PARTI で 作っ た っ 


ディ スク を 利用 し 
て も OK で す 。 

この ディ スク に 新 
し く 作 っ た 定義 フ 
ァイル や パッ チマ 
ァイル を サブ ディ 
レク トリ を 作っ て 
保存 する と エマ ー 
ジェ ンジ シー ディ ラズ 


ク と し て 使え ます 





この よう に 、 後 ろ っ 


に 編集 し た い フ ァ 
イル 名 を フル パス 
で つけ て コマ ンド 
入力 を すれ ば ファ 
イル 編集 が お こ な 
えま す 





の 最後 に 日 本 語 FEP の 記述 を つけ 加 そ ます 。 






MSーD ロ OS の バー ジョ ン “ 
本 書 で は 、MS-ーDOS Ver.5.0 で 使う こと を 基本 に し て いま 
す が 、MS 一 DOS Ver.3.3 で も MS 一 DOS Ver.5.0 固有 の 機能 
を 除け ば 使う こと が で きま す 。 た だ し 、 メ モリ 不足 で アプ リ ケ 
ーション が 立ち あがら な い 場 合 も あり ます 。 特に MS 一 DOS 

Ver.3.3 で 使う と き に 注意 が 必要 な 場合 は 、 注 意 書 き を 記載 し 
で お きま し た 。 








ファ イル の 編集 


AUTOEXEC.BAT と CONEFIG.SYS ファ イル を 編集 する に 
は 、 エ ディ タ か ワー プロ ソフ ト が 必要 で す 。 エ ディ タ か ワー プ 
ロ が ある 場合 は 、 そ れ を 利用 し て くだ さい 。 

PART 1 で 使っ た よう に 、MS 一 DOS Ver.5.0 と MS 一 DOS 
Ver.3.3 と も に スク リー ン エ ディ タ の SEDIT.EXE が 付属 し て 
いま す 。 

この エディ タ は 扱え る ファ イル の 大 き さ に 制限 が あり ます が 、 
AUTOEXEC.BAT や CONEIG.SYS くら い の フ ァイル な ら 間 
題 な 〈 く 編集 で きま す 。AUTOEXEC.BAT や CONFIG.SYS は 、 
ほとん ど 半 角 の 英 数 字 で 設定 する の で 、 日 本 語 FEP を 組み 込 
む 必 要 も あり ませ ん 。 漢字 を 使っ て コメ ント を つけ た い 場 合 は 、 
あと か ら ワ ー プ ロ ソ フト で 編集 する と いい で し ょ う 。 

スク リー ン エ ディ タ を 利用 する 場合 は 、 つ ぎの よう に 入力 す 
る と 起動 する こと が で きま す 。 な お 、MS 一 DOS が A ドラ イ 
プ (ハー ド デ ィ スク ) の サブ ディ レク トリ \DOS に イン スト 
ー ル され て いる 前 提 で す 。 





[ 人 ん >A:\\DO 壮 EDTT、,A: 壮 TARO5. ま AUTOEEXEEO.SMP 」 












メモ リ の 配分 


RAM ボー ド と いえ ば 、 以 前 は 4 MB を 増設 する の が 普通 で 
し た 。 よ は ほど 特殊 な こと を し な けれ ば これ で 十分 だ っ た の で す 
が 、 Windows と いう メモ リ 大 食らい の アプ リケーション ソフ 
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ト の 出現 と と も に 事情 は ずい ぶん 変わ り ま し た 。 

最新 の 98 で は 、 メ モリ は は じ め か ら 3.6 MB~5.6 MB 内 蔵 
され て いて 、76MB ま で も 増設 で きる よう に な っ て いま す 。 
一 世代 前 まで の 機種 で は 14.6 MB が 上 限 で し た が 、 実 際 の と 
ころ 8 MB-12 MB の 増設 が 標準 的 な 状況 の よう で す 。 

この 増設 され た メモ リ を XMS、EMS、RAM ディ スク 、 デ 
ィ ス クキ ャ ッシュ に どう 配分 する か も 、CONFIG.SYS 設定 の 
ポイ ント に な り ま す 。 現 在 の と ころ 、 こ の 増設 メモ リ を 独自 に 
使っ て 動く の は Windows と 一 太郎 Ver.5 くら いで す 。 つ まり 、 
これ 以外 の アプ リケーション ソフ ト は 、 な に か し ら の 設定 を し 
て ユー ザー が RAM を 活用 で きる 余地 が ある わけ で す 。 

実際 の メモ リ の 配分 は 拡張 メモ リ の 量 で 変化 し ます の で 、4 
MB、8 MB、12 MB 以上 の 3 例 を 目安 と し て あげ て お きま す 。| と シス テム 立ち あげ 
これ を 参考 に 、 設 定数 値 の 部 分 は 変更 し て くだ さい 。 あ くま で | の と き の メ モリ チ 
も 一 般 的 な 目安 で す の で 、 個 々 の アプ リケーション ソフ ト に 特 | エッ ク で 
記事 項 が ある 場合 は そちら を 優先 し て くだ さい 。MELWARE MM 導 YR 
か MEMORY SERVERII を 使う 場合 は 、XMS、EMS の 区 | と 半 示 され る メモ 
別 は な く 、 す べ て XMS+EMS と し て 確保 さ ミ きれ 、 ア プリ ケー | リ 量 の 
ショ ン ソ フト の 要求 に よっ て XMS、EMS と し て 配分 され る | メメ メメ XKB 
よう に な っ て いま す の で 、 特 に EMS を 設定 する 必要 は あり ま | を そ み て くだ さい 
せん 。 


圏 拡張 メモ リ の メモ リ 配 分 例 








拡張 メモ リ | EMS RAM ディ スク ディ スク キャ ッシュ N 
4 MB 2048 KB 1280 KB 512 KB 2 
8 MB 2048 KB 1536 KB 1024 KB ご * 





12 MB 以上 2048 KB 1536 KB 2048 KB 





な お 、 こ こ に あげ る 設定 例 は 、 以 下 の 環 境 で 設定 動作 確認 を 
お こ な っ て いま す 。 





NEC PC 一 982I Ae 十 |2 MB 内 部 増設 メモ リ 
NEC PC 一 9801VX 十 4 MB 増設 メモ リ 





VX は CPU を PK 一 X 486 S 50 (アイ ・ オ ー・ デ ー タ 機器 ) 
で 486 に 変更 し て あり ます 。 
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20IOI う 4 ヨコ 6 
BAT と 
@⑥⑫6NIC 衣 SS 


の 書き 替え 
上 
選択 不可 


メモ リ か 不足 し て っ 
いる と アプ リ ケ ー 
ショ ン ソ フト か カ か 立 
ちあ が ら な いか 、 
立ち あがっ て も 扱 
える デー タ 量 が 少 
な く な っ た り 一 部 
の 機能 が 使え な く 
な る こと も あり ま 

す 


削除 し ます 和 








削除 し ます 
削除 し ます 
定義 ファ イル へ 


定義 ファ イル へ 


と よ は は よ 








MS どーDOS Ver.3.3 ロ 


圏 ボ ポイ ント 





MS 一 DOS 3.3 D で は 、MS 一 DOS 5.0 A の よう に XMS の 利用 
が で き な い の で 、 使 える メモ リ は メイ ン メ モリ と EMS だ 
け 。 デバイス ドラ イ バ は EMS に 対応 し て いな いと すべ て 
メイ ン メ モリ に 組み 込ま れる た め 、 あ まり 多く の デバ イス 
ドラ イ バ を 組み 込ん で お く と アプ リケーション ソフ ト を 起 
動 す る と き に メモ リ 不 足 に な る 。 そ の た め 、 必 要 以 外 の デ 
バイ ス ド ラ イ バ は 組み 込ま な いよ うに する 











田 イ ンス トー ル 時 に AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS の で きる デ 
ィ レ クト リ 





A : 全 で ti… 人 ドー トト ト トト ・・・・・・・ で で くく こ ee ルー トディ レク トリ 














イン スト ー ル 時 に 作ら れる AUTOEXEC.BAT は 、DOS に 
付属 し て いる MENU が 立ち あがる よう に 設定 され ます 。 本 書 
で は 使用 し な い の で 削除 し ます 。 





PATH、,A : \DOS : A : 半 コ 
ET DOSDTR =A : DO8』 
MENU』J 





イン スト ー ル 時 に 作ら れる CONFIG.SYS は 、 各 種 の デバ イ 
ス ド ラ イ バ を 組み 込み ます が 、 不 用 な も の は 削除 する 必要 が あ 
り ま す 。 





D 到 VTO 世 AA : \DO ま 世 MM 386.S8Y8 』 

DEVTOEA : 半 DOS\PRTNT.SYS 」 

DEVTOEーA : \DOS ま RSDRV.SY8 」 

DEVTO 世 ニ A : \DOS 並 NEOCATK 1.DRVJ 

DEVTO 世 三 A : 壮 DOS 壮 NECATK 2.DRV_,A : NEOCAT.SY8 





付属 の 日 本 語 FEP「NECAI 漢字 変換 .」 は 、ADDDRV で 利 


用 で きる よう に 、CONFIG.SYS の 設定 は 削除 し ます 。PRINT. 


SYS も 利用 する と き は ADDDRV で 組み 込む せよ うに し ます 。 


FI 
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汎 用 型 AUTOEXEC.BAT 





PROMPT、 も P$GJ て 追加 し ます 
PATH、.A: 半 :A:\DOS : コ 
SEBT_ JIDOSDTR = テ A : 壮 DO8 』 








用 型 CONFIG.SYS 








ンー 
ETTLES= テ 20J と MS 一 DOS Ver.3.3 








BUEEERS= テ 20J D で は 、 メ モリ の 
DEVTOE =A : DOB 半 包 MM 386.SYS コ 消費 を 押さ える た 
DEVTO 世 =A : 並 DOS 半 RAMDTSK.SYS。,1536 コ て の め 、FILES は 20 
に 設定 
SHETiT, = A : 半 COOMMAND.OOM,A : 半 ょ 」 プ PE : MA 
| 102 を 』 | 起 加 し ます 





汎用 型 AUTOEXEC.BAT と 汎用 型 CONEIG.SYS の 基本 
設定 は 以上 で す 。 不 用 な デバ イス ドラ イ バ は 、 極 力 組 み 込ま な 
いよ うに し ます 。RAM ディ スク も 、 設 定 す る と メイ ン メ モリ 
が デバ イス ドラ イ バ の 分 減る の で 、 必 要 な 場合 だ け 設定 し ます 。 

今後 この 汎用 AUTOEXEC.BAT と 汎用 CONFIG.SYS に 、 
使用 する アプ リケーション ソフ ト の 設定 を 追加 し て 活用 し て い 
きま す 。PATH に は ハー ド デ ィ スク 内 に 作っ た 新た な サブ デ 
ィ レ クト リ 名 を 追加 し ます 。 

各 ア プリ ケー ショ ン ソ フト の AUTOEXEC.BAT や 起動 用 バ 
ッ チ ファ イル の な か に SET で 環境 変数 を 設定 する 部 分 が あっ 
た ら 、 利 用 する 場合 必ず 追加 し ます 。 

日 本 語 FEP は 使用 する も の の デバ イス 定義 ファ イル を 作り 、 
起動 用 バッ チ フ ァイル の な か で ADDDRV で 組み 込む せよ うに 
し ます 。1 種類 の 日 本 語 FEP し か 使わ な い 場合 は 、CONFIG. 
SYS の いち ば ん 最後 に デバ イス ドラ イ バ の 記述 を 追加 し て く 
だ さい 。 
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AUTOEXEC. 
BAT と 
CONFIG . SYS 


の た まこ 北 ニ ルン 6 
上 
選択 不可 


SS 





削除 し ます っ 
削除 し ます 
削除 し ます ユ 


+ 


付属 の 日 本 語 FEP 
「NECAI 漢 字 変っ 

換 」 は ADDDRV 

で 利用 で きる よう 

に 、 CONFIG . SYS 

の 設定 は 削除 し ま 

す 











MS-ー-D 〇 8 Ver. ら 5.0 A 


較 ポ イン ト 





MS 一 DOS Ver.5.0 A で は 、XMS ドラ イ バ を 利用 し て HMA、 

UMB、EMB を 利用 で きる の で 、 デ バイ ス ド ラ イ バ を 組み 
込ん で も メイ ン メ モリ が 多量 に 消費 され る こと は な い 。 そ 
の た め 余 裕 を 持っ て デバ イス ドラ イ バ の 組み 込み が で きる 。 
MS 一 DOS Ver.5.0A か ら は 、 デ ィ ス クキ ャ ッシュ ドラ イ バ 
も 付属 する よう に な っ た の で 、RAM ディ スク と と も に 設 
定 す る 。 こ の 2 つ を 設定 する こと で 作業 の 高速 化 が は か れる 











較 イ ンス トー ル 時 に AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS の で きる デ 
ィ レ クト ドリ 





22 ベス ス こ つつ こ つい こつ つっ G こ ここ ルー トディ レク トリ 








イン スト ー ル 時 に 作ら れる AUTOEXEC.BAT は 、MS 一 
DOS 5.0 A に 付属 し て いる メニ ュー ソフ ト の DOSSHELL が 
起動 する よう に 設定 され て いま す 。 本 書 で は 使用 し な い の で 
MOUSE と と も に 削除 し ます 。 


/ PO 
@ECHO_JOFTE コ 


PATH_,A: 壮 :A: 半 DO8』J 

8 選 呈 。 呈 包 MP テム : DO8 J 
ET ,DOSDTR = テム A : DO8 』 
MOUSE コ 

DOSSHET エ LTL 
MOUSE こ ER コ 














イン スト ー ル 時 の CONFIG.SYS は 、 各 種 の デバ イス ドラ イ 
バ が 組み 込ま れる よう に 設定 され て いま す 。UMB に 組み 込む 
よう に 設定 され て いる の で メイ ン メ モリ は 圧迫 し ませ ん が 、 必 
要 の な い デ バイ ス ド ラ イ バ は 削除 し ます 。 





ETT, 包 8=30 J 
SHEBL エ 王 王 OOMMAND.COMー プ P コ 
DEVTOEE=A : 半 DOS 半 HTMEM.SYS コ 


PF 。、 。、、 、_ 定 oo EE 
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DEVTOEE =A : 壮 DOS\ 選 MM 386.E 又 包 こ , プ ビー テ 416。, 
UMBー プーA : 壮 DOS 半 包 双 TDSWAP.SY8 コ 


DEVTO 世 HTGH ニーA : ま DOS 半 PRTNT.SYS、, プ U コ て 削除 し ます 
DBVTOBHTGHT ニム A : 壮 DOS SMARTDRV .SYS8。」 

2048_」128 」 

DEVTOEHTGH ニーA : DOS ぎ \RSDRV.SYS コ て 削除 し ます 
DBVTO 選 HTGH ニーA : DOS\KCFUNO.SYS コ 

DEVTOE ニム A : DOS き ば NECATK 1.DRV J 定義 ファ イル へ 


DEVTOE = A : 半 DOS 半 NECATK 2.DRV JA : NEOAT. || て 定義 ファ イル へ 
SY8』 


DOS=HTGH,UMB J 
に シ / 


EEOWA0IIO) の 4 ヨ e 朋 5 




















@EBCHO_JOFE コ 
PROMPT、,$P$G コ て 追加 し ます 
PATH、,A: 凌 :A: ま DOS : コ も の 
SET、 TMP ニーA : ま DO8 」 

SET、,DOSDTR =A : 半 DO8 」 














汎用 型 CONFIG.SYS 


/ 








BUFEERS ニ = テ 20J 

FITLES= テ 30』J 

SHE エ エーA : 半 OOMMAND.OOM_」A : 壮 」 プ ビ ニー 時 : 1024 
| 

DEVTO = A : DOS\HTMEM.SY8 コ 

DEVTOE = A : 半 DOS 半 思 MM 386. 選 文 包 」 プ ピー テ 188 
UMB 

DEEVTOBHTGH ニー A : 半 DO8 ま SMARTDRV.SY8_」2048。, 
128J 

D 選 VTO 選 HTGH = A : 半 DOS\RAMDTSK.SYS_,1536 」 て 追加 し ます 
DEVTOHTGH ニー A : \DOS\ 区 散 CFUNOC.SYS 』 


DO8=HTGH,UMB J 
Si 


汎用 型 AUTOEXEC.BAT と 汎用 型 CONFIG.SYS の 基本 
設定 は 以上 で す 。 こ の 汎用 AUTOEXEC.BAT と 油 用 
CONFIG.SYS に 、 使 用 する アプ リケーション ソフ ト の 必要 な 
設定 を 追加 し て いき ます 。 
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AUTOEXEC. 
BAT と 
⑥⑫16N|【C 語 に AA) 


の 書き 替え 
し 
EEI| 





4 


ディ スク キャ ッ シ ユ 
ュ と RAM デ ィ ス 

ク も 設定 し て あれ 
ば 、 計 算 の な か に 
剣 め ます 。 た だ し 、 
SMARTDRV は 最小 
キャ ッシュ サイ ズ 
まで は メモ リ を 解 
放し ます 
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WindOws Ver.d. 1 


圏 ボ イン ト 








Windows Ver.3.1| は 、MS 一 DOS アプ リケーション ソフ ト も 
含め て Windows 上 で 使用 する よう に 作ら れ て いる 。 すべ 
て の アプ リケーション ソフ ト を Windows 上 で 使う の で あ 
れ ば 、Windows 用 の 設定 を 変更 する 必要 は な い が 、MS 一 DOS 
アプ リケーション ソフ ト と 切り 替え て 使う 場合 は 工夫 が 必 
要 に な る 。 

共通 の 環境 で 使う 場合 は 、EMS の 設定 量 が ポイ ント に な 
る 。Windows 上 で MS 一 DOS アプ リケーション ソフ ト を 使 
うと き は 、 日 本 語 FEP な どの た め に EMS を 設定 する 。512 
KB(P=32) を 設定 すれ ば 十分 。MS 一 DOS アプ リケーション 
ソフ ト で は 、 も っ と 多く の 設定 が 必要 と な る 。 そ こ で 、「 拡 
張 メ モリ の 総 バ イト 数 一 EMS の 設定 値 」 を 計算 し 、 残 り 
の バイ ト 数 が 3.6 MB を 下 ま わら な いよ うに 設定 すれ ば い 
い 。 メ モリ が 不足 し た 場合 に は Windows は 起動 し な い 。 
MEMORY SERVER II や MELWARE で は EMS と XMS を ひと 
つの メモ リド ライ バ で 管理 し て いる の で 、 こ の 心配 は 無用 。 
ここ に あげ た 例 は 、 汎 用 の MS 一 DOSVer.5.0 A の 設定 を 作 
っ て か ら Windows を イン スト ー ル し た も の 








田 イ ンス トー ル 時 に AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS が で きる デ 


ィ レ クト リ 








の ・ 才 生還 CUPCCPCCCCCCEEEYEPPPPPPPPPYCPPYPEPPCCYEPD ルー トディ レク トリ 








Windows を イン スト ー ル する と き に 作ら れる 下 の 
AUTOEXEC.BAT に は 、Windows に 付属 の SMARTDRV 
が 設定 され 、PATH が 追加 され る だ け で す 。 Windows を 自動 
的 に 立ち あげ た い 場 合 は 、 最 後に WIN と いう 起動 コマ ンド を 
追加 し ます 。 





A :\\WTNDOWS\SMARTDRV. 世 文選 コ 
@ECHO_JOFE コ 
PATH.,A : 半 WINDOWS : A : ま DOS : A : 半 コ 








Windows Ver.3.1 @ 77 


SE 呈 包 MP テム A : DO8 J 
ST ,JDOSDTR テ A : 半 DO8 」 








イン スト ー ル 時 に 作ら れる 下 の CONEFIG.SYS は 、XIMS と 
ディ スク キャ ッシュ の ドラ イ バ が Windows 付属 の も の に 変更 
され 、SMARTDRV の ダブ ル バ ッ ファ リン グ が 指定 され て い 
ます 。 ダ ブル バッ ファ リン グ が 不用 な ら SMARTDRV の 行 を 
CONFIG.SYS か ら 削 除 し ます 。 





[ FTL 世 8= ニ 20』J 

HEEL エ ニテ A : 壮 COMMAND.COOM_」A : 半 し,」 プ P コ 
DEVTOE ニテ A : 半 WINDOWS\HTMEEM.SYS8 」 
DBVTO =A : ま DOS 半 包 MM 386.E 又 包 こ , プ P= テ 64 コ 
DEVTO 包 = ム A : 壮 WINDOWS 壮 SMARTDRV . 選 双 包 の 
DOUBTLE BUREEER コ J 

DEVTOHTGH ニニ A : \DOS\RAMDTSK.SYS_」1536 コ 

DE VTOEHTGH ニニ A : \DOS 半 反 散 CTUNO.SYS コ 
DO8=HTGH,UMB 








PS/ 
@Windows 専用 の AUTOEXEC.BAT 
人 J 
A : WTINDOWS\SMARTDRV.EE 双 EE コ 
@⑥EBCHO_,OFE コ 








PATH_.A: 半 :A: 半 DOS : A : 壮 WTNDOW8 』 


@Windows 専用 の CONFIG.SYS 





ETL 世 830』J 

HEBEL エ ニテ A : OOMMAND.COM_」A : まこ, プ P コ 
DBVTCE ニニ A : WINDOWS ぎ HTMEIM.SY8 』 
DO8 =HTGH J 





Windows だ け を 動か す の で あれ ば これ で OK で す 。 環境 変 
数 領域 の 拡大 も 必要 あり ませ ん 。 


CCE た ミミ ミミ ミミ すす ミミ すす 】 WIN 3 | .BAT 


人 @Windows 3.1 起動 用 バッ チ フ ァイル 








@⑥ECHO_JOFE コ 
ム :\WINDOWS ぎ WT 』 









ダブ プ ブル バッ ファ リ 
ジジ と (は 
AUTOEXEC.BAT と 
CONFIG.SYS の 両 
方 に ディ スク キャ 
ッシュ が 設定 され 
と て いる 状態 の こと 
で す 。 これ は 、 一 
部 の HDD で 誤 動 
作 が 起こ る の を 防 
ぐ た め の 処置 。 
AUTOEXEC.BAT で 
SMARTDRV が 実行 
され た と き に 画面 


本 
に 表示 が で る の で 
年 「 パ バッ ファ リン 


グ 」 と いう 項目 が 
すべ て 「 不 用 」 と 


時 いう 表示 に な っ て 


い た ら CONFIG. 
SYS か ら 削 除 し ま 
す 。 

EMM 386 と 
KKCFUNC も 、 
Windows 上 で DOS 
版 の 日 本 語 FEP 
を 使わ な けれ ば 削 
除 し ます 





- 不 用 な ら 削 除 し て 
くだ さい 





と 起動 用 バッ チ フ ァ 
イル は サブ プ ブ デ ィ レ 
クト リ の 
A : \WINDOWS 
内 に 置い て くだ さ 
い 
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た IRO」 き 4 ヨコ 6 
7 た 
⑥⑫6J ド IIC 語 SA) 


た も ニ ル と 6 
上 
El 
確認 モー ド で イン 
スト ー ル を し な い 
と 選択 で きま せん 。 
自動 モー ド で は 自 
動 的 に 書き 替え ら 

松 ま すず 。 

一 太郎 Ver.5 は 、 
MS 一 DOS に 付属 
し て いる EMS ド 
ライ バ が 設定 され 
て いる 状態 で は 超 
動 で きま せん 


ト 


(S※ ク 


ATOK8 の た め に 
EMS- を 設定 する 
必要 が あり ます 。 
その た め 専 用 の 
EMS ド ライ バ が 
付属 し て いま す 
定義 ファ イル へ づつ 











一 太郎 Ver. 


圏 ポ ボイン ト 





一 太郎 5 と ジャ スト ウィ ンド ウ 環 境 だ け を 使う の で あれ ば 、 
自動 イン スト ー ル を 選択 し 設定 を 変更 する 必要 は な い 。 
ほか の アプ リケーション ソフ ト と 共通 の 環境 で 使う 場合 は 
設定 を 変更 する が 、MS 一 DOS に 付属 し て いる メモ リド ラ 
イ バ で は 日 常 の 使用 に 耐え る 簡便 な 環境 は 設定 で き な い 。 
共通 環境 の 設定 を する に は MEMORY SERVERII の 使用 を 。 
また 、RAM ディ スク を 利用 する と 動作 を 速く で きる 











弄 イ ンス トー ル 時 に AUTOEXEC.SMP と CONFIG.SMP が で きる 
ディ レク トリ 





A :\TARO5 











イン スト ー ル 時 に 作ら れる 下 の AUTOEXEC.SMP は 、 環 
境 変数 の 設定 と PATH の 設定 を お こ な っ て いま す 。 こ の は じ 
め の 2 行 は 、 共 通 環 境 を 作る と き に は 必ず 設定 し ます 。DATE 
と TIME は 必要 な けれ ば 、 入 力 が 類 わ し いで すか ら 削 除 し て 
くだ さい 。 





SETL JJW る PA : ぎ TARO5:A: 壮 JW2ZiJ 
PATH_,A :\JUST 5: コ 
PROMPT、 も PSGJ 

ECHOL_JOTE コ 

DATE 

TIME 

ECHO_ ON 』 











イン スト ー ル 時 に 作ら れる CONFIG.SMP か ら は 、ATOK 
8 の 設定 を ADDDRV で 組み 込む せよ うに する た め に 抜き 出し ま 
す 。 





FTL 思 S ニ 20 

BUEEFERS ニ = テ 20J 

DEVTOCE ニ A :\ATOK 8 ぎ \EMS 386.SY8 」 

DEBVTO 世 = ニム A :\ATOK 8\ATOK 8 A.SYS、,UOE = 


A :\ATOK 8 ぎ \ATOK 8.UOE コ 
DEVTOE ニ A : ぎ \ATOK BATOK 8 BSY8 J 
D 選 VTOE= ニ A:\ATOK8 ぎ \ATOK8EX.SYS ココ 





MEMORY SERVERII を 使用 し た 、 一 太郎 Ver.5 用 
AUTOEXEC.BAT で す 。 ほ か の ソフ ト と 切り 替え て 使う 場合 


は 、 下 の AUTOEXEC.BAT を 汎 用 型 と し て 使い ます 。 


(4 ) 
@EOCHO_JOFE』 


PATHL_」A: 壮 :A:\DOS : A : JUST 5 : A : 壮 MDEV ば 
TOSPRO : 

PROMPT_ も お PSG コ 

BT こす JW 2 る 2P= テ A: 半 TARO5:A: 半 JWZiJ 

ET、 TEMP テム A : 壮 DO8 コ 

ET_JDOSDTR =A : \ ま DO8 」 











MEMORY SERVERII を 使用 し た 、 一 太郎 Ver.5 用 
CONFIG.SYS で す 。 こ の 環境 設定 な ら 、Windows も MS 一 
DOS アプ リケーション ソフ ト も と も に 動作 させ る こと が で き 
ます 。 一 太郎 Ver.5 を ほか の アプ リケーション ソフ ト と 切り 替 
えて 使う 場合 は 、 下 の 設定 を 汎用 型 CONFIG.SYS と し て 使い ます 。 





[ BUFEERS=20』 

TL 包 S8= テ 30 コ 

DEVTO ニニ A : 半 MD 世 V 半 TOSPRO 半 VMM 386. 包 双 思 、, 
プ ェ ロブ W= テ GO ニコ グ サブ M ココ 

DEVTOE =A : 王 MDEV 半 TOSPRO ま LUMB. 包 X 包 、 
M_, プ B=1、,A : 壮 MDEV 半 TOSPRO 半 DO 10. 包 XX 包 。, 
2816_」 プ W =2048 コ 

DEVTOE =A : MDEV 半 TOSPRO 半 TL,UMB. 包 X 包 、, ブ 
M-, プ B = テ 1、,A : 半 MDEV 壮 TOSPRO 半 TOS 10. 包 XX 選 
1408ー グ コ 

DEVTOEHTGH ニ =A : 半 DOS 並 KKKOFUNO.SY8 コ 
SHETL, エ ーA : 半 OOMMAND.OOM_,A : 壮 ー」 プ ピー ノ 選 : 
1024 





DO8 =HTGH,UMB 』 7 


DC た ミミ ミト ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ トミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ さす さす 】 TARO 5.BAT 





念 起 動 有 バッチ ファ イル 


ン 
A :\DOS\ADDDRV_」A : 半 ATOK 8 き ATO 人 KK 8.D 選 V コ 
A :\JUST 5 半 J 双 W J 

し 人 : ま DOS ぎ DLDRV コ 
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て 定義 ファ イル へ 





MELWARE を 使 用 
て し て も 結構 で す 。 
汎用 型 の 
AUTOEXEC.BAT と 
CONFIG.SYS に 
MEMORY SERVER 
II を オー トイ ンス 
トー ル を し て 作っ 
た 環境 に 、 
AUTOEXEC.SMP の 
SET と PATH の 記 
述 を 追加 し ます 


一 太郎 を 起動 する 
た め に は xXMS メ 
モリ は 3MB 以 上 
必要 な の で 、 拡 張 
メモ リ が 4MB の 
場合 は RAM ディ 
スク と ディ スク キ 
ャ ッシュ の 設定 は 
と し ませ ん 。 
両方 を 実用 的 な メ 
モリ 量 で 設定 を す 
る に は 、 拡 張 メ モ 
リ が 8MB 以上 は 
必要 で す 


起動 用 バッ チ フ ァ 
イル は サブ ディ レ 
クト リ の 

て A: \JUST 5 
に 置い て くだ さい 
ATOK 8.DEV 
は 103 ベ ページ を 参 
照 し て くだ さい 
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AIR6j9:4 ヨ 6 
BAT と 
@⑥) い IIC 敵 に ) ぐ ) 


の た まき = 北 ニ 6 
+ 
El| 
+ 
書き 替え な い を 選 
ぶ と AUTOEXEC. 
BAT と CONFIG . 
SYS は 設定 せ ず 、 
HDD 内 に サン プ 
ルフ ァイル も 作成 

し ませ ん 。 

サン プル ファ イル 
は 保存 用 起動 ディ 
スク か ら コ ピー し 
ます 。 

ー 太 人 郎 Ver.4 は 
EMS メ モリ を 本 
体 で も 使う の で 必 
ず 設 定 し ます 。 
RAM デ ィ ス ク も 
作業 領域 用 に 設定 
し ます 





定義 ファ イル へ づつ 


定義 ファ イル へ 。 + 





一 太郎 Ver. 4 


田 ボ イン ト 








一 太郎 Ver.4 は 、 特 に 独自 の 設定 と いう も の は な い の で 、 
汎用 型 の 環境 で 問題 な く 動 作 す る 。 一 太郎 Ver.4 と ATOK 7 
は EMS に 対応 し て いる の で 、EMS メモ リ が 設定 し て な い 
と 、 メ モリ 不足 で 起動 し な い 場 合 も ある 。 ま た 、 プ ログ ラ 
ム 作 業 領域 を 設定 で きる の で RAM ディ スク を 指定 すれ ば 
動作 を 速く する こと が で きる 。 日 本 語 FEP を 使い 分 ける 
場合 は 、 イ ンス トー ル 時 に ATOK 7 を ルー トディ レク トリ 
で は な く 「\ATOK7」 と いう ディ レク トリ を 指定 し て イ 
ンス トー ル す る よう に する 





田 参 考 に する AUTOEXEC.HDD と CONFIG.HDD が ある ディ レク トリ 





保存 用 起動 ディ スク 











参考 に する AUTOEXEC.HDD の ファ イル の な か で 重要 な 
の は PATH の 設定 で す 。 こ れ は 必ず 設定 し ます 。 





PATH 」A : 壮 :A: 壮 JSBW:A: 壮 ARO4:A: 将 
JSBONT iA :\JSUT コ 

PROMPT、 も PSG コ 

ECHOL_ OFE コ 

DATE コ 

TTMEE 








ECHO_」OT 」 





参考 に する CONFIG.HDD の ファ イル の な か で は EMS を 
設定 し て いま せん が 、 必 ず 設 定 し ます 。ATOK 7 の 設定 は 
ADDDRV で 組み 込む た め の 定 義 フ ァイル に 抜き 出し ます 。 





FILES= テ 20 

BUEEERS ニ =10J 

DEVTO 包 = ATOK 7 AJSYS、,」 プ D ロ テム A : 半 ATOK7 エ . 
DTC プ G テ A : 半 JSEON 呈 半 す FEGATJT.UEO 」 

DBEBVTOCE ニ ATOK 7 B.SYS 』 








下 の フ ァイル が 一 太郎 Ver.4 用 の AUTOEXEC.BAT で す 。 
単独 で 使う な ら こ の まま で 、 ほ か の ソフ ト と 切り 替え て 使う 場 
合 は アン ダー ライ ン の 部 分 を 、 汎 用 型 AUTOEXEC.BAT に 
追加 し て くだ さい 。 








PATH、」A: 半 :A: 半 DOS : A : JSBW :A: 半 TARO 4 : 
A : \JSEORNT : A : ま JSUT コ 
PROMPT、 も や PSG コ 





CONFIG.SYS は 汎用 型 を その まま 使い ます 。 特 に 追加 する 
も の は あり ませ ん 。 
久 起 動 用 バッ チ フ ァイル PROCCCCLLCPPLPPPPLPTPPPPPPPTETTP ど PD TARO 4.BAT 


A : \DOS ま ADDDRV_」A :\ ぎ ATOK 7 半 ATOK 7.D 世 V 」 
OD きす 8W コ 
J 文 W J 
CD し 」 ぎ コ 
A : \DOS\ ま DLDRV コ 











EMS と RAM ディ スク を 活用 する に は 、「 オ プシ ョ ン 」 で 
「 環 境 設定 (JW)」 で 、 デ ー タ 作業 領域 の MS を 2048 KB に 設 
定 し て ファ イル は 「 使 わな い 」 を 選び ます 。 プ ログ ラム 作業 領 
域 は 640 KB を 指定 し て ディ レク トリ は RAM ディ スク の ドラ 
イプ 名 を 指定 し ます 。 

この 設定 を し な いと EMS と RAM ディ スク が 利用 で きま せ 
ん 。 こ れ で 動作 を 速く する こと が で きま す 

一 太郎 Ver.5 が 重 す ぎる と 思っ て いる 方 は 、ATOK8 を 
Ver.4 で 使う こと も で きま す 。 日 本 語 FEP の ATOK8 の 103 
ペー ジ を 参照 し て くだ さい 。 メ ニュ ー か ら 「 オ プシ ョ ン 」 の 「 フ 
ァイル 設定 (JW)」 を 選び 、 辞 書 、 外 字 、 半 角 外 字 の ファ イル 名 
を ATOK8 用 に 書き 替え な いと 辞書 を 認識 し ませ ん の で 、 
ATOK 8 を 使う こと が で きま せん 。 








辞書 [A : \ATOK 8\ATOK 8.DIC] 
外字 [A : \JW 2\FONT\JFGAIJ.UFO] 
半角 外字 [A : \JW 2\FONT\JFHGAIJ.UFO] 
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と 起動 用 バッ チ フ ァ 
イル は サブ ディ レ 
クト リ の 
A: \JSW 
に 置い て くだ さい 
ATOK 7.DEV 
は 105 ペー ジ を 参 
照 し て くだ さい 
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ーー 


た 0IEOJ94 ヨ 6 
BAT と 


eeNlale 計 SS 
(の た ま - を ニン 6 
上 
El 
の 
CONFIG.SYS の 書 
き 替 え は 選べ ます 
が 、 書 き 替 え を し 
な い を 選ぶ と 
CONFIG.SYS の 設 





定 は し ませ ん 
削除 し ます " 
削除 し ます さ 





削除 し ます 
削除 し ます 
削除 し ます 
削除 し ます 
削除 し ます 
削除 し ます 
削除 し ます 


と よ すす よ よ し は 








松 Ver. 


圏 ボ イン ト 





松 は イン スト ー ル 時 に は メモ リ に 対す る 設定 は 特に お こ な 
わな い 。EMS に 対応 し て いる の で EMS が 設定 し て あれ ば 、 
松 基 が EMS メモ リ に 組み 込ま れ 、 メ イン メモ リ の 消費 量 
が 抑え られ る 。 汎用 型 の 環境 設定 で 動く 。 

松茸 の 環境 設定 は SETMTTK.EXE を 起動 する こと で で きる 。 
松 に 付属 し て いる Ver3.7 で は 強制 的 に CONFIG.SYS を 書 
き 替 えて し まう 。 ADDDRV を 使用 する と き は 、 松 茸 の 環境 
設定 後 、CONFIG.SYS か ら 変 更 部 分 を MTTK 3.DEV に 書き 
出し 、CONFIG.SYS か ら 松 芽 の 設定 を 削除 する 必要 が ある 





圏 イ ンス トー ル 時 に 超 動 用 バッ チ フ ァイル の で きる ディ レク トリ 





A:\MATUV 6 














イン スト ー ル 時 に 、 超 動 用 の バッ チ フ ァイル MATU.BAT 
が で きま す 。 エ ラー 処理 の 部 分 は 特に 必要 は な いで し ょ う 。 専 
用 の マウ ス ド ラ イ バ を 起動 きせ て いま す の で 、 マ ウス を 使う 場 
合 は 、 こ れ は 残し て お きま す 。 





EECHO_JOEE 

CD ,」 ま MATUV 6』 

TE NOT、 久 TST、,MATU 6. 包 又 包 GOTO ERRROR コ 
TFP、,JNOT、 EXTST」,MATU 6.OVL、JGOTO_ ERROR コ 
MOUSEK」 
MATU_」%1、,% る 2 」%3、」%4。 」%5、.%6、」%7、」%8_」%9』 
MOUSEEK、,x コ 

OD 識 

GOTO_ END コ 

: ERROR 』 

EEBCHOー」 ネ ネネ 松 の シ ステ ム が みつ か り ま せん ネネ ま * ネ コ 
ECHO に 」※※ ま ※ ネ カレ ント ドラ イブ を ハー ド デ ィ スク に 移し て 
か ら 実 行 し て くだ さい に 」※ ネ ネコ 

OD」 笠 コ 








: END コ 





イン スト ー ル 時 に は CONFIG.SYS は 作ら れ な い の で 、 フ ロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク の シス テム 1 か ら 抜 き 出し まし た 。 松茸 の 設定 
部 分 は ADDDRV で 組み 込め る よう に 定義 ファ イル に し ます 。 





files_」 三 20J 

buffers、」 デ ー」10J 

device。」 三 に 」D : 壮 mttk 3 る a.drv_」a : 壮 ー」 ブ ロコ 
device、」ー」」D : \mttk 3 D.drYJ 
device_」 三 こ 」D : mcode.drYJ 





下 の フ ァイル が 松 6 用 AUTOEXEC.BAT で す 。 ほ か の ア 
プリ ケー ショ ン ソ フト と 切り 替え て 使う 場合 は 、 ア ンダ ー ラ イ 
ン の 部 分 を 汎用 型 AUTOEXEC.BAT に 追加 し ます 。 





ECHO_ OFE J 
PATH LA: 壮 :A:\DOS : A : MATUV 6: コ 
PROMPT_ も PSGJ 





CONFIG.SYS は 汎用 型 を その まま 使い ます 。 特に 追加 する 
設定 は あり ませ ん 。 


傘 起 動 有 バッチ ファ イル POCCCOCCCCCOCCYCCCYYCYCCCCLCOCCCLK た いい MATU 6.BAT 


DS 
A : \ ま DO8 壮 ADDDRV_」A :\ ま MTTK S\ ま MTTK 3.D 世 V」 


CD こま MATUV 6』 
MOUSEK 』 

MATUJ 
MOUSEK_xJ 

A : DOS\D 選 LDRV コ 
CD し 」 ぎ J 
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+ 定義 ファ イル へ 
て 定義 ファ イル へ 
と 定義 ファ イル へ 





と 起動 用 バッ チ フ ァ 
イル は サ プ デ ィ レ 
クト リ の 
A : \MATUV 6 
に 置い て くだ さい 
MTTK 3.DEV 
は I06 ペー ジ を 参 
照 し て くだ さい 
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ーー 上 』 


New オー ロラ エー ス 





AUTOEXEC. 
BAT と 
INlale 調 SN 


の た きま - ニ ルル 

上 

思 択 可 

内 
KATANA 4 を 
CONFIG.SYS に 組 
み 込 む の か 、 
ADDDRV で 組み 込 
む の か を 選択 で き 
ます 。 
AUTOEXEC.BAT は 
書き 替え ませ ん 


へ 


6 


KKCSAV.SYS は 
MS 一 DOS Ver.5 に 
対応 し て いな い 日 
本 語 FEP を 組み 
込む と き に 必要 な 
デバ イス ドラ イ バ 
で ず 。 

Ninja5 に 付属 し 
て いる フル セッ ト 
版 と 比べ る と 、 オ 
ー ロ ラ エ ー ス 版 に 
は MS 一 DOS Ver.5 
対応 の KATANA 4 
が 付属 し て いま せ 
ん の で 、 組 み 込み 
が 必要 に な り ま す 











圏 ポ イント 





オー ロラ エー ス は EMS と XMS に 対応 し て いる が 、 自 動 判 
別して 使う の で 特に 設定 の 必要 は な い 。 汎用 型 の 設定 で 動 
作 可 能 。 環 境 設定 で 作業 ディ レク トリ が 指定 で きる の で 、 
RAM ディ スク を 指定 すれ ば 動作 を 速く する こと が で きる 。 
日 本 語 FEP の KATANA 4 は 、EMS に 組み 込ま れる よう に 設 
定 さ れ て いる 。 な お 、KATANA 4 の 環境 設定 用 プロ グラ ム 
は 付属 し て いな い 。 フ ルセット 版 を 購入 する と 付属 し て いる 





圏 イ ンス トー ル 時 に 起動 用 バッ チ フ ァイル の で きる ディ レク トリ 








A :\AKPRO 








イン スト ー ル 時 に で きる 起動 用 バッ チ フ ァイル が 下 の 
AKPRO.BAT で す 。 タイトル 画面 の 表示 は 別 プ ログ ラム に な 
っ て いる の で 、TITLE を 削除 すれ ば 、 す ぐに プ ブログ ラム 本 体 
が 起動 し ます 。 パ ス や 作業 ディ レク トリ の 指定 は ソフ ト 内 の 環 
境 設定 で 指定 し ます 。 





ECHO_JOFE コ 
CLS コ 

TTT 葉 世 コ 
AURORA 





ドド が イン スト ー ル 時 に で きる ADDDRV 用 定義 ファ イル の 
KTN 4.DVC で す 。 オ ー ロ ラ エ ー ス 付属 の KATANA4 を MS 
ーDOS Ver.5 で 使用 する に は 、KKCFUNC.SYS と KKCSAV. 
SYS を 組み 込む 必要 が あり ます が 、 定 義 フ ァイル に は 書か れ て な い 
の で 追加 し ます 。KKCSAV.SYS は 定義 ファ イル で 組み 込み ます 。 





DBVTOEE こ 」ー、」A : 壮 反 FN 4 半 反 TTN 4.8SYS こ エニ テ A: 
KTN 4 半 代 TTN 4.CEG コ 

DBVTOEE こ 」ー、,A : 壮 KKTN 4 壮 人 KTN 4 CSY8Sー, プ エーA : 
半 人 KTN 4 壮 KKTN 4.COTG ブ DA : 半 KKTN 4 ま KTNSMATT,. 
DTO,A : \KKTN 4\ ま USR.DTC コ 





New オー 


NEW オー ロラ エー ス 用 AUTOEXEC.BAT で す 。 ほ か の ソ 
フト と 切り 替え て 使う 場合 は 、 ア ンダ ー ラ イン の 部 分 を 汎用 型 
に 追加 し ます 。 








@BCHO_JOFE コ 
PATH ,A : 半 DOS :A: 壮 :A: 半 AKPRO : コ 
PROMPT、,$ も PSGJ 








CONFIG.SYS は 汎用 型 を その まま 使い ます 。 特 に 追加 する 
設定 は あり ませ ん 。 
信 起 動 用 バッ チ フ ァイル ーー ドド ドド ドーン ビビ AKPRO.BAT 








A : \ ま DOS ば ADDDRV、」A : KKTN 4 ぎ \ ま KATANA 4 OA. 
DEVJ 

ECHO_OTE コ 

CD し \AKPRO』J 
CLS J 

TTTTLE コ 

AURORA J 

CD し ぎ \ コ 

A : \DOS 壮 DELDRV コ 











起動 後 、 環 境 設定 を 選び 各種 環境 を 設定 し ます 。 そ の と き 、 
作業 ディ レク トリ は RAM ディ スク を 設定 し ます が 、 ル ー ト 
ディ レク トリ は 指定 で きま せん 。 


[rwme ] 


この よう に 、RAM ディ スク の ドラ イブ 名 に ディ レク トリ 名 
を つけ て 設定 し ます 。 














ロラ エー ス @ 85 


っ 


と 追加 し ます 





+ 起動 用 バッ チ フ ァ 
イル は サブ ディ レ 
クト リ の 
A : \AKPRO 
に 置い て くだ さい 
KATANA 4 OA.DEV 
は 108 ペー ジ を 参 
照 し て くだ さい 





86 @ PART4 実践 CONFIG.SYS&AUTOEXEC.BAT 





AUTOEXEC. 
BAT と 
@⑥6J ド IIC 語 に 4 


の 書き 替え 

し 

EAI| 

MIE 
書き 替え な い を 選 
べ ば 現在 の 設定 に 
MS 一 WORKS 用 の 
設定 を 追加 し た 形 
で 参考 例 を ルー ト 
ディ レク トリ に つ 
くり ます 


COMSPEC は に 】 
CONFIG.SYS の 

「SHELL=」 で 指 
定 し ます の て 必要 
あり ませ ん 


い 


(SYZ 


定義 ファ イル へ 。 づ 
定義 ファ イル へ 。 ユ 





MS どーWOHKS_VGer 紀 .1 


圏 ボ イン ト 





MS 一 WORKS 本 体 と 付属 の 日 本 語 FEP は 、 と も に EMS に 
対応 し て いる の で 、EMS が 設定 され て いれ ば 日 本 語 FEP 
は EMS に 組み 込ま れ 、 表 計算 で も 大 き な シ ー ト が 扱え る 





よう に な る 。 汎用 型 の 設定 で 動作 する 











田 イ ンス トー ル 時 に AUTOEXEC.WK 3 と CONFIG.WK 3 が で きる 
ディ レク トリ 





SC こす CH223 と つっ OGA て XY に へ て ルー トディ レク トリ 














イン スト ー ル 時 に で きる 下 の AUTOEXEC.WK 3 は 、 
PATH の 追加 と COMSPEC の 設定 を し て いま す 。 





@ 世 CHO_JOFE コ 

PROMPT_ も P$G コ 

PATH_,A :\DO8 :A: 半 :A: 半 WORKS : コ 
ST OOMSP 世 EC テ A : 半 OOMMAND.COME コ 





イン スト ー ル 時 に で きる 下 の CONFIG.WK 3 は 、 存 の 
CONFIG.SYS に WXII 士 forMS の 組み 込み が 追加 され る だ 
け で す 。 これ は 、ADDDRV で 組み 込む よう に 定義 ファ イル に 
し ます 。 





BUFEERS= テ 20J 

FILES= テ 530 

SHE エ エーA : COMMAND.OOM_」A : 壮 」 プ ビリ ロン 互 : 
1024 』 

DEVTOE ニニ A : 壮 WORKS 半 WXK.SYS8_,A 3 コ 
DEVTOEE = ニ A : 半 WORKS 壮 WX 2.SY8 ニ の DA : 
WORKS 壮 WX 2.DTOー」 の A 5 」 コ 











イン スト ー ル 時 に で きる 起動 用 バッ チ フ ァイル WORKS 31. 
BAT で は 、 マ ウス の 組み 込み と 、ATOK 7、ATOK 6 用 の ユ 
ー テ ィ リ ティ プロ グラ ム MSKN.EXE の 組み 込み を チェ ッ ク 
し て いま す 。 マ ウス は 必ず 組み 込む よう に し ます 。 


MS 一 WORKS Ver3.1 @ 87 





TE 、」 色 TST に,A : 半 WORKS 半 MSKTN. 愉 包 に 」A : 将 
WORKS 半 MSKN 。、」 コ 
TE NOT に 包 XTST、」A : 半 WORKS 壮 MOUSEE.COM し 」 
GOTO_ NOMOUSE コ 
A : 半 WORKS\MOUSE 
TE ERRORTLEVEBL 1 上 GOTO_ NOMOUSE コ 

: MOUSE 
A: コ 
COD」 ま WORK8 コ 
WORKS_J%1、」%2_」%3 し に 」%4ー」%5ー」%6L」%7ー」%8_」%9 コ 
A : 壮 WORKS\ ま MOUSE_ JOFE コ 
GOTO_EBND」 

: NOMOUSE コ 
A: コ 
CD 」 壮 WORK8 J 
A : 半 WORKS 凌 WOR 反 SB に 」%1、」% る 2 」%3 し に 」%4 し 」%5 」%6 
ーー%67_ 6%8_」%9 コ 
GOTOEBND』 

: BEND コ 
TE'、」 包 TST 」A : 半 WORKS 半 MSKRN.E 双 包 」A : 将 
WORKS 半 MSKN_,OFE J 


MS 一 WORKS Ver.3.1 用 AUTOEXEC.BAT で す 。 ほ か の 
ソフ ト と 切り 替え て 使う 場合 は 、 ア ンダ ー ラ イン の 部 分 を 汎用 
型 に 追加 し ます 。 


@BBCHO_JOFE 』 
PROMPT、 も PSG コ 
PATHL」A: 壮 :A:\DO8 : A : 壮 WORKS : コ 


CONFIG.SYS は 汎用 型 を その まま 使い ます 。 特 に 追加 する 
設定 は あり ませ ん 。 


信和 起動 用 バッ チ フ ァイル 


A : ADDDRV_,A : 半 WX 2 壮 WX 2 MS.DEV 
CD 壮 WORK8』 

A :\WORKB 壮 MSKN 』」 

A :\WORKS 半 MOUSE コ 

WORKS 

A : WORKS 壮 MOUSE_ JOFE コ 

CD こぎ コ 

















と た (7 て と つて と だ いつ WK 31.BAT 
CO7 











A : \DOS 並 DBLDRV 








了 MSKN は ATOK 6、 
7 を WORKS で 使 
うと き に は 必ず 組 
み 込 む 必 要 が あり 
まま 。 
イン スト ー ル 時 に 
ATOK 6、7 が ハー 
ド デ ィ スク 内 に あ 
る と き は 、WORKS 
の ディ レク トリ に 
コピ ビー さ れ ま が 、 
あと か ら 日 本 語 
FEP を ATOK 6、7 
に 変更 する 場合 は 
改め て フロ ッ ピ ー 
ディ スク か ら コ ピ 
ー し な く て は いけ 
ませ ん 。 

逆 に ATOK 6、7 
の 使用 を や め る と 
き は MS 一 WORKS 
の ディ レク トリ 内 
か ら 削 除 す る 必要 
が あり ます 


起動 用 バッ チ フ ァ 
イル は サブ プ デ ィ レ 
クト リ の 
A : \WORKS 
に 置い て くだ さい 
WX 2 MS.DEV 

と は 109 ペー ジ を 参 
照 し て くだ さい 


+ ATOK 6、7 を 使用 
し な ゆ を き ほ は 。 
MSKN の 行 は 削除 
し ます 
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0IEO」94 ヨ 6 
BAT と 
CONFIG . SYS 


の た ませ 
+ 
思 択 不可 
人 
Lotus |-2-3 は 
AUTOEXEC.BAT と 
CONFIG.SYS の 設 
定 は し ませ ん 。 
イン スト ー ル 前 に 
自分 で 設定 する 必 
要 が あり ます 


い 


の 


Lotus 1-2-3 は 


扱え る ワー クシ ー 
ト が 大 きく な り ま 
す 。 

た だ し 、 環 境 設定 
の メモ リ の 設定 で 
「 拡 張 メ モリ の 
み 」 を 選ば な いと 
より 夫 き な が ワーク 
シー ト は 使え ませ 
ん 








EMS が ある と 、 っ 





LOtuS 1 - 己 - 紀 


圏 ボ イン ト 





EMS に 対応 し て いる の で 、EMS が 設定 され て いる と 大 き 
な ワー クシ ー ト が 扱え る 。 注意 が 必要 な の は 日 本 語 FEP 
の 設定 。 日 本 語 FEP は ATOK 6、ATOK 7、NECDIC、VJE 一 広 
松 茸 に し か 対応 し て いな い の で 、 こ れ 以 外 の 日 本 語 FEP 
を 組み 込ん で 起動 する と エラ ー に な る 。 日 本 語 FEP を 変 
更 し た 場合 に は 、 環 境 設定 の 変更 も 必要 と な る 





参 考 用 AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS の ある ディ レク トリ 





EE 肖 り 必 











ド の ファ イル は 、 マ ニュ アル に 参考 と し て 書い て ある 
AUTOEXEC.BAT で す 。 起動 コマ ンド だ け で 特に な に も 指定 
し て あり ませ ん 。 





CD_ LOTUS コ 
LOTUS 





F の ファ イル は 、 マ ニュ アル に 参考 と し て 書い て ある 
CONEIG.SYS で す 。EMS の 設定 と マウ ス を 組み 込ん で いま 
す 。Lotus 1-2-3 で は 、MOUSE.COM は 使え を ませ ん の で 、 マ 
ウス を 使う 場合 は MOUSE.SYS を 組み 込み ます 。 





FTL 包 820J 

BUEEERS ニ 12J 

D 世 VTO 世 三 A : 半 DOS 包 MM 386.SYS_ エニ C 000」 
DEVTOCE =ーA : 半 ATOK 7 AJSYS、, プ D ニ テム A : 半 ATOK ウ 
L.DTC コ 

DEVTOEE ニ =A : 半 ATOK 7 B.SY8 」 

DVIC ニ A : \DOS ま MOUSE.SYS 

HE エニ A : COMMAND.COM LA : 半 し プ Pー グ 選 : 
256 J 











Lotus 1-2-3 用 の AUTOEXEC.BAT で す 。 単独 で 使う な ら 
この まま で OK、 ほ か の ソフ ト と 切り 替え て 使う 場合 は 、 ア ン 
ダー ライ ン の 部 分 を 汎用 型 AUTOEXEC.BAT に 追加 し て 
だ さい 。 





PATH ,A: 半 :A: 半 DOS : A : ま LOTUS : コ 
PROMPT_,$P$G』 





CONFIG.SYS は 汎用 型 を を の まま 使い ます 。 特 に 追加 する 
も の は あり ませ ん 。 


信和 起動 用 バッ チ フ ァイル CPPOCCCCCCCOOCDLCLOLLULLLLL 123.BAT 
5 





本 : ま DOS 壮 ADDDRV_.A : ま ATOK 8\ き ATOK 8.DEV 」 
A : \JUST 5\8 TO 6.COM 」 

CD 半 LOTUS コ 

LOTUS8』J 

A : ま JUST 5\8 TO 6.OOMーR コ 

A : \ ま DOS\DETLDRV コ 








OD し. ぎ \ 
\_ こり ジ 


日 本 語 FEP は 、 一 太郎 Ver.5 の ATOK8 を 使う 方 法 を 例 と 
し て あげ ます 。ATOK 8 は 一 太郎 Ver.4 の と ころ で 書い た よ 
うに ATOK 7 と し て も 使え ます が 、 こ こ で は ATOK 8 付属 の 
8 TO 6.COM を 利用 し て ATOK 6 と し て 使い ます 。 こ れ で し 
た ら ADDDRV 用 の 定義 ファ イル は ATOK 8 用 ひと つ で 済み 
ます し 、ATOK 8 を CONFIG.SYS で 組み 込ん で いる 場合 で 
も 使え ます 。 

マウ ス を 使う 場合 は 、 デ バイ ス 定 義 フ ァイル に MOUSE.SYS 
を 組み 込ん で 使う よう に し ます 。 





人 @ 定 義 フ ァイル に マウ ス ド ラ イ バ を 組み 込ん だ 例 
PLESKSRJ ATOK 8 7 M.DEV 





DEVTOE =B : ま ATOK 8 ま ATOK 8 A.SYS の UOE = 
巳 : ATOK 8 並 ATOK 7.UCE コ 

DEVTOE = : ATOK 8 半 ATOK 8 B.SYS8 」 
DEVTOEHTGH =A : \DOS ま MOUSE.SY8 」 








Lotus 1-2-3 人 @ 89 


起動 用 バッ チ フ ァ 
イル は サ プ ブ デ ィ レ 
クト リ の 
A : \LOTUS 
に 置い て くだ さい 
ATOK 8.DEV 

こ は 103 ペー ジ を 参 
照 し て くだ さい 


FI03 ペ ー ジ の 
ATOK 8 7.DEV や 
ATOK 8 7 M.DEV 

を 使っ て 、ATOK 
8 を ATOK 7 と し 
て 使う 場合 は 8 
TO 6.COM の 行 は 
必要 あり ませ ん 








+ 104 ペー ジ を 参照 
し て くだ さい 
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Nd5e3 ま 3 る E 人 AS だ SL る 73EREsONEGOE 


AE.4 コ 0 
BAT と 
@⑥6J ド | コ 【C 衣 に 9 


の 書き 替え 
上 
E: 手 Al 


て 
書き 替え な い を 選 
び ま す が 、 確 認 モ 
ー ド で イン スト ー 
ル し な い を 選ぶ こ 
と は で きま せん 。 
自動 モー ド で は 自 
動 的 に 書き 替え ら 
れ て し まい ます 





定義 ファ イル へ 


定義 ファ イル へ 








ビ 】 


ユー 


三四郎 


圏 ボ イン ト 





一 太郎 Ver.5 と 同様 に に ジャ スト ウィ ンド ウ 環 境 だ け を 使 
う の で あれ ば 、 自動 イン スト ー ル を 選択 し 設定 を 変更 する 
必要 は な い 。 ほ か の アプ リケーション ソフ ト と 共通 の 環境 
で 使う 場合 は 、 MEMORY SERVERTII を 使っ た 一 太郎 Ver.5(78 
ページ) の と ころ に 書い て ある 環境 設定 を 使う 











較 イ ンス トー ル 時 に AUTOEXEC.SMP と CONFIG.SMP が で きる 
ディ レク トリ 








A :\SANSTRO | 











イン スト ー ル 時 に 作ら れる AUTOEXEC.SMP は 、 環 境 変 
数 の 設定 と PATH の 設定 を お こ な っ て いま す 。 下 の は じ め の 
2 行 は 、 共 通 環境 を 作る と き に は 必ず 設定 し ます 。 





Em JW る PA : SANSTRO : A : ます W 2 : コ 
PATH_,A : 半 JUST 5 : コ 

PROMPT、 も お P も で J 

ECHO_JOFTE コ 

DATE 

TTME コ 








ECHO_」ON コ 





イン スト ー ル 時 に 作ら れる CONFIG.SMP か ら は 、ATOK 
8 の 設定 を ADDDRV で 組み 込む よう に する た め に 抜き 出し ま 
ず 。 





FTLS= テ 30 

BUEFEERS= テ 20 コ 

DEVTOCE ニム A : 半 ATOK 8 壮 包 MS 386.8Y8 コ 

DEVTOC 世 ニ A : 半 ATOK 8 壮 ATOK 8 A.SYS、,UOE = 
AA : 半 ATOK 8\ き ATOK 8.UOE 」 

DEEVTOC 世 ニニ A :\ATOK 8\ATOK 8 B.SY8 』 

DEVTO 世 三 A : 半 ATOK 8 半 ATOK 8 選 又 .SY8 














下 の フ ァイル が 三四郎 用 の AUTOEXEC.BAT で す 。 ほ か 
の ソフ ト と 切り 替え て 使う 場合 は 、 ア ンダ ー ラ イン の 部 分 を 一 
太郎 Ver.5 用 AUTOEXEC.BAT に 追加 し ます 。 








ST JW 2 る PA : 半 SANSTRO : A : 半 JW る 2: コ 
PATH_,A: 半 :A:\DOS : A:\JUST 5 : A : 半 MD 選 V\ 
TOSPRO: コ 

PROMPT、,$P$G コ 








CONEFIG.SYS は 、 一 太郎 Ver.5 用 CONEFIG.SYS を 使い ま 
す 。 こ の 環境 設定 な ら 、Windows も MS 二 DOS アプ リ ケ ー シ 
ョ ン ソ フト も と も に 動作 させ る こと が で きま す 。 


傘 和 起動 用 バッ チ フ 2 リア た PCEPEECEPECECCEEEEECECCECEEEEEE SANSIRO.BAT 





A : \DOS\ADDDRV_JATOK 8.DEV 」 


A : ます JUST 5 ば SAN 』 
A : ま DOS ま DELDRV 」 





基本 的 に は 一 太郎 Ver.5 と 同じ で す 。 ど ちら か と いえ ば 、 単 
独 で 三四郎 を 買う より 、「JW 2 ユー ザー ズ キ ッ ト 」 を 買っ て 
一 太郎 と いっ し ょ に 使う 人 の ほう が 多い の で は な いで し ょ うか 。 
ユー ザー ズ キ ッ ト で イン スト ー ル を し た 場合 、 三 四郎 の PATH 
を 追加 する だ け で す の で 、 一 太郎 を 立ち あげ て その な か か ら 三 
四郎 を 立ち あげ る こと に な り ま す 。 両方 を 使う 場合 は 、 ジ ャ ス 
トウ ィ ン ド ウ を 立ち あげ る よう に 設定 し た ほう が 使い や すい で 
ま ②。 


W@ ジ ャ スト ウイ ンド ウ 起 動 用 バッ チ フ ァイル 。 ……… JWIN.BAT 





A :\DOS\ き ADDDRV_JATOK 8.DEV 」 
A : JUST 5\W 」 


A : \DOSB き DLDRV J 








三四郎 @ 91 





c 起動 用 バッ チ フ ァ 
イル は サブ ディ レ 
クト リ の 
A : \JUST 5 
に 置い て くだ さい 
ATOK 8.DEV 
は 103 ペー ジ を 参 
照 し て くだ さい 


と 起動 用 バッ チ フ ァ 
イル は サ プ デ ィ レ 
クト リ の 
A : \JUST 5 
に 置い て くだ さい 
ATOK 8.DEV 
は 103 ペー ジ を 参 
照 し て くだ さい 
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AUTOEXEC. 
BAT と 
@⑥6)NI【C 衣 に SA) 


の 書き 替え 
し 
選択 可 ・ 


ll 
KATANA4 の 組み 
込み 方 法 を 
CONFIG.SYS か 
ADDDRV の どちら 
か を 選べ ます の で 
ADDDRV を 選び ま 
す 。 

す る と KATANA 4 
用 の 定義 ファ イル 
KTN 4 D 5.DVC が 
作ら れ ま す 。 
CONFIG.SYS の 設 
定 は し な い の で 自 
分 で する 必要 が あ 
U 訂 和 : 記 | 


KATANA 4 は MS 一 
DOS Ver.3.3 D と 
MS 一 DOS Ver.5.0 ユ 
A. で は 、 使 用 する 
ファ イル が 違い ま 
す の で 、MS 一 DOS 
Ver.5.0 A. 用 に 作っ 
た シス テム を MS 
ーDOS Ver.3.3 D 
用 に 転用 する こと 
は で きま せん 。 注 
意 が 必要 で す 





rr 3 ジグ ーー ィ ャ ー ス 





NINJA ら 


田 ボ ポイ ント 





EMS、XMS に 対応 し て いる が 、 特 に 設定 は 必要 な い 。 自動 
的 に 対応 し て くれ る の で 、 汎 用 型 の 設定 で 動く 。 デ ー タ ベ 
ー ス ソフ ト は 検索 や 並べ 替え を よく 使う の で 、RAM ディ 

スク を 作業 ディ レク トリ に 指定 する と 作業 が 高速 化 で きる 。 
KATANA 4 は 環境 設定 で EMS、XMS に 組み 込み 先 を 指定 で 
きる 








脅 イ ンス トー ル 時 に 起動 用 バッ チ フ ァイル が で きる ディ レク トリ 





A : \NTNJA 5 








ド の ファ イル が イン スト ー ル 時 に で きる 起動 用 バッ チ フ ァ イ 
ル NT 5.BAT で す 。 ADDDRV で 組み 込み を 指定 し た の で 、 
バッ チ フ ァイル に は その 設定 が 反映 さき れ て いま す 。 





@⑥EOHO_JOFTE コ 

ADDDRV_ KTN 4D 5.DVCJ 
CTLS コ 

TTTTL コ 

NINJA J 

DELDRVJ 








トド の ファ イル が イン スト ー ル 時 に 作ら れる 定義 ファ イル 
KTN 4D 5.DVC で す 。 定義 ファ イル の ファ イル 名 は 拡張 子 を 
DEV に 統一 する た め に KTN 4D 5.DEV に リネ ー ム し ます 。 





DEBVTO こ ーー,A : 半 KTN 4 ま KTN 4 D 5.8Y8ー ング 
AS 32 グ AE 0 プ AX 0 プ AGN コ 

DEVTOE、」 ニ 、,A : 半 KTN 4 ま KTTN 4 CD 5.SYS、, ノ 包 
グ エ ブ DA : 壮 KTN 4 竣 反 TPN.DTO,A : 半 人 KTN 4 ま USR. 
DTG プ エ 111221 / M 3111 プ ゴ ュ ユ グ O 5 ORDM 名 











22222221 ブ O 1 ユ 1 」 














NINJA 5 用 の AUTOEXEC.BAT で す 。 単独 で 使う な ら こ 
の まま 、 ほ か の ソフ ト と 切り 替え て 使う 場合 は 、 ア ンダ ー ラ イ 
ン の 部 分 を 汎用 型 AUTOEXEC.BAT に 追加 し て くだ さい 。 





PATH JA: 壮 :A:\ ま DOS : A : 壮 NTNJA 5: コ 
PROMPT、 も PSG コ 





CONEFIG.SYS は 汎用 型 を その まま 使い ます 。 特 に 追加 する 
も の は あり ませ ん 。 


傘 起 動 肝 バッ チ フ ァイル OPCCPPPPPTTF で で で で で で で で ドド すす ドド すす すす NJ 5.BAT 








上 A : \\DOS 壮 ADDDRV_,A : \ATANA 4\ ま KTN4D5. | 
DEV』 
ODNINJA 5J 
CLS8 ココ 
TTTTLE 
NINJAJ 
CD し ぎ 
A : DO8 ぎ \D 世 LDRV 」 








RAM ディ スク を 活用 する に は 、 環 境 設定 を 選び 、 ド ライ ブ 
パス の 「 作 業 」 を RAM ディ スク に 設定 し ます 。 た だ し 、 ル 
ー ト ディ レク トリ は 設定 で きま せん 。 


E : ま TMP 


この よう に ドラ イブ 名 に ディ レク トリ 名 も つけ て 設定 し ます 。 
ディ レク トリ TMP は 、 指 定 し て お け ば 自動 的 に 作ら れ ま す 。 
この 設定 を する と ソー ト や 検索 が 高速 に な り ま す 。 


NINJA5 @ 93 





+ 起動 用 バッ チ フ ァ 
イル は サブ ディ レ 
クト リ の 
A : \NINJA 5 
に 置い て くだ さい 
KTN 4 D 5.DEV 
は 107 ペー ジ を 参 
照 し て くだ さい 


て RAM ドラ イブ が G 
で あれ ば G と し 
ます 。 ご 使用 の 環 
境 に あわ せ て くだ 
さい 
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AUTOEXEC. 
BAT と 
@⑥⑫6J い 1 コ 【C 衣 に )) 


の た まこ - を ニン 6 

+ 

思 択 可 

内 
イン スト ー ル プロ 
グラ ム は 、 イ ンス 
トー ル 先 の ドラ イ 
プ は 選べ る の で す 
が 、 CONFIG . SYS 
の 書き 替え は A 
ドラ イブ に 固定 さ 
れ て いる の で 、B 
ドラ イブ に イン ス 
トー ル し た い 人 は 
書き 替え て も らい 
た く て も し て くれ 
ませ ん 


(SYZ 











PAPAPDOX for DDS 40 J 


田 ボ イン ト 





PARADOX も 一 太郎 Ver.5 と 同じ よう に 、MS-DOS 付属 の 
EMS ドラ イ バ が 設定 され て いる と 起動 で き な い 。 

マニ ュ ア ル に は 書か れ て な い が 、README ファ イル に は 動 
作 環 境 に つい て 詳し い 記 述 が ある 。 そ れ に よる と 、EMM 386. 
SYS、 EMM 386.EXE は 使用 で き な い 。 また 、NEC の MS 一 DOS 
5.0 A 付属 の DPMI.EXE で は 動作 し な いと の こと 。EMS が 
使い た いと き に は MEMORY SERVER II か MELWARE を 使う 
よう に 指示 され て いる 。 

ほか の アプ リケーション ソフ ト と 切り 替え て 使う と き は 、 
一 太郎 Ver.5 の 環境 設定 を 使用 する 。 単独 で 使う 場合 で も 、 
日 本 語 FEP を 組み 込ま な けれ ば 、 漢 字 が 使え な い の で 、 
同じ 環境 を 設定 する 





一 参考 用 AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS の ある ディ レク トリ 





逐 三 没 デ ルル 











F ド の ファ イル は マニ ュ ア ル に 参考 と し て 書い て ある 起動 手順 
で す 。 起動 コマ ンド だ け で 特に な に も 指定 し て あり ませ ん 。 





CD_ JPDOX 40』J 
PARADOX コ 





トド ト の ファ イル は マニ ュ ア ル に 参考 と し て 書い て ある 
CONFIG.SYS の 設定 で す 。 PARADOX は FEILES、 BUFFERS 
を と も に 40 以上 に 設定 し な いと 起動 で きま せん 。 





BUEEERS= テ 40J 
FTL 思 S= テ 40』 
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PARADOX 用 AUTOEXEC.BAT で す 。 ほ か の ソフ ト と 切 
り 替 えて 使う 場合 は 、 ア ンダ ー ラ イン の 部 分 を 一 太郎 Ver.5 用 
AUTOEXEC.BAT に 追加 し ます 。 





PATH_.A:\:A:\DOS : A : PDO 丸 40 : A : 半 MDEV 
半 TOSPRO : 」 
PROMPT、 も PSG コ 





CONFIG.SYS は 、 一 太郎 Ver.5 用 CONEFIG.SYS を 使い ま 
す が 、FILES と BUFFERS は 40 に 設定 し ます 。 





6 ] 
BUEEERS=40 コ 

FTLES =40J 

DEVTOE ニム : 半 MDEV 半 TOSPRO 半 VMM 386. 包 双 E。, 

5AW 王 0Om レ 402N% 

DEVTOEE =A : 辛 MDEV ま TOSPRO ま LUMB.EX 思 こ , ブ 

M_, プ B=1、,A : 並 MDEV 半 TOSPRO 半 DO 10.EXX 包 。, 

2816 プ W= テ 2048 コ 

DEVTOEE =A : 壮 MDEV ま TOSPRO ま LUMB. 包 X 包 こ , ブ 

M, プ B= テ 1、,A : 半 ま MDEV ま TOSPRO 半 TOS 10.EE 駐 B。, 

1408_, プ ヌコ 

DEVTOEHTGH ニム A : 半 DOS 半 KKCFUNO.SYS 

SHEiL エ =A : 半 OOMMAND.COOM,A : 壮 ー」 プ ビー ン : 

1024 





DO8=HTGH,UMB 』 
2 ツ 


供 起動 用 バッ チ フ ァイル PCCCPCCCCPPCYYYYYYYYYYYYYYPYYEPYFEP PARA_.BAT 








ン 
A : DOS\ADDDRV、,A : 半 WX 2 壮 WXX 2.D 選 V コ 

CD PDOX 40』J 

PARADOX 』 


A : \DOS\DELDRV 」 
に ーーー 


起動 ファ イル で は 、 日 本 語 FEP は WXII 十 を 使っ て いま す 
が 、 こ れ は 別 の 日 本 語 FEP を 指定 し て も OK で す 。 マ ウス の 
ドラ イ バ は PARADOX が 内 蔵 し て いる の で 、 マ ウス ドラ イ バ 
を 設定 し な く て も マウ ス は 使え ます 。 














と MEMORY SERVER 
II は 、DPMI 用 の 
ドラ イ バ DPMI 32. 
EXE を AUTOEXEC. 
BAT の 先頭 で 組み 
込む よう に な っ て 
いま す 。 

し か し 、PARADOX 
で 使う と き は 、 こ 
の ドラ イ バ は 組み 
込ま な い ほ うがい 
いよ う で す 。 
組み 込ん で ある と 、 
動作 中 に 異常 終了 
する こと が あり ま 





て 起動 用 バッ チ フ ァ 
イル は サブ プ ブ デ ィ レ 
クト リ の 
A : \PDOX 40 
に 置い て くだ さい 
WX 2.DEV 
は 101| ペー ジ を 参 
照 し て くだ さい 
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メモリ 管理 


AUTOEXEC. 
BAT と 


@⑳6JNIC 語 SS 人 AS) 
(の た きま - 多 ニン 6 
+ 
選択 不可 
要 

自動 的 に 
AUTOEXEC.BAT と 
CONFIG.SYS を 書 
き 替 えま す 。 た だ 
し 、 書 き 替 える フ 
ァイル を 別 の ドラ 
イブ や サブ プ ブ デ ィ レ 
クト リ の な か に あ 
る AUTOEXEC.BAT 
や CONFIG.SYS か 
ら 選 択 す る こと は 
で きま す 





》 》 


語 n 








MEMORHY SEHVEHTII 


圏 ボ ポイ ント 





98 用 で は 唯一 市 販 さ れ て いる メモ リド ライ バ 。 ア イ ・ オ 
ー・ デ ー タ 機器 の メモ リボ ー ド に も 添付 され て いる 。EMS、 
XMS、VCPI の 3 規格 に ひと つの ドラ イ バ て で 対応 し て いる 
の で 、WindowsVer.3.1 と 一 太郎 Ver.5 を ひと つの 環境 設定 
で 本 泡 思 の が (で きる メモ の は アグ リタ が ジョ ジン ツウ ) 必 の 
要求 に 応じ て EMS と し て も XMS と し て も どちら で も 供給 
され る の で 、EMS の 設定 量 を 考え る 必要 が な い 。MS 一 
DOSVer.3.3 で も 、 こ の メモ リド ライ バ を 使う と UMB が 利 
用 で きる よう に な る の で 、 デ バイ ス ド ラ イ バ の 組み 込み に 
よる メイ ン メ モリ の 減少 を 防げ る 。 こ れ は ぜひ 使い た い メ 
モリ ドラ イ バ だ 。 ラ フル オー トイ ンス トー ル が か な り 高 い 完 
成 度 な の で 、 こ れ を 選択 し て イン スト ー ル する 











田 イ ンス トー ル 時 に AUTOEXEC.BAT と CONFIG.SYS が で きる デ 
ィ レ クト リ 











PPPOOCOOCLCCCOCOOCCCCCOODCCOOO ルー トディ レク トリ 





TFTF の ファ イル は イン スト ー ル 時 の AUTOEXEC.BAT で す 。 
DPMI 用 の ドラ イ バ が 設定 され PATH が 追加 され ます 。 
DPMI 32.EXE は 、 特 に 設定 する 必要 は な い の で 削除 し ます 。 





A : 半 MDEV 半 TOSPRO\DPMT 32. 世 双 B コ 
@EBOCHO_JOFE コ 

PATH.,A : 半 MDEV\TOSPRO : A :\ ま DOS8 :A: 壮 
ET TEMP テ A : DO8 J 

ET_JDOSDTR テム A : DO8 」 





F の ファ イル は イン スト ー ル 時 の CONFIG.SYS で は 、 メ モ 
リド ライ バ 以 外 に も ディ スク キャ ッシュ と RAM ドラ イブ の 
デバ イス ドラ イ バ が 付属 の も の に 変更 され ます 。 

DEVTOCE ニム A : 半 MDEV 半 TOSPRO ぎ \VMM 386. 世 文 包 、, 


Wi@⑨6 二 少 238 当 9 
DEVTOE = A : MDEYV 半 TOSPRO 半 DO 10.EXE。, 
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2816ー, プ W =2048 コ 
DEVTOEE = A : 壮 MDEV 半 TOSPRO 半 TOS 10. 選 X 包 、, 
1408 清 及 22 

BUEEERS=20 コ J 

FTT,RS= ニ 30 コ 

SHETL. エ = テ A : 半 OOMMAND.COOM,A : 壮 ー」 プ P ロ ノン EE : 
1024 J 

DEVTOBHTGH ニーA : 半 DOS 半 KKCEUNO.SYS コ 
DOS=HTGH,UMB 』 











この 設定 は 、MS 一 DOS Ver.5.0 の 汎用 型 に フル オー トイ ン 
スト ー ル を 実行 し た も の で す 。 一度 フル オー トイ ンス トー ル を 
し た あと で 、 付 属 の UMB 最適 化 プ ログ ラム 「OPTUMB」 を 


実行 し て UMB 領域 の 確 保 と デバ イス ドラ イ バ の UMB 領域 


へ の ロー ド を 設定 し ます 。 


MEMORY SERVERII を 使っ た MS 一 DOS Ver.5.0 の 汎 


用 型 AUTOEXEC.BAT で す 。 


@EOCHO_,OFE コ 

PATH_」A: 壮 :A: 壮 DOS : A : 壮 MDEV 半 TOSPRO : コ 
ST T 世 MP ニテ A :\DO8 J 

SET_JDOSDTR =A : DO8 


「OPTUMB」 を 使っ て UMB を 最大 限 利用 で きる 、MS 一 
DOS Ver.5.0 の 汎用 型 CONFIG.SYS で す 。 


BUFEERS=20 コ 』 
FTLi 包 BS=30 コ 

DEVTO =A : 壮 MDEEV 半 TOSPRO 半 VMM 386. 包 XXEB。, 
プ ェ エー ニブ W テ CO ニー プ U テ D 0 一 DE, 包 9 一 到 OM=D 8: 
16 一 F 1 :DO:8-A 5 グン NEOTD コ 

DEVTO ニーA : 壮 MDEV 半 TOSPRO 半 LUMB.EX 包 、 
M_, プ ロニ 1 ,A : 壮 MDEV 半 TOSPRO 半 DO 10. 選 X 選 、, 
2816_」 プ W = テ 2048J 

DEVTO =A : 壮 MDEV 半 TOSPRO 半 LIUMB.EEX 思 、, ブ 
M_, プ B テ 1 こ ,A : 半 MDEV 半 TOSPRO 半 TOS 10. 包 XX 包 、, 
1408ー グ 双 コ 

SHETLT,=A : 半 OOMMAND.OOM_」A : 壮 」 プ P ロ ノン : 
1024 J 

DEVTOEE = A : 半 MDEV 半 TOSPRO 半 LUMB.EBXEE。 
M_, プ ラニ 1,A : 半 DOS 半 KKOEUNO.SYS コ 

DOS =HTGH,UMB 』 

















明 








を ディ スク キャ ッ シ 
ュ ユ と RAM ド ライ 
プ の 設定 値 を 変更 
し た い 場 合 は 、 カ 
スタ ムイ ンス トー 
ル を 選択 し て イン 
スト ー ル を し ます 





ハードディスク の 
BIOS も 移動 で き 
る の で 連続 し た 大 
き な UMB 領 域 を 
確保 で きま す 。 
デバ イス ドラ イ バ 
は UMB に 組み 込 
の まし だ が まだ 
余っ て いま す 





98 PART4 実践 CONFIG.SYS&AUTOEXEC.BAT 





メモ リ 管 理 


AMG) づ 4 コ 6 
BAT と 


CONFIG . SYS 
(の た まこ 多 ニ ルン 6 
+ 
選択 不可 


自動 的 に 
AUTOEXEC.BAT と 
CONFIG.SYS を 書 
き 替 えま す 。 
書き 替え る ファ イ 
ル を 選択 する こと 
は で きま す 


い 


6 


MELWARE は ドラ 
イ バ を ルー トディ 
レク トリ に イン ス 
トー ル す る の で 、 
きち ん と 整理 し た 
い 場 合 は 、 サ ブ プ デ 
ィ レ クト リ を 作っ 
て ファ イル を 移動 
させ る 必要 が あり 
ます 











MEILWAHE Ver. ら 


較 ボ イント 





市 販 は され て いな い が 、 メ ルコ の メモ リボ ー ド に 付属 し て 
いる メモ リド ライ バ 。MEMORY SERVERII と 同様 に 、 ひ 
と つの メモ リド ライ バ で 、EMS、XMS、VCPI の 3 つの メモ 
リ 規格 に 対応 し て いる 。 ひ と つの 環境 で Windows Ver.3.1 
と 一 太郎 Ver.5、 そ し て ほか の MS 一 DOS アプ リ ケ ー シ ョ 
ン ソ フト を 使い 分 ける こと が で きる 。EMS と XMS は アプ 
リケーション ソフ ト の 要求 に 応じ て 割り 振ら れる の で 、 
EMS の 量 を 設定 する 必要 は な い 。 メ ルコ 製 の メモ リボ ポー 
ド を 使用 し て いる 方 は 、MS 一 DOS 付属 の メモ リド ライ バ 
の 使用 を や め て MELWARE を 使う こと を お すす めす る 











MS 一 DOS Ver.5.0 の 汎用 型 AUTOEXEC.BAT に イン スト 
ー ル し た も の で す が 、 な に も 変更 は され て いま せん 。 





@EBCHO_ OFTE コ 

PATH_」A : 半 :A: 壮 DOS : 
SE TE 包 MP テ A : DO8 』 
ETLJDOSDTR = テ A : DO8 』 





MS 一 DOS Ver.5.0 の 江 用 型 CONEIG.SYS に イン スト ー ル 
し た も の で す が 、 メ モリ ドラ イ バ が 設定 され ディ スク キャ ッ シ 
ュ の ドラ イ バ が 付属 の も の に 変更 きれ て いま す 。 





BUEEFERS ニ = テ 20J 

FTTL 思 = テ S30 J 

DEVTO 世 =ME 世 MM.386ー の HMー MD O,D 4 コ 
DBVTOEHTGH ニ MSOCAOH 世 . 世 文 包 2560 コ 
SHEBLT エ = ニ A : 壮 COOMMAND.COM_,A : 壮 し プ ビ ローグ 是 : 
1024 J 

DEVTOHTGH ニーA : DOS 半 反共 CEUNOC.SYS 』 

DO8 テーHTGH,UMB J 











まい と 一 く Ver2.1 @ 99 





通 1 


則 


まい と ー く ぐ Ver 己 . 1 


圏 ボ イン ト 





メモ リド ライ バ な ど 特 に 必要 な 設定 は な い の で 、 汎 用 型 の 
設定 で 動作 する 。 通 信 で 漢字 を 使う た め に 、 日 本 語 FEP 
の 設定 が 必要 に な る 。 付属 の イン スト ー ル プロ グラ ム は 、 
デフ ォ ル ト だ と ルー トディ レク トリ に イン スト ー ル する よ 
うに な っ て いる の で 、 イ ンス トー ル 先 の ディ レク トリ を 指 
MIR で グ アイ レク ク トド トリイ ン ジン ドール ( の る よう に お る 8 
サブ ディ レク トリ 名 は MYTALK で いい だ ろう 











イン スト ー ル 時 に で きる 起動 用 バッ チ フ ァイル MYTALK. 
BAT で す 。 サ ブ デ ィ レ クト リ を 指定 し て イン スト ー ル し た の 
で 、 そ れ が 反映 され て いま す 。 





echo_,Ooff J 

cd 半 MYTALK コ 
MYTALK ココ 
cd 」 半 d 


echo_」On 
いこ 2/ 


供 起 動 用 バッ チ フ ァイル し て し し と て と て し MYTALK 21.BAT 
gy 








@ECHO_JOFTE コ 

A : \\DOS ぎ \ADDDRV_ JA : 半 WX 2 壮 WXX 2.DEV J 
CD \MYTALK コ 

MYTALKJ 

OD し, ぎ コ 

A :\DOS\DELDRV J 

EECHO_」ON コ 











に ノ 
日 本 語 FEP は WXII 十 を 設定 し て あり ます が 、 普 段 お 使い 
の 日 本 語 FEP を 設定 し て くだ さい 。 








AIO」 は 4 コ 6 
BAT と 
@⑥6)N【C 衣 に SS) 


(の た ま - を ニル 6 
上 
選択 不可 
FR 
書き 替え は し ませ 
ん 。 ルート ディ レ 
クト リ に 起動 用 の 
バッ チラ ファ イル が 
で きま す 


と 起動 用 バッ チ フ ァ 
イル は サブ デ ィ レ 
クト リ の 
A : \MYTALK 
に 置い て くだ さい 
WX 2.DEV 
は 10| ペー ジ を 参 
照 し て くだ さい 
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AUTOEXEC. 
BAT と 
@⑥6NIIC 語 に SA) 


た まあ ニル 6 
上 
選択 不可 
FR 
自分 で 設定 し ます 。 
フリ ー ソ フト ウェ 
ア に 列 配布 の 形 で 
イン スト ー ル プロ 
グラ ム が あり ます 。 
これ を 利用 すれ ば 
簡単 に イン スト ー 
ル す る こと が で き 

ます 。 
この 場合 は 選択 で 
きま す 


起動 用 バ ッ チ ファ 
イル は サブ プ デ ィ レ ュー 
ク グ ト り の 

A : \WTERM 

に 置い て くだ さい 
WX 2.DEV 

は 10| ペー ジ を 参 
照 し て くだ さい 
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WTERHIM 


圏 ボ イン ト 





特に 設定 は 必要 な い の で 、 汎 用 型 で 動く 。EMS メモ リ が 
設定 し て ある と 、 プ ログ ラム の 一 部 が EMS メモ リ を 使い 
動作 が 速く な る 。 別 に 用 意 さ れ て いる イン スト ー ル プロ グ 
ラム を 使う と 、 デ ィ レ クト リ の 作成 か ら 、 フ ァイル の 転送 
に モデ ム の 設定 まで 、 簡 単に セッ ト ア ッ プ で きる 。WTERM 
を 使用 する と き は 、 こ の イン スト ー ラ も 併せ て ダウ ン ロ ー 
ド し て 利用 する こと を お すす めす る 











イン スト ー ラ を 使っ て イン スト ー ル する と 、 書 き 替 える を 選 
ん で も AUTOEXEC.BAT に PATH と 環境 変数 の 設定 を 追加 
する だ け で す 。 ア ンダ ー ラ イン の 部 分 を 汎用 型 の AUTOEXEC. 
BAT に 追加 し ます 。CONEIG.SYS は 汎用 型 を その まま 使い 
ます 。 





PROMPT_ も PSG コ 

PATH_ JA: 壮 :A:\DOS : A : 半 WTERM : コ 

SET WTERM ニ テ A : 半 WTERM ぎ WTERM 5 AJDAT コ 
ET T 避 テ JSTー9』 











供 起 動 用 バッ チ フ ァイル PO と と て し し し WT.BAT 





@EBCHO_JOFE コ 

A :\DOS\ADDDRV_」A : 半 WX 2 半 W 双 2.DEVJ 
CD し WTERM 

WTERM コ 

CD し ぎ \ コ 

A :\DOS ぎ DLDRV J 











日 本 語 FEP は 普段 お 使い の も の を 設定 し て くだ さい 。 


WXII 十 Ver.2.7 @ 101 





日 本 語 上 ヒロ 


WXII 十 Ver. ど . フ 


ボイン ト 





WXI 十 は EMS と XMS に 対応 し て いる 。XMS は HMA 領域 
に 対応 し て いる だ け な の で 、 MS 一 DOS Ver.5.0 は HMA 領域 
を 「DOS=HIGH」 の 指定 で MS 一 DOS が 使っ て いる し 、MS 
ーDOS Ver.3.3 で は HMA 領域 は 使え な い の で 、 ど ちら の 環 
境 で 使う に し て も 、EMS は 「 使 用 する 」、HMA は 「 使 用 し 
な い 」 と 設定 する 。MS 一 DOS Ver.5.0 で 使用 する と き は 、 
KKCFUNC.SYS の 設定 が 必要 。 汎用 型 の CONFIG.SYS で 問題 
な く 使 える 。 

WXII 十 は 、 各 種 の 日 本 語 FEP に 置き 替え て 使え る と いう 
特異 な 面 を 持っ た 日 本 語 FEP。 最 新版 の WXII 十 Ver.2.7 
で は ATOK 8 に 置き 替え て 使え る よう に な っ た 。 こ の 機能 
の た め に ファ イル の 数 は ほか の 日 本 語 FEP の 比 て は な い 。 
ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル する と 、 デ ィ レ クト リ の な 
か に は 90 も の ファ イル が ある 。 少し で も ハー ド デ ィ スク 
の 容量 を 減ら し た いと 思っ た ら 、 不 必要 な ファ イル は 削除 
する こと 。 幸い に も 分 か りや すい ファ イル 名 が つい て いる 
じ マ ニュ ア ル に は ほ は ず すず べ で の ウ ア イリ に つり NSRGI ア アイ リア 内 
容 が 記載 され て いる 





田 イ ンス トー ル 時 に 定義 ファ イル の で きる ディ レク トリ 





環境 設定 で 指定 で きま す 





但 デ バイ ス 定 義 フ ァイル 一 上 ーー ドド ドド ーーー WX 2.DEV 





DEVTOE ニ A : 半 WX 2 ま WXK.SYSー」 グ A 1 コ 
DEVTOE =A : ま WX 2\WX 2.8Y8、, ブ TN エ = A : 半 WXX 
2 ま WX 2 SYS.TNT_,」 プ A 1 コ 














ファ イル 名 を WX 2.DEV、 ス タイ ル は WX2 で 作成 し て あ 
り ま す 。 

そし て 、 定 義 フ ァイル に CONEIG.SYS を 指定 し た 場合 は 、 
ほか に 日 本 語 FEP が 組み 込ま れ て いて も 、CONFIG.SYS の 


いち ば ん 最後 に 追加 し て 設定 され て し まう の て 注意 が 必要 で す 。 





た 0EOJ94 ヨ 6 
に 
⑥6 い | ヨ 【C 衣 に S 


の 書き 替え 
上 
El 


本 
イン スト ー ル 時 の 
環境 設定 で ファ イ 
ル 名 を 指定 する こ 
と で 選ぶ こと が で 
きま まず 。 

ADDDRV で 組み 込 
め る よう に WX2. 
DEV と いう ファ イ 
ル 名 を 指定 し ます 。 
日 本 語 WXITI 二 の 
辞書 と シス テム フ 
ァイル は 
A:\WX 2 

に イン スト ー ル し 
ます 


て デバ イス 定義 ファ 
イル は サブ ディ レ 
クト リ の 
A : \WX 2 
に 置い て くだ さい 


い 
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102 @ PART4 実践 CONFIG.SYS&AUTOEXEC.BAT 


ハー ド デ ィ スク 内 っ 
の サ プ デ ィ レ クト 

リ の 
\WX 2 の な か に 入 
っ て いま す 











日 本 語 FEP の フル オー トイ ンス トー ル は 、 こ の WXII 十 に 
限り ませ ん が 、 イ ンス トー ル を 終了 し た ら CONFIG.SYS の 記 
述 内 容 の 確認 が 必要 で す 。 日 本 語 FEP を 組み 込ん を だ ら ア プリ 
ケー ショ ン ソ フト が 起動 し な く な っ た り 、 メ モリ 不足 の 表示 が 
で る よう に な っ た ら 、 日 本 語 FEP の 二 重 登録 を し て いな いか 
確認 し まし ょ う 。 

環境 設定 は WX 2 SET.EXE を 起動 する こと で 変更 で きま す 。 
その と き に 重要 な の は 、 い くつ か の 日 本 語 FEP と し て 使い 分 
ける と き は 定義 ファ イル の 名 前 も 分 か りや すい 名 前 に 変え る こ 
(Cg 

F ド 記 の ファ イル は 、ATOK 8 の API を 選択 し て 作っ た も の 
で す 。 定義 ファ イル も AT8 の 文字 を 入れ て あり ます 。 


但 ATOK 8 風 定義 フ ァイル ドド ドド ee WX 2 AT 8.DEV 


DEVTOE=B : 並 WX 2 凌 WXK.SYSBー,」 ブ A 1 ユ コ 


DEVTOE = : ま WX 2 半 WX 2 A 8.SYS、, プ TN エ =A : 将 
WX 2 半 WX 2 SYS.TNT_, プ A1 ユ コ 








後ろ に つい て いる プ A1 が EMS を 使用 する た め の 起 動 オ プ 
ショ ン で す 。 プ A2 な ら HMA、 プ A3 な ら EMS と HMA の 
両方 を 使用 する と いう 指定 の スイ ッ チ で す 。 


ATOK8 (一 太郎 Ver.5 付属 ) @ 103 





=E 選 局 ヨ g 


AT OK 日 (一 太郎 Ver. 付属 ) 


圏 ボ ポイ ント 





ATOK 8 だ け を 使う な ら 、EMS が 設定 し て あれ ば 汎用 型 の 
設定 で も 使用 で きる 。 一 太郎 Ver.5 も と も に 使う の で あれ 
ば 、 ジ ャ スト ウィ ンド 環境 か 、MEMORY SERVERII を 使 
っ た 環境 が 必要 に な る 





還 イ ンス トー ル 時 に CONFIG.-SMP が で きる ディ レク トリ 





A:\TARO 5 











F の ファ イル が な が イ ンス トール 時 の CONEIG.SMP で す 。 
ATOK 8 用 の 設定 を 抜き 出し て デバ イス 定義 ファ イル を 作り 
ます 。EMS 386 は メモ リド ライ バ な の て で 不用 で す 。 ATOK 8 
EX は DOSSHELL を 使う と き の た め の ド ライ バ な の で 、 
DOSSHELL を 使わ な けれ ば 必要 あり ませ ん 。 





FTLES = テ 30 

BUHEEERS= テ 20J 

DEVTOCE ニム A : 半 ATOK 8\ せ MS 386.SY8 」 

DEVTOE =A : ま ATOK 8 ま ATOK 8 A.SYS、」UOE = 
A :\ATOK 8 ぎ \ATOK 8.UCE コ 

DEVTOE テム A : 半 ATOK 8\ATOK 8 B.SY8 」 

DEVTOE ニ ニム : 半 ATOK 8\ ま ATOK 8 EX.SYS J 











@ デ バイ ス 定 義 フ ァイル 
ン 


ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ まま 】 ATOK 8.DEV 





DEVTOE ニ = ニ A : \\ATOK 8 壮 ATOK 8 A.SYS、」UOE = 
A : 半 ATOK 8\ ま ATOK 8.UOEF 」 








DEVTOCE ニム A : 半 ATOK 8\ATOK 8 B.SY8J 
ノ 


ATOK 8 を 一 太郎 Ver.4 で 使え を る よう に する た め に は 、UCF 
ファ イル の 部 分 を ATOK 7 用 に 変更 し ます 。 こ れ で ATOK 7 
対応 の アプ リケーション ソフ ト で ATOK 8 を ATOK 7 と し て 
使え ます 。 








AE6)G4 コ 6 
BAT と 
@⑥6N1【C 凍 に ) ぐ ) 


(の た まこ を ニン 6 
上 
思 択 可 
人 
一 太郎 Ver.5 付属 
の 場 合 、ATOK8 
を 単独 で イン スト 
ー ル する こと は で 
きま せん が 、 
CONFIG.SYS の 書 
き 替 え は 選べ ます . 
ATOK8 の 辞書 と 
シス テム ファ イル 
は 、A: \ATOK 8 
に イン スト ー ル し 
ます 


KM 


+ デバ イス 定義 ファ 
イル は サブ ディ レ 
クト リ の 
A : \ATOK 8 
に 置い て くだ さい 
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@ATOK 7 型 デ バイ ス 定 義 フ ァイル ………………… ATOK 8_7.DEV 





DBVTCE ニ A : 壮 ATOK 8ATOK 8 AISYS_, プ UOE = 
ム : 半 ATOK 8 ぎ \ き ATOK 7.UOT コ 
DEVTCE ニ A: 半 ATO 人 K 8 壮 ATOK 8 B.SY8 」 








Lotus 1-2-3 で 使う 場合 は 、 マ ウス ドラ イ バ も ADDDRV で 
組み 込め る よう に し ます 。 その 場合 、MS 一 DOS Ver.5.0 で は 、 
マウ ス ド ラ イ バ は DEVICEHIGH で UMB に 組み 込む せよ うに 
し ます 。MS 一 DOS Ver.3.3 の 場合 は DEVICE を 使い ます 。 


@ マ ウス つき ATOK 7 型 デ バイ ス 定 義 フ ァイル 
COCCOKEYYKEKKYYLLKELLJ ATOK 8 7 M.DEV 





DEVTOE ニ =A : 半 ATOK 8 至 ATOK 8 ASYS、」UOE = 
A :\ATOK 8 まき ATOK 7.U0COE コ 

DEVTOCE ニ A: 半 ATO 人 K 8\ATOK 8 B.SY8 』 

D 世 VTO 選 HTGH ニム A : 壮 DOS 壮 MOUSE.SY8 」 








ATOK 6 と し て 使う に は 、 バ ッ チ ファ イル に 8TO6.COM 
を 組み 込ん で 使い ます 。 マ ウス を 使う と き は ATOK 8.DEV に 
マウ ス ド ラ イ バ の 設定 を 追加 し ます が 、 そ の 場合 は ATOK8 
M.DEV の よう に 名 前 を 変え て 、 一 太郎 Ver.5 を 使う と き に は 
組み 込ま れ な いよ うに し ます 。 


倫 バ ッ チ ファ イル に 8TO 6.COM を 組み 込ん だ 例 








A : 半 DO8 半 ADDDRV。,A : 半 ATOK 8 半 ATOK 8.DEY コ 
A :\JUST 5 半 8 TO 6.COM 」 

LOTU8 コ 』 

A :\JUST 5\8 TO 6.COMー プ R コ 

A : ま DOS\DELiDRV 」 











ATOK7@ 105 





日 本 語 F ヒ ロ 


ATOK ノ 


AE.4 コ 6 
BAT と 


圏 ボ イン ト 





EMS に 対応 し て いる の で 、EMS メモ リ が あれ ば メイ ン メ 
モリ の 消費 を 抑え られ る 。 ま た 、 一 太郎 Ver.4 付属 の ATOK 
7 は 単独 で は イン スト ー ル で き な い が 、ATOK 8 の よう に 
圧縮 され た ファ イル で は な い の で 、 フ ロッ ピー ディ スク か 
ら コ ピー し て 使う こと も で きる 











田 参 考 に する AUTOEXEC.HDD と CONFIG.HDD が ある ディ レク 
トリ 








保存 用 起動 ディ スク 








参考 に する CONEFIG.HDD か ら 、ATOK 7 の 設定 を 定義 フ 
ァイル に 抜き 出し ます 。 





FTL 世 8= テ 20J 

BUEEER8S= テ 10』 

DEVTOE= テ ATOK 7 A.SYS こ ー」 プ D テ A: 壮 ATOK 7 エロ . 
DTCOー, プ G テ A : 壮 JSEON 呈 T 半 JFEGATT.UEO コ 

DEBVTOCE= ニ ATOK 7 B.SYS J 





免 デ バイ ス 定 義 フ ァイル ーー で eeeoe ee ATOK 7.DEV 





DEVTOE ニニ A : 半 ATOK 7 半 ATOK 7 A.SYSB こ ー」 ブ D テ A: 
\ATOK 7 半 A : 半 ATOK 7 .DTO こ 」 プ G テ A : ま ATOK 7 議 
A : \JSFONT 半 JFEGATJ.UEOJ 

DEBVTOE ニーA : 半 ATOK 7 半 ATOK 7 B.SY8 コ 





ATOK 6 し か 使え な い ア プリ ケー ショ ン ソ フト に は ATOK 
7 を ATOK6 と し て 使え る 7 TO6.COM が 用 意 き れ て いま す 。 
ATOK8 の 8TO 6.COM の バッ チ フ ァイル (前 ペー ジ ) を 参 
考 に し て 使っ て くだ さい 。 








CONFIG . SYS 
の 書き 替え 

し 
El 


一 太郎 Ver.4 付属 
の 場 合 、ATOK 7 
を 単独 で イン スト 
ー ル する こと は で 
きま せん が 、 
CONFIG.SYS の 書 
き 替 え は 選べ ます 
ATOK7 の 辞書 と 
シス テム ファ イル 
は 、A : \ATOK 7 
に イン スト ー ル し 
まず 


デバ イス 定義 ファ 
イル は サブ プ デ ィ レ 
クト リ の 
A : \ATOK 7 
に 置い て くだ さい 


4 
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日 本 語 上 ヒロ 





0E6」 は 4 ヨコ 6 
BAT と 
@⑥6)|(C 語 に 4) 


の 書き 替え 
し 
El 


松 苦 を 単独 で は イ 
ンス トー ル で きま 
せ ん が 、CONFIG. 
SYS の 書き 替え は 
選べ ます 
松茸 の 辞書 と シス 
テム ファ イル は 、 
A : \MTTK 3 

に イン スト ー ル し 
ます 


デバ イス 定義 ファ 
イル は サ プ デ ィ レ 
クト リ の 


に 置い て くだ さい 


環境 設定 プロ グラ 
ム SETMTTK . EXE 
は 、 変 更 先 の ファ 
イル が 指定 で き な 
い の で 、CONFIG. 
SYS に 変更 結果 が っ 
書き 込ま れ ま す 。 
あと か ら 定 義 フ ァ 
イル に 読み 込ん で 
訂正 を し て 、 
CONFIG.SYS か ら 
は 削除 する こと が 
必要 に な り ま す 








松茸 Ver 紀 


田 ボ イン ト 





EMS と XMS に 対応 し て いる が 、XMS は HMA 領域 に 対応 
し て いる だ け な の で 、 MS 一 DOS Ver.5.0 は HMA 領域 を 「DOS 
=HIGH」 の 指定 で MS 一 DOS が し よう し て いる た め 、MS 
ーDOS Ver.3.3 で は HMA 領域 は 使え な い の で 、 ど ちら の 環 
境 で 使う に し て も 、EMS は 「 使 用 する 」、HMA は 「 使 用 し 
な い 」 と 設定 する 。 圧縮 ファ イル に は な っ て いな い の で 、 





フラ フロッピー ディ スク か ら コ ピー し で 組み 送 む こと が で きる 








A : \MTTK 3 上 ビ 





イン スト ー ル 時 に は CONFIG.SYS は 作ら れ な い の で 、 フ ロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク の シス テム 1 か ら CONFIG.SYS を 抜き 出し た 
の が 下 の フ ァイル で す 。 松茸 の 設定 部 分 を ADDDRV で 組み 
込め る よう に 定義 ファ イル に し ます 。 





files_」 ニ 20』J 

buffers_」 ニ レー」10』J 

device_」 三 ー」D : 壮 mttk 3 a.drv_」a : 壮 ー」 プ ロコ 
こ 」D : 壮 mttk 3 D.drYJ 

device_」 三 ー」D : 壮 mcode.drY J 


deVioe。」 





免 デ バイ ス 定 義 フ ァイル PCOCCCCCCCPCCOPPLCCCLLLPLCCCCC に にし し MTTK 3.DEV 





DEVTCE ニーA : 半 MTTK 3 壮 MTTK 3 A.DRV IA : 議 
MTTK 3 ニレ 包 A : 人 MTT 衣 5 し の 世 ムー ン RN J 

DEVTCE ニ A :\MTTK 3\MTTK 3 B.DRV コ 
DEVTOCE ニ ニム A : 壮 MTTK 3\MCODE.DRV 」 
DEVTOCEーA :\MTTK S\ ま MEBUSHU.DRV 」 





SETMTTK.EXE を 使う こと に よっ て 環境 設定 を する こと 
が で きま す 。EMS は 「 使 用 する 」、XMS は 「 使 用 し な い 」 と 
設定 し ます 。 この 定義 ファ イル は 、 環 境 設定 プロ グラ ム を 使っ 
て 、 コ ー ド 表 と 部 首 引 き を 「 使 用 する 」 に 設定 し て あり ます 。 








KATANA 4 (Ninja 5 付属 ) @ 107 





日 本 語 上 E ピ 


ATANA (NinJa 5 付属 ) 


圏 ボ イン ト 





EMS と XMS に 対応 し て いる が 、XMS は HMA 領域 に 対応 
し て いる だ け な の で 、MS 一 DOS Ver.5.0 は HMA 領域 を 「DOS 
=HIGH」 の 指定 で DOS が 使っ て いる の で 、EMS は 「 使 用 
する 」、HMA は 「 使 用 し な い 」 と 設定 する 。 

KATANA 4 は 、MS 一 DOSVer.5 で の 使用 で は KKCFUNC.SYS 
の 組み 込み が 必要 。 汎 用 型 の 設定 で 動く 。 

KATANA 4 は 、MS 一 DOS Ver.3.3 と MS 一 DOS Ver.5.0 で は 使 
う プ ログ ラム が 違う の で 、 環 境 を 変更 する と き は イン スト 
ー ル し 直す 。 デ バイ ス ド ラ イ バ 名 に 「D 5」 が つい て いる 
の が MSDOS Ver.5.0 用 の ファ イル 。 イ ンス トー ル 時 に 
ADDDRV 用 の 定義 ファ イル を 作る が 、KATANA 4 が 作る 定 
義 フ ァイル の 拡張 子 DVC は 、 こ こ で は DEV に 統一 す る 








W@ デ バイ ろ 定 義 フ ラファ イル oe ee KTN 4.DEV 





DEVTOE」ーー」A : 半 反 TTN 4\ ま KTN 4D 5.SY8ー の /E ブ 
AS 32 プ AE 0 の AX 0AGR コ 

DEVTOE こ 」 ーー」A : 壮 人 KTN 4 半 KFN 4 OD 5.SYSー」 到 
ブ エ ブ DA : 壮 KKTN 4 壮 KKTN .D1TO,A : 壮 反 TN 4 半 US 民 . 
DTC プ ェ 111221 / M 5111 プ ゴ ユ ユ ン GO 5 CEDM 








22222221 ブ O 11 コ 





KATANA 4 の 環境 設定 は SETTEIEXE を 起動 する こと で 
設定 で きま す 。 

編集 する ファ イル 名 は 指定 する こと が で きま す の で 、 デ バイ 
ス 定 義 フ ァイル を 指定 し ます 。 メ モリ の 割り あて の 項目 で 
XMS を 選べ る よう に な っ て いま す が 、EMS は 「 す る 」、XMS 
は 「 し な い 」 を 選び ます 。 辞書 バ ッ フ ァ の 設定 の と ころ の XMS 
メモ リ は 設定 し て か まい ませ ん 。 こ この XMS は HMA の こ 
と で は あり ませ ん 。 





AUTOEXEC. 
BAT と 
@⑥6)|【C に S ぐ ) 


(の た ま - 北 ニル 6 
上 
El 
す 
KATANA4 の シス 
テム ディ スク 1 に 
入っ て いる K4 
SETUP を 使う こ 
と に よっ て 、 単 独 
で も イン スト ー ル 
で きま す 。 

NINJA 5 、 KATANA 
4 の どちら の イン 
スト ー ル で も 
ADDDRV 用 の ファ 
イル を 作る こと が 

で きま す 
KATANA の 辞書 と 
シス テム ファ イル 
は 、A : \KTN 4 
に イン スト ー ル し 
ます 
ト デ バ イス 定義 ファ 
イル は サブ ディ レ 
クト リ の 
A : \KTN 4 
に 置い て くだ さい 








い 


の 
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ボド NSK を AP お TeectSPSSEREEYE ま 0 
日 本 語 


AUTOEXEC. 
に れこ 
⑯⑫6J い (と C 麗 に 5) 


の た まこ を ニン 6 
+ 
El 
ず 
オー ロラ エー ス に 
付属 の KATANA 4 
は 単独 で イン スト 
ー ル する こと は で 

きま せん 
KATANA4 の 辞書 
と シス テム ファ イ 
ル は 、A : \KTN 4 
に イン スト ー ル し 
= 「 
デバ イス 定義 ファ 
イル は サブ プ ブ デ ィ レ 
クト リ の 

A : \KTN 4 

に 置い て くだ さい 


必ず 追加 し て くだ 
さい 


Y ) 


mn 





AINA 用 (オー ロラ エー ス 付 属 ) 


圏 ボ イン ト 








EMS と XMS に 対応 し て いる が 、 環 境 設定 用 の プロ グラ ム 
が 付属 し て いな い の で 変更 は で き な い 。 デ フォ ルト で EMS 
は 「 使 用 する 」、HMA は 「 使 用 し な い 」 と 設定 し て ある 。 
KATANA 4 の サブ セッ ト 版 な の で 、MS 一 DOS Ver.5 対応 の 
ドラ イ バ が つい て いな い の で 、 組 み 込む と き に は KKCSAV. 
SYS の 組み 込み が 必要 に な る 。 も ちろ ん KKCFUNC.SYS も 
必要 。KKCFUNC.SYS は CONFIG.SYS で 組み 込み 、KKCSAV. 
SYS は デバ イス 定義 ファ イル で 組み 込む 。 

ADDDRV で の 使用 を 選べ ば 定義 ファ イル を 作る が 、 KATANA 
4 が 作る 定義 ファ イル の 拡張 子 は DVC な の で 、 こ こ で は 
DEV に 統一 し 、Ninja 5 の KATANA4 と 区 別 す る た め に OA 
の 文字 を 入れ て いる 





園 デ バイ スス 定義 ファ イル 1 ト バー ん ヘ ーーー バ ーーーー… KTN 4 OA.DEV 





DBVTC 包 こ 」ー、,A : DO 壮 反 KOSAV.SY8 」 

D 世 VTOCE ーー」A : 半 人 KK 呈 N 4 ま 人 KTN 4.8Y8 エー テ A : 
KTTN 4 半 KTN 4.CFG コ 

DEVTOE、」 ニ 、,A : 半 反 TN 4 壮 反 FN 4 CSY8、, プ エーA : 
壮 人 KTN 4 壮 人 TN 4.CTG の DA : ま 反 TTN 4 壮 TNSMATLT,. 











DTO,A : 半 氏 TN 4 まけ SR.DTOC 」 





サブ セッ ト 版 な の で 環境 設定 用 の ファ イル は つい て きま せん 
が 、KTN 4.CFG を エディ タ な ど で 書 き 替 えれ ば 環境 設定 を す 
る こと が で きま す が 、 か な り 高 度 な 知識 が 必要 に な る の で や ら 
な い ほ うがい いで し ょ う 。 


WXII 十 Ver 2.5 (WORKS 付属 ) @ 109 


に E 洋 邊 紹 語 


圏 ボ イン ト 





WXII 十 は EMS と XMS に 対応 し て いる が 、XMS は HMA 領 
域 に 対応 し て いる だ け な の で 、MS 一 DOS Ver.5.0 は HMA 領 
域 を 「DOS=HIGH」 の 指定 で MS 一 DOS が 使用 し て いる た 
め 、MS 一 DOS Ver.3.3 で は HMA 領域 は 使え な い の で 、 ど ち 
ら の 環境 で 使う に し て も 、EMS は 「 使 用 する 」、HMA は 「 使 
用 し な い 」 と 設定 する 。 MS 一 DOS Ver.5.0 で 使用 する と き 
は 、KKCFUNC.SYS の 設定 が 必要 。 汎 用 型 の CONFIG.SYS で 
問題 な く 使え る 





圏 イ ンス トー ル 時 に CONFIG._WK 3 が で きる ディ レク トリ 





623GDPEOGCOGCYKC0POOPCCCEOG こ CCC32CC ルー トディ レク トリ 











イン スト ー ル 時 に で きる CONFIG.WK 3 は 、 上 既存 の 
CONFIG.SYS に WX 2 士 forMS の 組み 込み が 追加 され る だ け 


で す 。WXII 十 の 設 定 部 分 を デバ イス 定義 ファ イル に し ます が 、 


EMS と XMS の 両方 を 使う よう に 設定 され て いる の で 、WX 
II の ディ スク 1 に 入っ て いる WX 2 SET を 起動 し て 設定 を 
変更 し ます 。WXI 十 Ver.2.7 と 区 別 す る た め に MS の 文字 を 
入れ て あり ます 。 


但 デ バイ ス 定 義 フ ァイル CCC て て いい WX 2 MS_.DEV 





DEVTOE ニニ A : 半 WORKS ま WXK.SYS8 こ ,A 1 コ 
DEVTOE= ニ A: 半 WORKS 半 WX 2.S8YS ニ の DA : 
WORKS\WX 2.DTCー の A 1 ユ コ 





付属 し て いる WXI 十 は 「WXII 十 Ver 2.5」 の マイ クロ ソ 
フト 向け の OEM で す 。 最 新版 の WXII 十 Ver 2.7 を お 持ち で 
し た ら そ ちら を 使用 し て も か まい ませ ん 。 








WXII 十 Ver. 己 .D[WORHKG8 付属 ) 


AOI は 4 ヨミ 6 
BAT と 
@⑥6JN【C 語 SS AS 


の た まこ を ニ あと 6 
+ 
選択 可 
FR 
WORKS 付属 の WX 
II は 単独 で イン 
スト ー ル する こと 
は で きま せん が 、 
組み 込み は 選択 で 

きま す 

WXII 十 の 辞書 と 
シス テム ファ イル 
は 、A : \WORKS 
に イン スト ー ル し 
ます 





い 


6 


ー デバ イス 定義 ファ 
イル は サ プ デ ィ レ 
クト リ の 
A : \WORKS 
に 置い て くだ さい 
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ES 記 ヨ ョ 
AI か な 漢字 変換 (DOS 3 付属 ) 


AE6」 は 4 コ 6 
BAT と 
⑫6J ド | コ 【C 語 に CS) 


の 書き 替え 
+ 
選択 不可 


て 
DOS3 を イン スト 











田 ポ イン ト 





EMS に 対応 し て いる の で 、EMS メモ リ が 設定 し て あれ ば 
自動 的 に EMS に 組み 込ま れる 。 も ちろ ん 汎用 型 の 設定 で 
動く 。 よ り 多 く の 単 語 が 登録 され た 辞書 は 拡張 セッ ト に 入 
っ て いて 別売 り 





園 デ バイ スス 定義 ファ イル 一 t ド … ド ーーー ドー NECAI 33 D.DEV 





D 世 VTCE ニニ A :\DOS 普 NEOCATK 1.DRVJ 











ー ル する と 自動 的 DEVTORE = A : \DOS ま NEOATK 2.DRV、,A : NEOAT. 
に CONFIG.SYS に 
設定 され ます 人 
デバ イス 定義 ファ イル は サブ ディ レク トリ の 「A:\DOS」 
に 置き ます 。 
日 本 語 上 E ピ 


N 


AUTOEXEC. 
BAT. と 
eejNlgle 計 人 
(の だ まこ 区 ニル ン 6 
し 
選択 不可 


了 
DOS5 を イン スト 
ー ル する と 自動 的 
に CONFIG.SYS に 
設定 され ます 











AI か な 漢字 変換 (DOS 5 付属 ) 


圏 ボ ポイ ント 





EMS に 対応 し て いる の で 、EMS メモ リ が 設定 し て あれ ば 
自動 的 に EMS に 組み 込ま れる 。 MS 一 DOS Ver.5.0 で は 、 
KKCFUNC.SYS を 必ず 組み 込む 必要 が ある 。 以 前 の も の よ 
り 変 換 は か な り 賢 く な っ て いる 。 も ちろ ん 汎用 型 の 設定 で 
動く 。 よ り 多 く の 単 語 が 登録 され た 辞書 は 拡張 セッ ト に 入 
っ て いて 別売 り 





圏 デ バイ ス 定 義 フ ァイル sssseeeessseseswseeseislseeeeoees NECAI 50 A.DEV 


へ 





DEVTCE ニーA :\DOS ぎ \NEOATK 1.DRV 
D 世 VICE = A : \DOS\ せ NEOCATK 2.DRV_,A : NEOAT. 
SYS 











デバ イス 定義 ファ イル は サブ ディ レク トリ の 「A :\DOS」 
に 置き ます 。 











CD 一 ROM ドラ イブ の 組み 込み @ 111 





リー HOM ドラ イブ の 組み 込 


圏 ボ イン ト 





最近 で は 、CD 一 ROM ドラ イブ も 一 般 的 に な っ て きた の で 、 
ここ で CD 一 ROM ドラ イブ の デバ イス ドラ イ バ の 組み 込み 
方 も 解説 し て お こう 。 

CD 一 ROM ドラ イブ は 、 一 般 的 に は SCSI イン ター フェ ー ス 
に ハー ド デ ィ スク な ど と いっ し ょ に つなげ る 。 そ の 際 に 重 
要 な こと は 、SCSI の ID 番号 の 設定 。 通常 だ と SCSI ボー ド 
が 0 番 、 ハ ー ド ディ スク が | 番 に 設定 され て いる か ら 、 そ 
の つぎ の 2 番 に 設定 する 。 終端 抵抗 の 設定 も 忘れ ず に お こ 
な う 。 最近 は 内 蔵 し て いる も の が ほとん ど な の で 、 デ ィ ッ 
プス イッ チ で 設定 する 。 内蔵 し て いな い 場 合 は コネ クタ に 








取り 付け る 





つぎ は デバ イス ドラ イ バ の 登録 で す 。 イ ンス トー ルプ ログ ラ 
ム が 設定 し て くれ る は ず で すか ら 、 簡 単に で きま す 。 


CONFIG.SYS は 、 い ちば ん 後ろ に つぎ の 記述 を 追加 し ます 。 





DEVTOEHTGH =A : \DOS き NEOCOD.SYS ニ の D : CD 
AO g 
LASTDRTVE=QJ 





AUTOEXEC.BAT は 、1 行 め に つぎ の 記述 を 追加 し ます 。 








A : ま DOS 壮 MSCD 世 文 . 世 文 包 ー」 プ D : OD 101ー プ エ :Qd 








「D :CD_101」 の 部 分 は 必ず 同じ に 書き ます 。LASTDRIVE 
= テーQ と ZL:Q で CD 一 ROM ド ライ ブ は Q ド ライ ブ と し て 設 
定 さ れ ま す 。「NECCD.SYS」 の 部 分 は 、 そ れ ぞ れ の 各社 の デア 
バイ ス ド ラ イ バ 名 に な り ま す 。 

各社 の デバ イス ドラ イ バ 名 を NECCD.SYS に リネ ー ム し て 
使う 方 法 も あり ます 。 





AUTOEXEC. 
BAT と 
@⑥6J ド IIC 語 に SAS 


(の た まき = 区 ニン 6 
し 
El 


て 海外 製 の Windows 
ジジ ドド は ば は 、 パー 
デイ ズ スク を 6 ド 
ライ ブ 、CDROM 
を 0 ドラ イプ に 
設定 し た イン スト 
ー ル プロ グラ ム し 
か つい て いな い の 
も あり ます の で 注 
意 が 必要 で す 





本 谷 裕 二 (ほん や ゆう じ ) 
1952 年 姫路 市 生ま れ 
神奈 川 大 学 経済 学部 座 


仕事 場 で は 、 パ ソコ ン に 電源 を 入れ た まま で 34 吾 使い まく り 、 ミ ニコ ン を 1DTP 
の プロ 仕様 と し て ギン ギン に 動か し 、 自 宅 で も 事務 所 と 同じ 環境 で ミニ コン 1 台 、 
パソ コン 4 台 を 個人 所 有 。 こ れ 以 上 の 公私 と も に コン ピュ ー タ 環境 が な いと いう で ぐ 
らい 、 パ パソ コン ・ ミ ニコ ン の 小 憎 ら し い 使 い 方 に 熟知 し て いる 超 実 践 派 。 

理論 より 実践 的 ・ 現 場 的 活用 を 重視 し 、 即 ビジ ネス 面 や 私 生活 で パソ コン を 扱う た 
め の ノ ウ ハ ウ を 蓄積 し つつ 、 パ ソコ ン 情 報 を 提供 し つづ け て いる 。 

最近 で は 2 年 半 前 より パソ コン 通信 の ば じゃ ま NET を 開局 し 、 パ ソコ ン へ の 疑問 
や 悩み を 直接 一 般 ユ テー ザー か ら 収 集 。 よ り 身 近 な 現場 の 悩み を 収集 把握 し 、 解 決 に 
対応 し て いる 。 


著書 に 

「 こ れ で や っ と 使え る ぞ ! ! ハー ド デ ィ スク 」 オ ー エ ス 出 版 社 
「 こ れ で や っ と 使え る ぞ ! ! 日 本 語 FEP」 オ ー エ ス 出 版 社 

「 こ れ で や っ と 使え る ぞ ! ! バッ チ フ ァイル 」 オ ー エ ス 出 版 社 
「 こ れ で や っ と 使え る ぞ ! ! WINDOWS」 オ ー エ ス 出 版 社 
が ある 


出版 社 株 式 会 社 イ デア 代表 取締 役 
編集 プロ ダク ショ ン 株 式 会 社 チ ェ ス ター 代表 取締 役 
パソ コン 通信 ホス ト 局 ば ぱじゃま NET 株 式 会 社 代表 取締 役 


これ で や っ と 使え る ぞ ! ! CONFIG.SYS&AUTOEXEC.BAT 
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アプ リケーション 切り 替え 用 5 つの ファ イル 











耳 Emg9 う 1 ゴ e 誠 ーー バト ーーー ト ーーー ニー ニー ドド ドド ドー MS 一 DOS 5.0 A 用 
人 1 
@ECHO_JOEE コ 


PAT 凸 、,A: 壮 :A: 壮 DOS : A : 壮 JSW : A : 壮 TTARO 4 :A: 半 JSONT : 
A : 半 JSUT : A : 半 LOTUS :A: 壮 WORKS :A: 壮 NINJA5:A: ぎ 
WTERM : コ 

PROMPT、 や PP お で コ 

ET_ WTERMーA : 半 WTERM 半 WTERM 5 ADAT コ 
ET、 一 吉 テ ニ JSTー9』 

ET、 呈 包 MP テム A :\ ま DOS 』 

ET JIDOSDTR テム A : \DO8 』」 

ム A :\\MENU.BA 呈 











所 肝 EEOWeNIdTeRSNS] …… go は aedP は ACG は So MS 一 DOS 5.0 A 用 
| BummmRS= ニ 20 コ ] 
ETTL.EES 30 コ 


HE エエ エーA : 壮 COMMAND.OOM、,A : 壮 し, プ Pー グ 互 : 1024 
DEVTOE 三 A :\DOS 半 HTMEM.SYSJ 

DEVTO 選 王 A : 半 DOS 並 包 MM 386. 包 双 包 。,」 プ ピー128ー の UMB コ 
DEVTO 選 HTGH ニーA : \DOS ま SMARTDRV.SYS_,2048_」128 」 
DEVTO 選 HITGHーA : DOS ま RAMDTSK.SYS_,1536 」 

D 世 VTO 選 HTGH ニ A : \ ぎ DO 半角 人 CEUNO.SY8 J 


DO8= テ HTGH,UMB』 
いら 2 有 ジ 


は いい …… ア プリ ケー ショ ン ( 一 太郎 4) 起 動 肌 バッ チ フ ァイル 例 
W 記 RUESN7ARIT 
A : 半 DOS き ADDDRV,」A : ま ATOK 7 壮 ATOK 7.DEV 」 


CD 」\JSW コ 

J 又 W J 

CD 」\ コ 

A : DOS 半 DEELDRV コ 
し A : 半 MENU.BAT コ 

















用 グ 
rge' 衝 |…- 8 あの CCUe き の Ke 4 おす な 哲 % な る e デバ イス 定義 ファ イル 











DEBVTOE 三 A : 半 ATOK 7 の 半 ATOK ツウ A.SYS、」 ブ DA : 壮 ATOK 7 壮 A: 将 
ATOK 7 TL.DTO こ の GーA : ま ATOK 7 半 A : 壮 JSEONT 半 JEFGATJT.UEO コ 
D 世 VTOE 三 A : ぎ \ き ATOK 7\ATOK 7 B.SYS コ 











アプ リケーション 切り 替え 用 5 つの ファ イル 











4 …MS 一 DOS 5.0 A&MS 一 DOS 3.3 D 共用 型 メ ニュ ー 
( CHO、,OFE コ ] 
: START コ 
CTLS8J 


BCHOL」 ネ に 1。 
BCHO、」※ し に の 、 
ECHO に 」※ ま に 」 の 、 
BCHO に 」※ ま に 4。 
BCHOL」※ ネ に 5。 


ECHO_JOEE コ 


CHO、」 ま ネネ ネネ ホネ ネネ ネネ ホホ ネネ ネネ ネネ ネネ ポポ ネネ ネネ ネコ 


一 太郎 Ver に LU ir ir」 C」6。 松 に に に 」 し に) 六 に | 
TotuS 122 に AAL mL ny on7。 オー ロラ キネ 
WWOEIRGBMOESC SEeSiutGat あ SE(mSOrDu 拓 4 
NINJA5LJLL ur ii 9。、MENU、。」*※ コ 
WTEBERMLLLJL LiL rjL jr jr)0。 | : Ph 全曲 ネコ 


BCHO。」※ ま ネネ ネネ ポ ホ ネネ ホネ ネネ ホネ ホホ ネネ ホネ ホネ ポポ ネネ ネネ ネー 


A : ま DO8 選 ATKEEY、.0。 数 字 を 選ん で くだ さい 。 コ 








ELEM 


TE 」 包 RRORTLEEVEBL 9。」GOTO_,9 コ 
TE 」 包 民 RORTL 包 VETL、 8 GOTO_ 8 コ 
TEF、 虹 RRORTLVEBL 7 GOTOL 7 コ 
TFT。 ERRORTLEVEL 6 GOTO_.6 コ 
TE BRRORLBBV 虹 BL 5 GOTOL」5 コ 
TE BRRORTLVEBTL 4 、 GOTO 4 コ 
TE BRRORTLEVETL 3 GOTO_ る コ 
TE、 BRRORTLEVEL 2 GOTOL 2 コ 
TE、 遇 RRORTLEEVEBTL」 1 ば GOTO 1 コ 
TEF、 ERRORTLEBVETL 0O_」GOTO こ JO コ 
3 下 旨 

A : 壮 JSW 壮 呈 ARO 4.BAT コ 

: ら コ 

A : ま LOTUS 壮 123.BAT コ 

: る 』 

A :WORKS 半 WK 31.BAT コ 

: 4 5 

A : 半 NTNJA 5 半 NJ 5.BAT コ 

:5J 

A :\WTERM\ ま WT.BAT コ 

:6 コ J 

A : 壮 MATUV 6 壮 MATU 6.BAT。, 

: ウ コ 

A :\AKPRO 壮 AKPRO.BAT コ 

: 8 

A : 半 MYTATLK 半 MYTATLK 21.BAT コ 

: 9 

A :\MEBNU.BAT コ 

:0』 

CTL8S コ 

OD。」\ コ 
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